
        
            
                
            
        

    















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　アポカリプスのその果てに









　それは地じ獄ごくの一幕を切り取ったような光景だった。

　漆しつ黒こくの夜空の下で、安らかに眠ねむっているはずの街の中で、場ば違ちがいな炎ほのおが雄お叫たけびを上げていた。一帯を焼き尽つくし、無む辜この生命を炭化させてもまだ足りないと嘆なげいていた。ビルだった残ざん骸がいの壁へき面めんを舐なめて、路上を疾しつ走そうし、炎は何もかもを吞のみ込こまんとしていた。

　罪人を苛さいなむ業火が地上に顕けん現げんした、と言われれば信じてしまうような有様。けれども焼かれているのは罪人でなく、ただ暮らし、日常を営む人々だった。人間だったものが焼き焦こがされ、そこらに散らばっている。阿あ鼻び叫きよう喚かんは四方十数キロにもわたるだろう。

　凄せい惨さんな鉄火場の中。

　一人の少女が、荒あらく息を吐はきながら、地面に座り込んでいた。

「か、ふっ」

　血を吐き捨てた。それから、手に握にぎった直ちよつ剣けんを支えに、なんとか立ち上がろうとする。モスグリーンの軍服を着た身体からだは、しかし言うことを聞かず、両足に力が入らない。

　彼女の前方に暗い影かげが広がる。

　否。それは漆黒の表皮を持つ、巨きよ大だいな生命体だった。

　そいつは通りの中心に、さもそこが自分の城であるかのように佇たたずんでいた。

　五階建てのビルに並ぶ体たい軀く。四し肢しはなく、どす黒い半固形の物質が全身を構成している。見上げれば頭頂部と思おぼしき箇か所しよはあるが、丸く光る感覚器官が無数に並ぶだけだ。

「……救きゆう援えんを要よう請せいする、繰くり返す……救援を要請する……」

　少女は片耳に装着したデバイスに、か弱い声をかける。ノイズだけが響ひびく。応答はない。

　雄叫びを上げ、怪かい物ぶつがゆっくり傾かたむいた。

　半固形の身体から、数十の影がぼたぼたと落ちる。それら一つ一つが、猪いのししに似た外見の異形であった。

　獣けもののようないでたち、だが、地球上の生物ではない。弾だん丸がんの貫かん通つうを防ぐほど頑がん強きような外皮。加えて、爆ばく撃げきですら傷一つ付かない、身体を覆おおう特とく殊しゆな防ぼう御ぎよ壁へき。

　それだけの防御壁を実現するプロセスの名は、魔ま法ほう。

　旧兵器の一切を無む為いに還かえす非現実的な現実。

　魔法を操る、異世界から侵しん略りやくしてきた、未知の生命体。

　──故に総そう称しよう、魔物。

　燃え盛る街は魔物による蹂じゆう躙りんの結果であり、そして少女は、要人が脱だつ出しゆつするまで魔物を引き付ける囮おとり役やくだった。

「こんなところで、死ねるか……」

　うわごとのように呟つぶやき、少女は異形たちをにらみつける。

　少女はエリートだった。今も極秘任務の最中であって、それをこなせるだけの実力と経験があった。要人警護のプロフェッショナルとして腕うでを磨みがき、実績を上げてきた。

　けれどそんなもの、戦場においては無力だった。

　産み落とされた魔物たちは、既すでに道路を埋うめ尽くすほどの勢力になっている。立ち上がることすらままならない自分。灰と血に埋もれる市街地。

　ぼやける視界の中で、ゆらめく赤と、そびえたつ黒に必死に焦しよう点てんを絞しぼる。

　無力な自分。

　何も守れず、何も成せず、ここで異形の怪物に敗死する結末。

「いや、だ……」

　立ち上がろうともがく。

「私は、まだ……ッ」

　歯を食いしばり、全身を苛む激痛に耐たえながら前を見た。

　今まさに疾走せんとする魔物の一体を、正面から見み据すえた。

「私は、まだ、まだ死ねない──！」

　気き概がいとは裏腹に、もう打つ手はなく。




　それはこの時代にありふれた悲劇だった。

　異形の存在に蹂躙される、無力な人類。

　この時代において──それは数年前まではごく普ふ通つうのことで、惑わく星せいそのものが恐きよう怖ふ劇げきの舞ぶ台たいだった。




　今は違ちがう。既にこれは、英えい雄ゆう譚たんである。




　業火に満ちた地獄を切り裂さく、閃せん光こう。

　真上から白銀の奔ほん流りゆうを叩たたきつけられ、少女の眼前で異形が蒸発した。

「…………え？」

　綺き麗れいさっぱりと、何もかも消し飛んでいる。最初から何もいなかったのではないかと疑ってしまうほど、それは呆あつ気けない最期だった。

「──もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　声が、聞こえた。少女はガバリと顔を上げる。

　瞬しゆん間かん、来た。

　着地する際の足音は実に軽かった。だから、最初から彼がいたような気さえした。

　降り立ったのは、少女とは異なる軍服を着込んだ少年だった。

　戦せん慄りつするような蒼あおい外がい套とう──特定の国家に所属しない戦力、国連軍の魔導外装だ。

　炎に照らされ、彼の横顔が見える。

　おそらく同年代だろう。整った顔立ちだと思った。その、光を当ててもそのまま吞のみ込んでしまうような濁にごった眼めさえなければ。

　ちらと一いち瞥べつされ、少女は身体の芯しんから震ふるえた。同じ人間とは思えなかった。

「回収対象と合流した。敵を殲せん滅めつし安全を確保したい、攻こう撃げきの許可を」

『許可します』

「了りよう解かい」

　そこでやっと、気づく。

　少年が右手に保持している両りよう刃ばの大剣。少女の直剣より二回りは大きいだろうか。汚よごれ一つない、しかし濃のう密みつな死の空気を纏まとい──少女はそれを、魔ま剣けんだと感じた。

　その剣の持ち主を知らぬ者はいない。人類が現在保有する最大戦力にして、あらゆる戦場を駆かけ抜ぬけ、魔物を殺して殺して殺し続けるキリングマシーン。

　それが自分と同い年の少年だと聞いた時は、あまりの驚きよう愕がくに言葉を失った。

　眼前の彼は、現物だ。

「────覚おきろ、〈アルカディウス〉」

　直後、大剣が蠢しゆん動どうする。刀身各部に設置された排はい出しゆつ孔こうから過か剰じよう魔力が放出された。白銀の粒りゆう子しが結ばれ、ヴェールのように揺蕩たゆたう。

　獣たちが、白銀の輝かがやきを直視し震えあがる。それは間ま違ちがいなく、至極明めい瞭りように、自分たちを滅ほろぼす光だった。

　叫さけびをあげて無数の魔物が疾走を開始した。後ろに控ひかえる巨きよ体たいの魔物も、感覚器官全てを少年へ向ける。突とつ進しんよりも砲ほう撃げきが先んじた。人間の肉体など瞬しゆん時じに蒸発せしめる魔力砲ほう弾だん。無数の光が収束し、放たれる。

　絶体絶命という言葉が生ぬるいほどの窮きゆう地ちだった。ネズミが猫ねこに、なんて次元ではない。

　これ以上ない死地。庇かばわれていても少女は死を覚かく悟ごする、はずだった。

　けれど。

　少女は、しかと目を見開き、ただ彼の背を見ていた。

　目をつむる、歯を食いしばる、そうした反応一切を忘れて、彼を見つめていた。

　少年が剣を振ふり抜いた。

　刮かつ目もくしていたというのに、剣筋はまるで追えなかった。気づけばすべてが終わっていた。

「…………ッ!?」

　魔力砲弾の全てが砕くだけ、空中で刹せつ那なの輝きに散る。斬ざん撃げきを受け、いや正確に言えばその余波に巻き込まれ、存在ごと両断されたのだ。

　それから──天が割れた。そうとしか表現のしようがなかった。斬撃が大気を切り裂き、空を衝ついた。雲一つない夜空に太刀筋が刻まれるのを、少女は確かに見た。

　数秒の沈ちん黙もく。自分の心臓が止まってしまったのではないかと疑うほどの静せい謐ひつ。

　魔物の群れが突然、順に全身から血を噴ふき出した。断だん末まつ魔まの叫びを上げる暇ひまもなく息絶える。

　最後に巨体の魔物が、天から地にギロチンが降ったように、真っ二つに裂けた。地鳴りを起こして、巨大な体軀が倒たおれこむ。

　少女はその光景を呆ぼう然ぜんと見ていた。

「……痛む箇所は？」

　結果に頓とん着ちやくすることなく、少年は少女のすぐそばに駆け寄よる。そこでやっと事態の決着を理解し、どっと力が抜ける。視界がぼやける。激痛でうまく言葉が出せない。

　彼は少女の身体に応急処置を施ほどこし始めた。

　少女はされるがまま、何な故ぜか気き恥はずかしくなって、視線をそらす。

　少年の背後を見た。

　ビル群が不意に、揺ゆれた。

　違う──魔物。ビルに匹ひつ敵てきする体軀の魔物が、群れをなして、こちらの様子をうかがっていた。まるで背景のように振る舞まっている影一つ一つが、小型の魔物をため込む母ぼ艦かん。

　ヒッ、と、喉のどから怯おびえた声が漏もれた。

「う、うし、ろっ」

「ああ。君の応急処置を終えたらすぐ討とう伐ばつに向かう」

　少女は恐怖から、パニックの一歩手前だった。彼は少し困ったような顔をした。探るようにして、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「心配するな。危機はすぐに去る」

　あまりに簡潔なセリフ。それを聞いて、少女は絶句する。何を、何を言っているのだ。これだけの戦力差をどうやって覆くつがえすというのだ。

　応急処置を終えた少年が、立ち上がる。背中に迷いはない。

　そこで、張り詰つめていた糸が切れてしまったように、少女の視界が闇やみに吞のまれていく。とっくの昔に限界を迎むかえていた。気力も体力も尽きていた。

「大丈夫だ。君は死なない。何故なら──ここに、俺がいるから」

　炎ほのおと敵で構成された世界に、彼は踏ふみ出した。味方などいない。魔物たちが蠢動する。視界を埋め尽くす軍勢に対して、大たい剣けんを握にぎり、彼は一人で歩み始める。

　勝てるはずがない。数秒後には二人そろって挽ひき肉にくになるのが道理だ。

「危機は去る。この戦争も俺が終わらせる」

　正気の沙さ汰たではない発言。だが声は揺るぎないものだった。

「だから、もし、戦争が終わってまた会えたら……名前を教えてくれ」

　助けた人にはこう言うことにしているんだ、と彼は告げた。

　無数の魔物の雄叫びがとどろき、重なり、世界を揺らす。それを打ち消すようにして、少年が爆ばく発はつ的に加速して駆け出す。

　その背中だけが、最後まで脳裏に焼き付いていた。




　少女──咲さきノの芽め木この葉はが次に目を開けた時、見えたのは医い療りよう室しつの天てん井じようだった。

　彼も彼女も五体満足で、ただ積み上げられた敵の死し骸がいが、結果だった。

　既に〈英雄〉は次の戦場を駆けていた。

　それは──この凄せい惨さんな侵しん略りやく戦争に終しゆう止し符ふが打たれる、一年半前のことだった。




　　　　◇




　暗い時代があった。

　夢を焼かれ、希望を燃やされ、涙なみだする間もなく人々が炎に包まれる時代があった。

　異界より現れた、魔物と呼ばれる生命体により、罪なき民草が虐しいたげられること、二十年。

　異界大戦と名付けられた戦争が始まって、二十年。

　世界そのものを略りやく奪だつせんとする彼らによって、無数の殺さつ戮りくが行われた。

　戦争が二十年間続いた背景には、彼らの肉体が当時の科学では計り知れないスペックを有していたことが挙げられる。弾だん丸がんは通じず、金属すらその剛ごう腕わんで捻ねじ曲げ、個体によっては水中や空中を自在に動き回る。

　極めつけは魔法による驚きよう異い的な防ぼう御ぎよ能力──核かく攻こう撃げきですら殺害不能という理り不ふ尽じん極まりない現実に、多くの人々が斃たおれた。

　恐怖。絶望。

　悲鳴。鮮せん血けつ。

　ありとあらゆる時代を見ても、大戦中ほど人々に笑顔がなく、怯え、日常的に虐ぎやく殺さつが行われていたことはない。

　土地を奪うばわれ、資源を簒さん奪だつされ、生命を蹂じゆう躙りんされ続ける日々が続く。




　──その凄惨な恐怖劇に、終止符を打った男がいた。




　人々にとって光、善、正義の象しよう徴ちよう。いかに残ざん虐ぎやくな手法を用い、醜みにくい姿をし、超ちよう常じようを絶する能力を有する敵だったとしても、聖剣を用いて必ず挑いどみ打ち勝った強きよう靭じんな精神。

　最終的には──侵略者たちの頭領、〈魔ま王おう〉と呼ばれる個体を討伐するに至った。

　彼の手によって、人間と魔物の戦争は終わった。

　まだ世界は元通りにはなっていないけれど、誰だれもが必死に生きている。

　人間は生き残った魔物を倒し、世界を整備し、安らかに暮らせるよう前へ進んでいる。

　これは人間が世界を生きる権利を勝ち取った後のおとぎ話。

　これは英雄譚が終わった、その後の英雄譚。




　ところで皆みなさんは、『英雄譚』とはどんな意味かご存じだろうか？








第一章　ハニーでトラップな奴やつら









　都内某ぼう所しよ。

　そこは人間が入るには、あまりに大きな部屋だった。

　中心に据すえられた円えん卓たくがミニチュアに見えるほど床ゆかは広く、天井は高い。

　四方の壁かべには巨きよ大だいなタペストリーがかけられ、シャンデリアの明かりが織糸を照らしている。描えがかれているのは神話に名高い、羊飼いダビデちつぽけなものと巨人ゴリアテ大いなる存在の決けつ闘とうだ。

「趣しゆ味みのいいタペストリーですなあ」

　あごひげをさすりながら、円卓の一角に腰こしかける壮そう年ねんの男性が、部屋を見み渡わたして呟つぶやいた。

「いえいえ……普ふ段だんは使わない部屋ですから、みな様が来て喜んでますよ」

　部屋に会する一同、その言葉に頰ほおをほころばせた。この会のホスト──日本国内閣総理大臣の言葉だった。

　各々が自分の席を見定め、最後に、部屋の入口から真向かいに当たる席に総理大臣が座る。

　つい先日行われた各国首脳会談、その場にいた面々が、場所を変えて集っている。最初にタペストリーを誉ほめたのはアメリカ合衆国大統領だ。

「今日でしたね……」

「〈英雄〉──英えい赤せき雄ゆう介すけの、国際魔法学園への入学」

　イギリス首相と中国国家主席の言葉を受け、総理が、円卓の中央にモニターを立ち上げた。

　写真を見た一同、静かに目を伏ふせる。写っているのは一人の少年だった。視界を確保するためだけに短く雑に切られた前まえ髪がみ。光を当ててもそのまま吞み込んでしまうような濁にごった眼め。

　人類を阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくに突つき落とした、異界大戦。終わりの見えない殲せん滅めつ戦争。それに終止符を打った唯ゆい一いつ無二の英雄。

　彼はまだ、成人すらしていない少年だった。

「終わりにしなければならない。戦争が終わり、やっと我々が、大人としての責務を果たす時が来たのだ」

「まだ子供だったんだ……無力な大人のために立ち上がってくれたんだ。我々は全力で、彼が日常に戻もどることを応おう援えんしよう」

　声は次々に上げられた。一つ一つの言葉に、熱がこもっていた。

「文書として公開することはなくとも、改めて決議しようじゃないか」

　なあ、とアメリカ大統領が進行を促うながす。総理は頷うなずき、それから少し息を吸った。

「英赤雄介の私生活について、介かい入にゆうを一切禁ずる。異議のある方は、挙手を」

　異議なし、と全員が口にして、それからふっと表情を緩ゆるめた。

　この場にいる人間はみな、英雄の幸福を願うと口にした。

　青春の意味など知らず、本来は同年代の子供らと遊んでいるべきころから、彼は戦場を駆かけずり回っていた。何もかもを犠ぎ牲せいにして、人類に勝利をもたらしてくれた。

　そんな彼に幸福をもたらさんとする祈いのりの、なんと美しいことか。

　繰くり返す、この場にいる人間はみな、英雄の幸福を願うと口にした。

　彼らの内心は一つだ。




　────んなワケねーだろ。




〈英雄〉。

　世界を救った。異界の〈魔王〉を討とう伐ばつした、最新にして最強の〈英雄〉。

　なんとしても──ほしい。

（彼が動くだけで地球上のパワーバランスは崩くずれる）

（その時にはどうしようもないほど、勝利者と敗北者が浮うき彫ぼりになるだろう）

（すなわち、彼を抱かかえ込めているか、否かだ）

　打算。策さく謀ぼう。謀ぼう略りやく。それらを経て巨大国家の首脳にまで上のぼり詰めた彼らの視線は、蛇へびのようにギラついていた。

（絶対、何がなんでも獲とりに行く。ホワイトハウスで肩かたを組んで記念撮さつ影えいしてやるッ！）

（バッキンガム宮きゆう殿でんでティータイムの準備はできている。茶葉から器まで超ちよう一級品だ！）

（満漢全席のために料理人を招集済みだ。中国のオモテナシを見せてやる！）

　特に──アメリカ大統領、イギリス首相、中国国家主席、彼らはそれぞれ怨おん念ねんじみたオーラを放出するほどに、鬼き気き迫せまっていた。

　ホストである総理は嘆たん息そくする。

　容易に想像できる展開だった。間ま違ちがいなく、各国からは刺し客かくが送り込まれている。

　青春を失った英雄を、学園生活の中で自国に引きずり込む方法。瞬しゆん時じに弾はじき出せる。

（刺客……ハニートラップ、だろうねえ。何ど処こぞから、彼が異性愛者であるって情報が漏ろうえいしたみたいだし）

　困る。困るのだ。

　異界大戦という総力戦を終えたばかりの今、あらゆる国家はあらゆる方面において万全の体制ではない。復興に尽じん力りよくしている。それでも、優先順位をつけるなら──復興を終えた時に、英雄を確保している国になれるレース、乗らない手はない。

　だが、そのレース自体が困るのだ。

（ウチとしては、何事もないままっていうのが一番だ）

　英雄、英赤雄介の国こく籍せきは日本。つまり、この場にいる内閣総理大臣からどう奪うかというのが第一段階。

　総理は内心、自分の選せん択たくが間違っていなかったことを確信した。

（他ならぬ、英赤雄介の後見人との協力体制。悪いけど私はこのレースに参加しない。レースが決着のつかないままであってほしいと願っているよ）

　当然日本からも刺客を送り込んだ。だがそれはハニートラップのためではない。

　護衛。要人警護のプロフェッショナルにして、かつては総理本人の護衛すら務めたエース中のエース。

　それは、英雄と同じ年ねん齢れいの少女だった。

　なんたる運命か。総理は世界が今、自分を中心に回っているという強い実感があった。

　海外の諜ちよう報ほう員いんからは〈天雷姫ケラウノス〉という異名で恐おそれられた彼女こそが、英雄を守る盾たてとなる。

　また──彼女には、文書に残さず口頭で一つだけ、通達を付け加えた。それがどう転ぶかは、総理にとってもギャンブルだった。

　鬼おにが出るか蛇じやが出るか。総理は手を組み、ひそかに口の端はしをつり上げた。
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　夢を見ていた。

　御ご大たい層そうな夢ではない。ただ、公園で二人の少年少女が遊んでいるだけだ。

　少年は、迷めい彩さい柄がら──野戦服を着て、あちこちに包帯を巻いていた。少女は白いワンピースを着て笑い声をあげている。二人で砂の城を作っている。

　城が出来上がり、二人は汗あせをぬぐい、顔を見合わせる。

　ああそして。




　それから、少女は俺の眼前で灰となって解けていき──




　結局今日も彼女を救えないまま、俺はベッドの上で目を覚ました。

「……あー」

　上体を起こすと、最初に目に入ったのは、壁に掛かけられた学生服だった。

　あくびをかみ殺しつつベッドから下りて、寝ね間ま着きのパジャマを脱ぬぎ、学生服に着き替がえる。

　鞄かばんを摑つかんで部屋のドアを開け、ひとまず一階へ向かった。

「朝飯は……駄だ目めだな、あんま食しよく欲よくがねえ……」

　キッチンをスルーして洗面所に入ると、鏡に黒くろ髪かみ短たん髪ぱつの男が映り込んだ。タレ目気味の赤い三白眼がこちらをぶっきらぼうに見ている。

　髪かみ型がたを手早くセット。練習の甲か斐いあってすぐ完かん了りよう。よし。

　制服にしわがないか確認。ピッカピカだ。よし。

　丁てい寧ねいに歯を磨みがく。虫歯は一つもない。よし。

　鼻毛がはみ出ていないか確認。よし。

　一歩引いて全身を念入りにチェック。よし！

「……不快感は与あたえねえ、よな？」

　今日、俺は多くの人と出会う。第一印象ではとにかく不快感を与えないのが大切だ、とこの間読んだ本に書いてあった。要するに清潔感があればいいらしい。でも清潔感がない人間って何だ？　ドブまみれはダメとかか？

「雄介君、はやいねー。おはよー」

　その時、真横から眠ねむそうな挨あい拶さつが飛んできた。

　見れば我が同居人にして後見人である女性が寝間着姿で立っている。

　スーツを着ればどこからどう見てもデキる大人の女性なのだが、こうしてだらしない恰かつ好こうだとこいつほんとポンコツだな。まあ中身が実際ポンコツだから仕方ないんだけど。

「おお、おはよう、マキナ。食欲ねえから朝食はいいや」

「分かったけど、いいの？　おなか空すいちゃうわよ？」

「まあ大だい丈じよう夫ぶだろ、多分。お前こそ二に度ど寝ねする前にさっさと食べた方がいいぞ」

「二度寝するの前提!?　私のこと何だと思ってるのよ！」

　ブロンドヘアを振ふり乱みだして、保護者であり家主であるマキナ・アーデンクルスは俺を指さした。

「君本当に年上への敬意とかが足りてないから気をつけなさいよ！　向こうではちゃんと敬語使わないとダメだかんね！」

「それぐらい分かってる。尊敬すべき相手にはきちんと敬語を使うさ」

「…………あれ!?　尊敬すべきでない人になってる!?」

　マキナは愕がく然ぜんとしていた。

　いや、確かに尊敬すべき面はあるが、他の面がありすぎてなあ……

　学校指定の革かわ靴ぐつを履はいて、ふうと一息。

「じゃあ、頑がん張ばってきてね。もう荷物は部屋に運び込まれてるって連れん絡らくきたから」

　その言葉には少し、寂さびしげな色があった。

　俺が今日から通う学校は全ぜん寮りよう制せいであり、この家を離はなれることになる。一年にも満たないほどしか住んでいない家なので特に愛着はない。家には、愛着はないが。

「寂しくなったら会いに来い、マキナ。桜おう束そく魔ま法ほう学がく園えんはいつでも見学可だからな」

「……寂しくなるのは誰だれですかぁ？」

　絶対こいつ今ニヤニヤしてるから死んでも振り向かないぞ。

「お前に決まってるだろばーか」

「ふーん耳赤くしておいてそんなこと言うんだ、そっぽ向いててもバレバレなんですけどー？」

　んんんんんッ！　死にたい！

　咳せき払ばらいしてなんとか顔の熱を吐はき出し、足元のフローリングに置いていた鞄を摑んで、俺は改めて振り向く。

「定期的には帰ってくるつもりだが、しばらくは会えないだろうな」

「そうね、私は寂しいかな」

　ストレートに言われると胸にくるものがある。

　だが俺はポーカーフェイスを得意とするクールガイだ。必死に冷静な表情を取り繕つくろいながら、口を開く。

「行ってきます、マキナ」

「うん。行ってらっしゃい、雄介君」

　言葉を交わしてから、俺たちは少し笑った。

　思えば長い付き合いだが、それでも。

　何度見てもやっぱり、マキナの笑顔は綺き麗れいだった。

「いい報告を期待してろよ。まずは一週間で彼女十人ぐらい作ってくるから」

「────は？」

　綺麗な笑顔が一いつ瞬しゆんで引っ込み、久々に見る絶対零れい度どの表情にスイッチした。

「なにそれ」

「何言ってやがる、俺が学園に通うのを決めたのはそれが理由だって何度も言ってるだろ」

「うん、何度も聞いたけど、まだ言ってるの？」

「当たり前だ！」

　学生生活への憧あこがれなんて要するに同年代とのつながりしか求めてねえよ。女友達と食事したり女友達と買い物したり、あるいは、こ、恋こい人びとと手をつないで帰ったり……！

「俺の野望は絶対に邪じや魔まさせねえ。いいか俺は、俺は絶対に、彼女を作るッ!!」

　熱く迸ほとばしるパトスのまま、俺はマキナにそう宣言した。

　反応を見れば、その、なんとかいうか。

　こんなに目に光のないマキナは初めて見た……

「何度も何度もやめるよう言ってもまだ駄目、なの？」

「あ、当たり前だろ。何なん人ぴとたりともこれだけは譲ゆずれねえ」

　マキナのあまりの状態に思わず声が震ふるえた。どうしたんだこいつ。

「わ、私と一いつ緒しよに暮らしていたことはどうなるわけ！」

　伏ふせがちになっていた顔をガバリと上げて、突とつ如じよマキナが摑みかかってきた。

「七歳差だよ七歳差！　誤差じゃん！　むしろちょうどいいじゃん！　もう同どう棲せいじゃん！　もし彼女ができても絶対良くは思わないって！」

「え、いや、その時はちゃんと紹しよう介かいするから大丈夫だって」

　心配してもらえるのはありがたくはあるが、たまには気を楽にしてほしい。

　そういう意味もあって優しく言い聞かせると、マキナは完全に硬こう直ちよくした。
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　大丈夫か？　冷属性魔法でも浴びたのか？

「ていうか俺、いい加減もう行くけど、おーい？　大丈夫か？」

　寝間着姿で摑みかかってきているから、視線を顔から少し落としただけでまずい。もこもこのパジャマに押し込められた身体からだというか肌はだと肌でできた線というか、なんなんだこれ。パジャマはち切れそうじゃねえか。

　胸倉を摑む手をゆっくりと解いてから、俺は一歩距きよ離りを取る。

　途と端たん、マキナの両りよう腕うでががくりと垂れ下がる。

「なんか、よく分かんねえけどさ。元気出せよ。安心しろ、結けつ婚こん式しきの時、ぶっちゃけお前が何言っても俺は泣く自信がある」

「その前に絶対私が泣いてますけど!?」

　再度マキナが絶ぜつ叫きようした時だった。

　彼女が片耳に引っ掛けていたデバイスが僅わずかに震えた。マキナが慌あわててウィンドウを立ち上げる。魔ま力りよくで編み込まれた、半はん透とう明めいの空間投とう影えい型がただ。

「……ッ」

「あ？　仕事、か？」

　答えることなく、彼女は表示されたメッセージに目を通していく。

　この反応……マジなやつか？

　訝いぶかしんでいるうちに、マキナがメッセージを読み終えたのか、ウィンドウを片手ではたくようにして消した。

「…………英赤雄介」

　突とつ然ぜんフルネームで呼ばれ、思わず背筋が伸のびる。表情と声色もかつてのそれだ。服装さえ違ちがえば、ここは前線指揮所へと変へん貌ぼうするだろう。

「貴官へ通達しなければならないことがあります。緊きん急きゆうかつ極めて重要性の高い事じ項こうです」

「……何なんだよ」

　かつての語調で返しそうになり、一いつ旦たん言葉をのみ込んでから言い直す。

「まず前提を確認します。貴官は、自分の立場を分かっていますか」

「どこにでもいる一いつ般ぱん的な……悪かった噓うそだよ冷たい目をやめろ。魔ま王おうをブッ殺して世界を救った英えい雄ゆう、これで満足か？」

　ほぼ投げやりに答えてしまったが、仕方あるまい。

　俺の返事に頷うなずいてから、冷れい徹てつな上官だったころの姿勢と空気で、マキナはゆっくりと唇くちびるを動かした。

「貴官に恋人はできません」

「えっ」

　素で絶句した。

　いや。いやいやいや。は？

「ワリィ、マキナ、お前何を言ってんだ？」

「貴官に恋人はできません──現実を見なさい」

「噓だッ!!」

　俺は鞄を放り捨てて叫さけぶ。そんな、そんなバカなことがあってたまるか！

　何のために入学を決意したと思っている。さっきも言った通り、彼女を作るためだ！

「分からないのですか？　いえ、分かりたくないだけでしょう」

「やめろッ！　やめてくれッ！　それ以上言うなッ！」

　耳をふさいでのたうち回る。理解することを体全体で拒こばんでいた。……薄うす々うす、分かってはいたんだ。立場が立場であるがために、俺の野望は成就しないだろうということは。

　でも、それを認めるわけにはいかない。生まれてこのかた女子の手を握にぎったこともなければ、そもそも肌に触ふれたこともほとんどないミスター童どう貞ていにとって、いかに足あ搔がいても彼女ができないという縛しばりは死し刑けい宣告に等しい。

　現実から逃とう避ひしようとしていた俺の両手を耳からはがし、マキナはトドメを刺さそうと口を開く。

「学園の生徒の中には──ハニートラップが存在します」

「言うなぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　俺のウハウハ学園ラブコメは、この瞬しゆん間かん終わりを告げた。

　顔を覗のぞき込んだまま、マキナが淡たん々たんと台詞せりふを続ける。

「クラスの名めい簿ぼを取得しました。教室には、貴官以外は女子しかいません。恐おそらく各国から、自国の女子を同じクラスにするよう圧力がかかった結果でしょう」

「…………」

「ハニートラップに引っかかった場合、高確率で子供を作ろうとするでしょう。受じゆ胎たいするまで何度も、何度でも。そして無事妊にん娠しんすれば、貴官のような馬ば鹿かは終わりです」

「……なん、で」

「一人で世界のパワーバランスを崩くずせる人材ですから、貴官を使い世界の主導権を取ろうとします。つまり貴官は人間ではなく、戦力として、絶対的な兵器として扱あつかわれます。当然、人権なんてありません。貴官へは妊娠させた相手と子供を人質として命令が下されますから拒きよ否ひもできませんね」

「あ、あははは……」

　笑うことしかできない俺に対し、容よう赦しやなくマキナは現実を突つきつけた。

「だから貴官に恋人はできません。できてはいけません」

「ちょ、ちょっと言ってる意味が分かんねえや。三行でお願い」

「在学中に

　彼女作ったら

　人生終しゆう了りよう」

「あああああああああああああああああああああ!!」

　こうして──俺のクソッタレな学園生活は幕を開けたのだ。
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　魔ま導どうリニアモーターカーは音もなく進んでいた。

　二十年に及およぶ大戦争──異界大戦を通じて人類側に起きた技術的ブレイクスルー。

　それは侵しん略りやく者しやである魔物を解かい析せきすることで実現した。

　何な故ぜ人類はあれほど追い詰つめられたのか？　何故人類はそこから巻き返せたのか？

　すべての答えは、魔力にある。

　魔力。人類が発見できていなかった、大気中に存在する物質。

　魔物はそれを用いた防ぼう御ぎよ魔法によって、ことごとく人類の攻こう撃げきを防いでいたのだ。

　そして、その解析に成功した人類は、魔力をエネルギー源としたまったく新しい科学法則を導き出した。電気ではなく魔力が動力源となり、ついには魔力を直接ぶつけ、防御魔法を貫かん通つうし魔物を殺傷するに至った。

　以上の科学法則、並びに科学法則に従って行われるエネルギーの変へん換かん・使用を、俺たちは魔法と呼んでいる。

「…………魔法で彼女が作れねえかな」

　土台無理なことは分かっていても、そう吐はき出さずにはいられなかった。

　このリニアモーターカーだって魔力で動いている。大気中の魔力を燃料として、俺を学園まで運んでいる。

　止まれ！　止まってくれ！　俺をハニートラップのるつぼになんて連れて行かないで！

　俺の念が通じたのか、車体は減速していき、ついには停止した。

『ありがとうございました。桜束魔法学園駅、桜束魔法学園駅です』

　全然通じてねえ。

　逡しゆん巡じゆんの後、モーターカーから降りる。ホームにはまるで人気がなかった。

　背後で車体が動き出すのをしり目に、周囲を見み渡わたす。駅を囲むようにして、あちこちにビルが佇たたずみ、朝日に照らされていた。

　この駅自体が学園の敷しき地ち内に組み込まれている。つまり周囲のビル群は全て、学園の校舎や関連施し設せつだ。

　壁かべに走り寄って、窓越ごしに眼下を見やる。制服を着こんだ人々が、ぽつぽつと通りを歩いていた。

「すげぇ……」

　感かん嘆たんの声が漏もれた。ここはもはや都市だ。車内では意い気き消しよう沈ちんしていて窓の外を見る余よ裕ゆうがなかったが、これだけ広けりゃ、ハニトラじゃない女子が一人ぐらいいるかもしれない。

　でも少なくとも。

　このタイミングで、無人のホームで俺を待っている女子は、明らかに怪あやしいだろ。

「……で、どちら様でしょうか」

　振ふり向いた。ホーム中央に佇む少女がいた。

　きれいだと思った──黒くろ髪かみのロングヘアが風になびく。女子にしては高い背せ丈たけだったが、髪は彼女の腰こしほどまで伸びていた。

　服装は、学園の制服。女子用のスカートに、学校指定のスクールソックス。

　目と目を合わせた。頭を揺ゆさぶられるほどの美び貌ぼうと、撃うち抜ぬかれるようなとび色の瞳ひとみだった。

「警けい戒かいしなくてもいい」

「……さすがに、無理だな」

　都市を一望した。学園の生徒らが活動を始めていることも確認した。きっと部活とかがあるんだろう。

　ならこのホームが無人である道理はない。

「人ひと払ばらいをしたのは、英赤雄介。君が登校する際にパニックが発生しないようにだ」

「そりゃあどうも。お手を煩わずらわせちゃって悪いですね、何しろ有名人なもので」

　俺の軽口に微笑ほほえんで、両手を下げたまま、少女が歩み寄ってくる。

　視線を落とす。彼女のスカートのベルト部分に、左右一ひと振ふりずつの双そう剣けんがぶら下がっていた。

　得物は把は握あくした。

　距離も摑つかんでいる。

　先手、一いち撃げきで殺せる。

　そこまで考えて──かぶりを振った。

「分かった、分かった！　そっちのこと、もう警戒しないからさ、いつでも抜ばつ刀とうできるようにしないでくれよ！」

　両手を上げ叫ぶと、少女が目を丸くする。

「じゃあ改めて自己紹しよう介かいってことで。俺は英赤雄介。しがない一般通過新入生だよ」

　ヤケクソのような名乗りだった。

　だが、きちんと考えは通じていたらしい。少女はわずかな身じろぎで抜刀の姿勢を解くと、すっとお辞じ儀ぎをした。

「失礼をした。私の名前は──咲さきノの芽め木この葉は。日本政府からの通達により君の生活をサポートすることになった、同じく新入生だ」

「そりゃあ、なるほど、どうもな」

　手を差し出すと、顔を上げた彼女は一いつ瞬しゆん面くらってから、握あく手しゆに応じてくれた。想像通り、剣を握る際のたこがある。握手の間ずっと、彼女は俺の顔を見ていた。

「どうした、咲ノ芽さん？　なんかついてるか？」

「いや……やっと名乗れた、と思ってな……それと、私のことは木葉でいい」

　彼女、木葉はよく分からないことを言って踵きびすを返した。ついて来い、ということか。

　二人並んで階段を下りる。人払いをしたというのは事実らしい、駅構内にはまるで生徒の姿がない。

　隣となりの木葉の顔をちらりと見た。

　先ほどの剣気。手て練だれの剣けん士しであることは間ま違ちがいない。

　もしマキナから何も言われてなけりゃ、彼女のことを素直に護衛だと思っていただろう。

　違ちがう。違うだろ？　咲ノ芽木葉。

　俺を甘く見るんじゃねえよ。入学初日。ただの補ほ佐さ役やく。そのくせ熟達した剣けん術じゆつ少女。

　こんな属性てんこ盛りでハニトラじゃありません、は道理が通らねえだろ。

「にしても随ずい分ぶんな挨あい拶さつでびっくりしたぜ」

　駅構内を出て、俺たちは市街地と言って差し支えない地域に出た。

　商業施設が立ち並ぶ大通りをまっすぐ進めば、目的地である校舎に着くはずだ。

「あれ、一秒足らずで、刀抜ぬいて振れる姿勢だったろ。素直に怖こわかったわ」

「先ほどの……ああも容た易やすく見破られるとはな。なるべくは自然体のつもりだったが」

「噓うそつくんじゃありませんよ。木葉、わざとやってただろ？　気づいてくださいって顔に書いてあったぜ」

「ふふっ、そこまでお見通しか」

　彼女は優しく微笑んだ。

　ひとまず当たり障りのない会話をしてみたが、意外とノリが合う。なんというか、会話のテンポが取りやすい。計算かもしれねーが助かるぜ。

「……で、なんで木葉って呼ばなきゃいけねーんだ？　咲ノ芽でもいいと思うが」

　自然体を装って切り込んだ。どうだ。

「ああ。私たちは幼おさな馴な染じみなんだ」

　問いを予期していたかのような、流れるような回答。

　思わず、俺の足が止まった。

「…………え、幼馴染？　マジで？」

「うむ。君は、覚えていないだろう？」

　振り向いた彼女は、寂さびしそうに笑った。

「聞き及んでいるとも。世界中の誰だれもが知っている。君は少年兵としての過か酷こくな訓練と並行して、違い法ほうな人体改造手術を受けた。手術自体は失敗し……その上、副作用として、それ以前の記き憶おくを失った」

　すべて事実だった。魔法への適性を高めるための手術──何が手術だあれは人体実験だクソふざけるな──を受け、失敗した俺は、脳への過負荷が原因で記憶喪そう失しつになった。

　俺は戦場にたどり着く前の俺を知らない。

「えーと、てことは……小学校低学年か中学年、あたりか？」

「そうだ。その時はお互たがい、下の名前で呼んでいたよ……雄介」

　俺は──嫌いやでも、その呼び名に込められた、万感の思いを感じた。感じてしまった。

「……悪いな木葉、嫌な話させたわ」

「いや。いいんだ。これからまた、思い出を作っていこうじゃないか」

　改めて、彼女の隣に並んで歩き出す。

　自分が情けなく思えた。保身のために、大切なことを見失っていた気がした。

　幼馴染。いい響ひびきだ。いや超ちよういい響きだな。絶対勝てそう。

「……ん？」

　幼馴染らしいなこいつ。

　入学初日。補佐役。凄すご腕うでの剣士。で、幼馴染。

「…………ん？」

　怪しい属性が増えただけじゃね？

「ん？　ん、んんんッ!?」

　しかも幼馴染かどうかって──俺記憶失なくしてるから判別つかねえじゃん！

　もしそこにつけ込んでいるのだとしたら……この女、とんでもない外道だぞ!?

　上じよう機き嫌げんそうに隣を歩く木葉の横顔に、俺は全身の震ふるえを隠かくせなかった。







　都内某ぼう所しよ。

「ヌルいな──」

　円えん卓たくの中心モニターに表示されているのは、今まさに通学路を和気あいあいと歩く、英赤雄介と咲ノ芽木葉の姿だった。

　それを見て、アメリカ大統領があごひげをさすりながら嗤わらう。

「……何か言われましたか？」

「いいや、何も」

　英えい雄ゆうの学校生活を見守りたい！　という皆みなの総意で、こうして学園敷地内の監かん視しカメラから映像が流されている次第だった。その場において、アメリカ大統領はゆっくりと席を立つ。

「ただ、もしも英雄と恋こい仲なかになるような女子生徒がいるのなら──断じて、今映る君のところの生徒ではない」

　指さされた内閣総理大臣はあいまいに笑う。実に日本人的な反応だと、大統領は鼻を鳴らした。

　それから前のめりになって、指を一本立てる。

「いいか。男をオトすために必要なのは……すなわち男ウケだ」

「は？」

「私がたまたま目をかけている女子生徒がいるが、彼女はあらゆる点において高水準、死角のない完成度を誇ほこっている」

「いや今、男ウケって言いました？」

　総理の困こん惑わくをよそに、アメリカ大統領は画面に燃え上がるような視線を向ける。

「そんな彼女が英赤雄介と出会ったならば！　二人は熱い恋に落ちてしまうかもなァ！　ハッハッハッハ！」

　その時、監視カメラの映像に動きがあった。

　仕掛けてきたか、と総理が唾つばをのむ中、大統領は天を搔かき抱いだくように両手を広げる。

「さあ、行くがいいッ！　──〈男性種ハイエンド・の天敵チヤーミング〉!!」







　木葉さんの幼馴染発言にブルっちまいながら歩くこと、数分。

　大分駅から離はなれたが、まだ学園には遠い。いやマジで遠い。広すぎだろ。

「というわけで、その日は君と一いつ緒しよの布団で寝ねていたんだ」

　今俺は、隣を歩く木葉の、俺との思い出話を延々と聞かされていた。

　実際ここまで話が続くなら、本当かもしれないとは思う。ただ、決定的な決断ができないのだ。

「翌日は朝から公園に出て、二人で竹刀を振ふっていたんだぞ」

「へぇ……は？　公園で幼児二人が竹刀振り回してたのか？」

「うむ！　──むッ」

　常識を疑う思い出話を意い気き揚よう々ようと披ひ露ろうされた直後、木葉が動きを止めた。

　ちょうど、曲がり角に差しかかろうかというところ。

「雄介」

「分かってるよ」

「え？　あ、ちょッ」

　何の気なしに、俺は角に飛び出す。

　そこに、狙ねらいすましたかのように、真横から食パンをくわえた女子が突つっ込こんできた。

　足音。地面の振しん動どう。それらから接近を看破することは容易い。

　片手に鞄かばんを持ち、全力でダッシュしている。体勢は崩くずれ気味、カウンターの一撃で殺せる──違う。そうじゃない。

　パンくわえてるぐらいだし、急ぎなんだろう。

　ならば確実にぶつからないやり方を取るのが、スマートな男というもの。

「ふぉっ、ふぉいれくらさいーっ！」

　一秒を拡大して分解し、一瞬を切り刻んだ先──刹せつ那なのみ、意識を戦せん闘とう用に切り替かえる。

　突っ込んできた少女の骨格、筋肉を把は握あく。次に取る動き全てを読み取り、俺の身体をそれに連動させる。見て反応するのではなく、見た時にはもう反応が終わっている。だから人間の知覚では捉とらえきれない。

　反射的な動きも予備動作もなしの回かい避ひ行動。水が流れるようにして、俺は突っ込んできた少女をわずかに避よけて進む。

　戦場ならば、敵の攻こう撃げきが俺をすり抜ぬけ、俺の攻撃が向こうの首をはね飛ばしていただろう。それは後の先というべき境地。

　つまりこの場においては、彼女が俺をすり抜けて走り去っていくことになった。

　名も知らぬ少女の背中を見送って、俺は歩みを再開しようと木葉に向き直った。

「──ん？　え？　あれ？　はれぇ？」

　一連の流れを見ていた木葉は、口を開けっ放しにしたまま、啞あ然ぜんとしている。何度か目をごしごしとこすって、おそるおそる俺を指さした。

「い、いま、きみ、すり抜けてなかったか？」

「ああ、すり抜けたぜ。簡易な明鏡止水状態でも攻撃をすり抜けることは可能だ」

　今度こそ、木葉は絶句した。

「で、なんだっけ。二人で竹刀振ってて、あっその時ってどっちの方が強かったの？」

「いやその、待て。控ひかえめに言っても、絶技や奥義の類、だったと思うんだが……というかそもそも、ここでそれを使うか……？」

「急いでたみたいだし」

　俺の返答を聞いた彼女は、天を見上げて、それから、疲つかれた表情で「分かった……」とだけ呟つぶやいた。







「分かるワケねーだろッ!?」

　円卓をぶっ叩たたいて、アメリカ大統領が吠ほえた。

「なんで走ってきた可愛かわいい子相手に奥義発動するんだよ！　そうはならねえだろッッ!!」

「多分戦場で不意打ちを受けた時と同じ反応でしょうね」

　総理の冷静な指し摘てきに、大統領は歯は嚙がみする。さすっていたあごひげを、数本まとめてブチブチと引き抜き握にぎりこんだ。

「さすがは英雄……といったところか……英赤雄介……ッ！」







　木葉と二人で歩いていて気づくが、一応、すれ違ちがう生徒はいる。

　だが俺を見て、声をかけようとするたびに、木葉が的確に視線で迎げい撃げきしているのだ。人間、動き出そうとした瞬しゆん間かんを鋭するどくにらまれたら、思わず静止する。その隙すきに木葉は俺を急せかして進んでいく。

　慣れてるな。ただの補ほ佐さ役やくじゃない。要人警護……いや、さすがにうがちすぎか？

　そう考えに耽ふけっていると、ついに木葉の警けい戒かいを突とつ破ぱする生徒が現れた。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！」

　振り向けば、先ほど激げき突とつしそうになった少女が、パンを片手に追いかけてきた。

「何ですかさっきのっ!?　私、あなたのことをすり抜けませんでしたか!?」

「ああ、すり抜けたよ？」

　問いに答えると、女子生徒は完全にフリーズした。

　俺たちと同じ制服。ただワイシャツのボタンは上二つほど外していて、かなり着き崩くずしている。それで、その……ええと……マキナよりおっぱいおっきいな!?

　凝ぎよう視ししないよう視線を必死に滑すべらせるも、スカート丈たけがなぜかミニになっている。ふとももまでを長いソックスが覆おおっているが、僅わずかに見える肌はだ色いろが逆に心臓に悪い。どうしようもなくなって顔を注視した。背中まで届く赤あか髪がみに、少し吊つり上がった碧へき眼がん。彼女もまた、その場にいるだけで空気を自分色に染め上げてしまうような美少女だった。

「な、なんで、ですか……？」

「一いつ瞬しゆん明鏡止水状態になって──」

「違う！　これは理由を問われているんだ雄介」

　木葉の素早い指摘に、なるほどと手を打つ。

「いや、パンくわえてたでしょ？　急いでんのかなって」

「そんな……あり得ません、教材には、これをすれば激突率が百二十パーセント向上すると……」

　ぶつぶつと考えこみ始めた少女相手に、木葉が、いつでも俺を守れる位置取りを確保した。

「え？　パンくわえて走ってる子って警戒対象なの？」
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「警戒レベル最大の要観察対象といったところだな」

　思わず小声で問うと、低い声で剣けん吞のんな言葉が返ってきた。マジで？　なんで？

「と、とにかく、仕切り直しましょう！」

「……お、おう」

　何を？

「私はエリーナ・アートフィールドといいます。雄介さん、あなたと同じ新入生ですー」

　どうやら、改めて自己紹しよう介かいということらしい。

「俺は英赤雄介。こっちは幼おさな馴な染じみの──」

「……咲ノ芽木葉。すまない、急いでいるんだが」

　幼馴染と言った途と端たんに、エリーナが少しだけ、木葉へ視線を向けた。

「雄介さん兵科ですよねー。私も兵科ですし、同じクラスかは分かりませんけど、学校まで一緒に行きましょうよ～！　あ、私のことはエリーナでいいですからっ」

　だが次の瞬間には、彼女は俺の右みぎ腕うでを絡からめ取ってずんずん歩き出した。

　ちょ、ちょっ……右腕がすごく幸せになってる！　柔やわらかいモノに挟はさまれてる！　何これ何だこれ！　初対面でこれってどう考えてもハニトラだろ！

　木葉は目を見開き、愕がく然ぜんとしていた。そりゃそうだ。大だい胆たん不ふ敵てきにもほどがある。

「ご、ごめん、ちょっと離してくれると……」

「いやあ、学生寮りように先入りしていたんですけどー、入学式の時間間ま違ちがえて飛び出しちゃったんですよ！　さっき気づいたんですけどー、一時間も間違えちゃってました～！」

　てへ！　と自分を小こ突づくエリーナ。

　……俺は無言で腕を振りほどくと、彼女の顔をのぞき込んだ。

「エリーナ。学生のうちはいいが、もしお前が兵士になるなら時刻確認だけは怠おこたるな。場合によっては、お前だけでなく部隊に損害が出るぞ」

「…………あれ!?　ガチ説教されてます！」

「当たり前だろーが！」

　勝手なイメージだが、学び舎やとは正しさを正しく学ぶ場所だ。兵科というからには、その辺りはきっちりするべきだろう。

「うぅ……教科書と全然違う……」

　何やらまた一人で反省会を始めてしまったが、大だい丈じよう夫ぶかこいつ。

「もしかして、私みたいなタイプ、苦手ですか……？」

「え、いや、分かんね……初めて話すタイプだし……」

「じゃあ、好みのタイプとかって、どんな感じですか～？」

　歩きながら、さりげなく繰くり出された質問に、思わず心臓が跳はねた。

　落ち着け。落ち着け俺。クールガイはこの程度で動どう揺ようしない。

　ていうかこれ、ほぼ尋じん問もんだったり、するか？　もしそうなら、こいつはハニートラップってことになる。

　情報戦だろうと英えい雄ゆうは簡単に負けねえ。それを教えてやるよ。

「そうだなー、胸がＸサイズ以上とかかなー」

　数秒、女子二人は、視線を真下に落とした。

　それから、エリーナと木葉は数歩退いた。

「…………なんちゃって、はははっ」

　二対の視線が『は？』と言っていた。うん、迎撃成功だな！　ガハハ！

　大通りを冷たい風が吹ふき抜けて、俺は頰ほおをひきつらせた。







　都内某ぼう所しよ。

「空から振ぶりの化身といったところか──」

　円えん卓たくの中心モニターに表示されているのは、微び妙みように気まずい感じで通りを歩く雄介ら三名。

　その中でも特にエリーナを見て、イギリス首相が茶をすすりながら嗤わらう。

「……何か言ったか？　言ったよな？」

「いやいや、何も」

　ティーカップをソーサーに置いて、イギリス首相はゆっくりと席を立つ。

「ただ、もしも英雄と恋こい仲なかになるような女子生徒がいるのなら──断じて、今映る君のところの生徒ではない」

　指さされたアメリカ大統領は額に青筋を浮うかべる。実に無様だと、首相は唇くちびるを歪ゆがめた。

　それから前のめりになって、指を一本立てる。

「いいだろうか。男をオトすために必要なのは……すなわちサディズムだ」

「は？」

「私がたまたま目をかけている女子生徒がいるが、彼女は高貴さ、高潔さ、しなやかな鞭むちさばきを誇ほこっている」

「いや今、サディズムって言ったか？　あと何、鞭さばき？」

　大統領の困こん惑わくをよそに、イギリス首相は画面に自信に満ちた視線を向ける。

「そんな彼女が英赤雄介君と出会ったならば！　二人は熱い恋に落ちてしまうかもしれん！　ハッハッハッハ！」

　その時、監かん視しカメラの映像に動きがあった。

　来やがったか、と大統領が唾つばをのむ中、首相は天を搔かき抱いだくように両手を広げる。

「さあ、行くがいいッ！　──〈妖艶なるピグレツト・支配者クイーン〉!!」







　それは校門というにはあまりにも大きすぎた。

「でけぇ……」

　三人での楽しいウォーキングの果て、俺たちは桜束魔法学園兵科校舎に着いたのだが……校門がでかすぎる。五階建てのビルぐらいはあるだろう。この学園、人間のスケールを見誤っているとしか思えない。

「大きいな……」

「ああ……魔ま物ものでもこういうやついたわ……」

「いたんですか？」

　エリーナの問いに頷うなずくと、彼女は興味を示し、俺にすっと寄ってきた。近い近い！　さっきから距きよ離り感かんがバグってる！

　こいつ、絶対ハニトラだろ！

「てことはそれ、多分雄介さんが倒たおしたんですよね？　どうやって倒したんですか～？」

「え、えーと、確か両断したら死んだ」

「……………………」

「ひどすぎて、まったく参考にならないな……」

　言葉を失うエリーナと、額を押さえて呆あきれる木葉。

「殺したら死んだと同じような意味じゃないですか！」

「大体、君は斬ざん撃げきを飛ばしていただろう。あれを剣けん術じゆつと認めるのには断固抵てい抗こうするぞ」

「そりゃ俺だって剣術だとは思ってねーよ……ん？」

　三人でやいのやいのと騒さわいでいると、不意に車の駆く動どう音おんが聞こえてきた。

　見れば、黒くろ塗ぬりの高級車がこちらめがけて疾しつ走そうしている。

　おそらくＶＩＰの登校なのだろう。高級車は校門の真正面に停とまった。窓にはスモーク加工が施ほどこされており、中は見えない。自然と、俺たち三人は横にどく。

　後部座席から降りてきた黒服が、車体から校門にかけて赤いカーペットを敷しいた。

　それから──黒服はそのまま、カーペットの上に四つん這ばいになった。

「なんか違くない？」

　思わず声に出してしまったが、両りよう隣どなりの二名も同意らしく頷いている。

　そして、高級車のつややかなドアが開く。

　颯さつ爽そうと降りたのは、まごうことなき、幼女だった。

　頭頂部は俺の腰こしほどまでしかないだろう。恐おそらく特注サイズの制服。新入生用のリボン。スカートの下からは、黒のストッキングに包まれた細い両足が伸のびている。

　もみあげ部分を縦に巻いた金きん髪ぱつが、朝日にきらめいていた。

　気品のあふれた佇まい。あどけない顔つきの中に潜ひそむ芯しんの強さ。それらを見せびらかす彼女に、俺は目を奪うばわれた。この子──自分の見せ方を分かって、やってやがる。

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが周囲を見み渡わたし、それから眼前に跪ひざまずく、もとい四つん這いになっている男を捉とらえた。

「このキャストルテ・アンブローズの初登校にしては、粗そ末まつな送そう迎げい車しやですわね」

　俺たちが少女に目を奪われている隙すきにだろう、四つん這いの男は口にギャグボールをはめ込んでいた。高級レストランの特等席に座るような振ふる舞まいで、少女が男の背に乗っかる。それから、どこからともなく取り出した鞭で、男の尻しりをビシバシ叩たたき始めた。

　ふご！　ふご！　と叩かれるたびに何か叫さけびながら、男はよちよち歩きで進み始める。

　俺たち三人の時は完全に凍こおり付いていた。

「何もかも違ちがくない？」

　震ふるえ声を絞しぼり出したが、両サイドからの反応はない。当然だわ。完全にドン引き案件だ。

　楽しそうに男のケツを叩きまくる少女を呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、不意に顔がこちらを向き、視線が重なった。

「──あらあら。あんなところに上等なリムジンがあるではありませんか」

　背筋を悪寒が走った。

　少女が蹴けっ飛ばすようにして、黒服を乗り捨てる。転がった拍ひよう子しにギャグボールが外れた男は、感極まったように「ありがとうございます！」と叫んでいた。何が？

「英雄の乗り心地は如何いかがなものでしょうか……ねえ、英赤雄介さん」

　近づくほどに、その大きな瞳に、俺の顔が映り込む。

　……小こ柄がらな身体で動き回られたら厄やつ介かいだ。虚きよを突ついて一歩踏ふみ込めば首に手が届く、へし折ればいい。そこまで考えて、その思考を捨てるように、息を吐はいた。

　その時にはもう、動かずとも手を伸ばせば届くほどの距きよ離りになっていた。彼女はこちらを見上げる。見上げているのに、何故か見下ろされているような感覚がした。

「貴方あなた、わたくしのブタになることを、許してあげてもよくてよ？」

「嫌いやです」

　当然即そく答とうした。







「何故拒きよ否ひすることができるッ!?」

　円卓をぶっ叩いて、イギリス首相が吠ほえた。

「キャス様からのお誘さそいだぞ!?　ありがとうございますとむせび泣くところだろうに！」

「ちょっと貿易の話していい？　イギリス禁輸国指定していい？」

　大統領からの白けた視線を意に介かいさず、首相は震える手でティーカップの持ち手を摑つかみ、べきりと砕くだいた。

「さすがは英雄……といったところか……英赤雄介……ッ！」







　謎なぞの勧かん誘ゆうを切って捨てて、俺は他二人にアイコンタクトを取った。

　木葉もエリーナも無言で頷く。触さわるなキケンだ。三人でロリを放置して歩き出す。ついでに記き憶おくから、今の頭に悪い光景を排はい除じよしようと努力した。

「そういやクラスって、校門内に入ったら自動で送信されるんだっけ？　見てみようぜ」

「いいですね！　おんなじクラスだったら嬉うれしいですけどー」

　そ、そうか？　そう直球で言われると照れてしまう。

　各々、耳に引っ掛かけていたデバイスを起動させる。眼前で大気中の魔ま力りよくが編み込まれ、半はん透とう明めいの空間投とう影えいウィンドウを立ち上げた。

　新着メッセージが一件。選せん択たくすれば、でかでかと表示されるＡ組の文字。ちらりと二人のウィンドウを見ると、同様にＡの文字が見えた。

「……ワーオ。運命ってやつか？」

『あっはっは』

　異口同音にわざとらしい笑い声をあげて、二人はそそくさとウィンドウを消す。

　……これやっぱあれかな。各国からの圧力とかあったのかな。すげえ不安なんだけど。

　俺が思い悩なやんでいると、背後から甲かん高だかい声が聞こえた。

「わたくしもＡ組でしてよ！」

　噓うそだろ──振り向けば、しっかり自分の足で歩いてくる、先ほどのロリがいた。

「初めまして、英赤雄介さん。わたくしはキャストルテ・アンブローズ。誇り高きアンブローズ家の次期当主でしてよ」

　髪かみをなびかせ、彼女は凜りんとした視線を俺に向ける。

　聞き覚えがある、アンブローズという名──記憶を探れば、すぐに思い当たった。

「……ああ、なるほど、道理で」

　アンブローズ家。高貴な血筋であり、なおかつ様々な分野において無む尽じん蔵ぞうともいえる投資をしては成功している、野心家の一族だ。

　その次期当主。ならばこれだけ立ち振ふる舞いが洗練されているのも頷ける。それにアンブローズ家には、世話になったことがある。俺は思わぬつながりに破顔した。

「これは失礼しました、アンブローズ嬢じよう。わたくしは英赤雄介と申します」

　突とつ然ぜん跪ひざまずいた俺に、木葉がギョッとする。

「ゆ、雄介、まさか君もああいう趣しゆ味みが？」

「違うわ！　アンブローズ家には、戦役時代に世話になったんだよ……アンブローズ嬢、貴女あなたのお父上からは恩を受けました。あだで返すつもりはありません。何か困ったことがあれば、ぜひ言ってください」

　俺の言葉に、アンブローズ嬢は虚を突かれたような顔をした。それからふふんと自じ慢まんげな表情になって、懐ふところから銀色のゴツい首輪を取り出した。

「きちんと分かっているではありませんか！　では」

「ブタだけは勘かん弁べんしてください……」

　跪いたまま、俺は首を垂れた。っかしーな、アンブローズのおっさんよ、あんたが自慢してた娘むすめさん、とんでもない性格じゃねえか。聞いてねえぞ。

「あーあと、飛び級とかじゃないですよね？　確か同い年と聞いてますが」

「無論、貴方とは同じ年ねん齢れいですわ。なので敬語はよくってよ」

「そりゃあ、どうも」

　立ち上がり、四人で再び歩き出す。

　木葉がまた面めん倒どうごとが増えたと言わんばかりに頭を抱かかえていたが、スルーしておいた。

「そちらのお二人は？」

「私は咲ノ芽木葉だ」

「私はエリーナ・アートフィールドといいます。雄介さんのファンです」

　いつの間にファンになったんだお前!?

　戦せん慄りつしていると、校舎入口が見えた。どうやら上うわ履ばきとかは特にないらしい。外履きのローファーのまま、校舎に入る。既すでに登校していた生徒らが、俺の顔を見て驚きよう愕がくする。

「それにしても登校初日から、わたくしの寵ちよう愛あいを拒否する男がいるなんて」

「寵愛？　それ寵愛だったの？」

　愛の鞭むちってか？　勘弁してくれよ。

「わたくしが嫌でしたら、一体全体どのようなレディなら寵愛を拒こばみませんの？」

　いつの間にか隣となりにいたアンブローズ嬢の問いに、俺は内心でげぇっと呻うめいた。

　今日二度目だよ、もう答えたよ。辟へき易えきしつつも、デマをとっさにでっちあげる。

「そうだなー、十三歳未満の子とかかなー」

　アンブローズ嬢の表情が凍った。見れば、後ろにいた木葉とエリーナも同様だ。

　また今回も迎げい撃げき成功してしまった……いい加減敗北が知りたい。

　ていうか、アンブローズ嬢、お前がそのリアクションはおかしいだろ！







　都内某ぼう所しよ。

「場ば違ちがい極まりないな──」

　円えん卓たくの中心モニターに表示されているのは、微び妙みように気まずい感じの雄介ら四名。

　その中でも特にキャストルテを見て、中国国家主席が手を組みながら嗤わらう。

「……何か言ったかね？」

「何も」

　鋭するどい眼光で場を見渡しながら、中国国家主席はゆっくりと席を立つ。

「ただ、もしも英えい雄ゆうと恋こい仲なかになるような女子生徒がいるのなら──断じて、今映る君のところの生徒ではない」

　指さされたイギリス首相は全身を震わせながら紅茶をすする。一生飲んでろと、国家主席は一笑に付した。

　それから前のめりになって、指を一本立てる。

「いいだろうか。男をオトすために必要なのは……すなわちストーキングだ」

「は？」

「私がたまたま目をかけている女子生徒がいるが、彼女は英赤雄介のあらゆるデータ、嗜し好こう、ライフスタイルを把は握あくし、もうそ……シミュレーションでは彼との婚こん姻いんに二千三百七十九回こぎつけている」

「は？」

　首相の困こん惑わくをよそに、中国国家主席は画面にギラついた視線を向ける。

「そんな彼女が英赤雄介と出会ったならば！　二人は熱い恋に落ちてしまうかもしれん！　ハッハッハッハ！」

　その時、監かん視しカメラの映像に動きがあった。

　お出ましか、と首相が唾つばをのむ中、国家主席は天を搔かき抱いだくように両手を広げる。

「さあ、行くがいいッ！　──〈闇に潜む者ストーカー〉!!」







　一年Ａ組の教室は、階段を上がって廊ろう下かを突きあたりまで歩いた場所にあった。

　必然、他の新入生らが窓越ごしに俺を見ては手を振ったり写真を撮とったりしている。ここまで来ると木葉も必要最低限にしか人ひと払ばらいをしてくれないので、耐たえろ、あるいは慣れろ、ということなんだろう。

　自分の教室前で、俺は完全に立ち尽つくしていた。ポケットに手を入れたり出したり、自分でも分かるぐらい挙動不ふ審しんだ。

「……どうする？　やっぱ教室入る前に音響閃光弾フラツシユバンとか用意するか？」

「中にいるのは敵の大群ではないんだが」

　困惑する木葉に対して、エリーナは颯さつ爽そうとドアまで近づく。

「やだなあ咲ノ芽さん。今のは雄介さんなりの、緊きん張ちようの現れですよー」

　教室のドアは自動ドアだった。スライド音と共に、ドアが開く。中では女子生徒らが一か所に集まって、じっとしていた。

「ほら。そもそも窓から見えてましたしー」

「そうですわね。ここは突きあたりの教室。ここまで来たという時点で、雄介さんがこのクラスなのは明白でしょう」

　言われてみりゃそうだわ。

　エリーナとアンブローズ嬢が悠ゆう々ゆうと教室に入ったので、俺も続く。木葉は俺の背後をしっかりキープしていた。

　一か所に固まっている女子生徒は、全員フリーズしている。視線は残らず俺に向いているが、どう反応すればいいのだろうか。

「…………ど、どもっす」

　片手を挙げて、信じられないほど震ふるえた声を出した。挨あい拶さつは大事だ。

　数秒の沈ちん黙もく。

『ぎゃ……ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

　教室が爆ばく発はつした。そう思ってしまうような絶ぜつ叫きようだった。

「はあああああ!?　本物？　モノホン？　英赤、雄介？」

「マジで言ってるのこれ、一年間同じ教室？　噓でしょ!?」

「先月は英雄→←総理のアンソロを企き画かくしてしまい誠に申し訳ありませんでした……」

　全員ぴーちくぱーちくとまくし立ててくるが、何も聴きき取れねえ。

「え、えーと、まあ一いつ緒しよに過ごしていくので、普ふ通つうのクラスメイトとしてお願いします」

「絶対無理だと思いますわよ、これ」

　アンブローズ嬢の指し摘てきは嫌いやになるほど正論だった。

　肩かたを落として、それからふと教室を見み渡わたす。

「悪い、座席表とかってないのかな？」

「それなら前に表示されてるよ」

　見れば黒板を模した巨きよ大だいウィンドウが、教室前方、教きよう壇だんの奥に投影されている。

　英赤という文字が、廊下側一番後ろの席に表示されていた。

「ありがと。とりあえず荷物置いてくるわ」

　教えてくれた女子に礼を言って、自席へ向かう。

　礼を言った瞬しゆん間かんにその女子がキャーと叫さけんだが、聞かなかったことにした。

　さすがに一年間共に過ごす級友ら相手にぞんざいな態度を取るつもりはない。マキナの情報通りなら男子は俺だけ。つまり、英雄であり男子であるというのは、二重の意味で異物であることを意味する。その状態で孤こ立りつを貫つらぬいたら普通に陰かげ口ぐちとか叩たたかれちゃいそうで怖こわいよ。

　机の間を通り抜ぬけ、自席へたどり着く。

　だが……なんか、先客がいた。

　女子生徒が一人、机に突つっ伏ぷし自分の両りよう腕うでを枕まくらにしている。

「ん？　あれ？」

　何度も教室前方の座席表を確認するが、間ま違ちがいなくここが俺の席だ。

「わあ雄介さん、隣の席みたいですね～！」

　エリーナが弾はずんだ声と共に背中を叩いてきた。それどころじゃない。

「おい、ここで間違いないんだよな」

「そうですよー……って、あれ？　席、間違えてますよー」

　立ち尽くしていた俺の横をすっと抜けて、エリーナが爆ばく睡すい中の女子の腕をつついた。微び動どうだにしない。

「おーい、起きてくれー」

　仕方ないので俺も手を伸のばし、女子生徒の肩を揺ゆさぶった。

　変化は劇的だった。

　女子生徒の全身がブレ──一いつ瞬しゆんにしてその場から消失する。

「なッ────」

　エリーナが驚愕の声を漏もらす。前まえ触ぶれも予備動作もなかった。それは縮しゆく地ちと呼ばれる、魔ま力りよくに頼たよらない純然たる体からだ捌さばきの技術。

「な、何ですか今のっ!?　一瞬で消えちゃいましたよ──」

　紅あかい長ちよう髪はつを揺らし、エリーナは隣の俺を見た。そして目を丸くした。

　既にそこに俺はいない。エリーナはただ一人取り残され、ぽつんと立っていた。

「…………あれぇ!?　そして誰だれもいなくなってます!?」

　わたわたと周囲を見渡すエリーナだが、俺たちは彼女の真後ろにいた。

　俺の席で寝ねていた女子は、瞬時に俺の背後へと回り込もうとした──ので、俺も同様に高速移動して、回り込んだ女子のさらに背後に回り込んだのだ。

「……結構速いな、君」

「……さすが、英雄」

　顔を見合わせた。俺は一歩引いて、彼女を観察した。

　学校指定のスカートから、生足がすらりと伸びる。視線を上げると、暗めの茶髪が肩にかからない程度に切りそろえられていた。整った顔立ちだが、目の下にでっぷりとクマがあるのが目を引いた。グレーの瞳ひとみは眠ねむそうに細められている。なんというか、すげえ不健康そうだ。

「申し遅おくれた。自分は恋レン海ハイ美メイ。よろしく」

　ぺこりと一礼してから、彼女は俺を見た。

「今のはデモンストレーション。上々のはず」

「何のデモンストレーションですか……」

　俺たちを確認したエリーナが呆あきれかえる中、俺は顔を寄せてそっと尋たずねる。

「えっと、英赤雄介です。あの、今の瞬間移動みたいなやつって」

「察しの通り、縮地と呼ばれる移動術」

「……いや、恐おそれ入ったよ。俺は身体能力にモノ言わせてただ速く動いただけだ。でも君は違ちがう。技術であの動きを実現していた。陳ちん腐ぷな表現だけど、俺は君に敬意を表したい」

　事実だった。スピードで勝ちはしたが、不意を打たれたと想定すれば、決して油断できない。学生でありながらここまで動けるのは、普通にすごい。

「ええええ噓うそ!?　なんか一番好感度稼かせいでます！　これが最適解だったんですか!?」

　隣となりでエリーナが仰ぎよう天てんしている。レンは俺の反応に満足げな笑みを浮うかべ、それからエリーナにそっと視線を滑すべらせた。足から頭のてっぺんまでを見て、唇くちびるを釣つり上げる。

「正統派、王道、無む駄だな脂し肪ぼう。つまり没ぼつ個こ性せい、単純、無駄な脂肪……相手にならない」

「…………ッ！」

　途と端たん、二人の間でバチバチと火花が散った。

　俺はそれをシカトして、鞄かばんを机の横にひっかける。絵に描かいたような同士討ちだ、一生やってろ。

「とにもかくにも、雄介、おはよう」

　背後に龍りゆうと虎とらのオーラでも出てそうなにらみ合いからイチ抜ぬけして、レンは俺へ無表情のまま挨拶をした。

「ああ、おはようだな。今いま更さらだけど」

　挨拶は大事なことだとマキナに言い含ふくめられているので、きちんと返す。

　それにしても……縮地って特とく殊しゆな歩法とか身体操作とかの組み合わせであって、魔力を使わないはずなんだよな。ただ速く動くだけならできるけど、そういうの憧あこがれるよな……できないかな。

　そんなことを考えていると、不意に正面のレンがびくんと跳はねた。

「お、おは、よう……？」

「……どうした。朝なんだから、おはようだろ」

　挨拶の言葉が間違っていたら恥はずかしすぎる。マキナがパチこいてたってことじゃん。もしかしてこんばんはが朝の挨拶だったりするのか？

　俺の疑念が膨ふくれ上がる中、レンがびく、びくと小刻みに震えだす。

　え、ちょ、なに、大だい丈じよう夫ぶか。

「…………おはよう、雄介」

　痙けい攣れんが収まったかと思えば、先ほどまでまったくの無表情だったレンが、突とつ如じよ満面の笑みを咲さかせて再び挨拶してきた。

　どうした？　何をキメたんだ？

「今朝は少し冷え込むから、上着を着た方がいいかもしれない。職場のエアコンが効きすぎていると、昨晩話していたし……」

　本当に何をキメたんだ!?

「もう出ないと……あ、雄介、そんな……だめ、仕事に遅ち刻こくしちゃう。そんなっ……フォーリンラブな遅刻をしてしまう……っ！」

　レンはよだれを垂らしながら、直立したままビクンビクン！　と全身を震わせた。頰ほおに朱しゆが差し首筋に汗あせが浮かんでいる。

　隣のエリーナがあまりの光景に絶句していた。今日はよく、見てはいけないものが見えてしまう日だ。

　しっかしマジでどうなってんだろう。何が起きたらこうなるんだ？

「いや、もしかしてこれ、縮地の反動というか、副作用だったりするか？」

「んなわけねーですよ」

　俺の推理をエリーナが即そく座ざに全否定する。

　だがもしそうなら、さっさと保健室に運んだ方がいい。

　判断は素早く、そして行動は間かん髪はつ容いれずに。戦場での鉄則に従い、俺は痙攣し続けるレンを抱だき上げた。

「っと、あれ？　なんか重い……服の下に暗器を仕込んでるのか」

「あの、お姫ひめ様さま抱だっこの時ぐらい相手の武装を確認しなくていいです」

　思えば、暗器の発はつ祥しようは中国だったはずだ。袖そでの下とかスカートの裏側に小型の武器を仕込むのは戦場においては不必要だが、学園生活においては合理的だろう。

　保健室の場所を聞こうと女子たちに振ふり向けば、全員キャーキャー叫んでいた。

「……この抱かかえ方って何か、ハレンチな行いだったりするのか？」

「だからといってファイヤーマンズキャリーに切り替かえるのはやめろッ！」

　きちんとけが人向けの運び方にしようとしたら、木葉から一いつ喝かつされた。







「何な故ぜその場で襲おそわないッ!?」

　円えん卓たくをぶっ叩いて、中国国家主席が吠ほえた。

「あの発情顔に興奮しない人間がいるのか！　即座にリミッター解除だろう!?」

「襲ってたら退学だろうに」

　首相からの白けた視線を意に介かいさず、国家主席は奥歯が砕くだけるほどに歯を食いしばった。

「さすがは英えい雄ゆう……といったところか……英赤雄介……ッ！」




　　　　◇




　レンの席は俺の一つ前だった。

　保健室には運ばなくてもいいだろう、とみんなが言うので、ひとまず席に座らせる。しばらく待てば、彼女はきちんと現実世界に帰ってきた。

「迷めい惑わくをかけた。申し訳ない」

　ぺこりと頭を下げてから、レンは改めて自己紹しよう介かいをする。

「自分は恋海美。中国出身、一年間よろしくお願いする」

　俺の席の周囲に集まっていた面々は顔を見合わせて、それから各々名乗った。

「日本出身、咲ノ芽木葉だ。よろしく頼たのむ」

「エリーナ・アートフィールドです！　アメリカから来ました、私のことはエリーナで大丈夫です～！」

「わたくし、イギリスより参りました、キャストルテ・アンブローズと申します」

「日本出身、英赤雄介だ。よろしく頼むぜ」

　それから、俺たちより遅れて登校したクラスメイトらを見やる。既すでに席の数ぐらいはいそうだが。

「ところでなんだが、このクラスって俺以外男子いねえの？」

『…………』

　四人の女子はあいまいに笑ったり露ろ骨こつに顔を背けたりして、俺の問いを聞かなかったことにした。何とか言えよダボ。

　やっぱりこれマキナの言い分は正しいことになるよな──ハァァ!?　異性と仲良くなっちゃいけないのに、クラスに異性しかいねえの!?　ハメ技じゃねーかッ！

　憤ふん激げき冷めやらぬ内心のまま、机に肘ひじを置いて頰ほお杖づえをつく。

　すると自席に座っているレンが、くるりとこちらに振り向いた。

「ところで雄介、其方そちらにとって好ましいパートナーの条件があれば教えてほしい」

　げぇぇぇっと呻うめきそうになった。今日三度目だよ、もう答えに答えたよ。

　辟へき易えきを通り越こして無感情に、俺はまたもや噓うそ八はつ百ぴやくをでっちあげる。

「そうだなー、白い翼つばさが生えてる人かなー」

「なるほど」

　レンは頷うなずいて、鞄から取り出した分厚い手帳に素早くメモった。使い古されている、ハンディサイズの辞書みたいな手帳だった。

「情報を更こう新しん。好みの異性は胸がＸサイズ以上、十三歳未満、白い翼が生えている、と」

「どんなモンスター性せい癖へき男だよそいつ」

「君だが？」

　木葉が半眼で俺を見た。

「あれ？　今のって通学路の会話も込み、でしたよね～？」

「そうですわね。レンさん、貴女あなたいつの間に聞きましたの？」

　エリーナとアンブローズ嬢じようが顔を見合わせて、それからレンに問う。

　確かにそれもそうだ。レンはぱたんと手帳を閉じて、堂々と言い放つ。

「最初から。雄介とはずっと一いつ緒しよにいた。自分は雄介と同じ列車で登校している」

「…………!?　!?　……!?」

　完全に言葉を失ってしまった。登校初日から何してんの？　普ふ通つうに話しかけろや！

　戦せん慄りつする俺たちに構うことなく、レンはそこはかとなく胸を張って告げる。

「自分は母国では〈闇に潜む者ストーカー〉と呼ばれ、恐れられていた。この程度は朝飯前」

「悪口じゃねーかっ!?」

　恐れるっていうか腫はれ物もの扱あつかいなんじゃねえかなそれ。

　だが触しよく発はつされたかのように、エリーナとアンブローズ嬢はキッと視線を鋭するどくした。

「それを言うなら、私も本国では〈男性種ハイエンド・の天敵チヤーミング〉という異名を持っています！」

「ええ、ええ。わたくしとて〈妖艶なるピグレツト・支配者クイーン〉という二つ名がありましてよ！」

「…………ッ！」

　謎なぞの張り合いを繰くり広げる三人。再び、火花がバチバチと散り始めた。

　ええと、二つ名っていうのは、つまり訓練兵時代の異名か？　それなら三人とも、それだけ周囲と隔かく絶ぜつした実力を誇ほこる、ツワモノってことになる。

　異名かあ。……ほしいなあ。俺多分、〈英雄〉がそれに該がい当とうしちゃうんだよね。

　……〈絶死齎すエンテレケイア滅魂者・ブレイカー〉とかどうかな。

　自分用の二つ名を考えていると、三人が同時に、木葉へと顔を向けた。突とつ然ぜん視線を向けられ、木葉が黒くろ髪かみを揺ゆらして狼ろう狽ばいする。

「……え、まさか私にもあるだろうとか、そういうのか？」

　三者三様に頷いた。

　木葉は顎あごに指を当ててしばし考えこむ。

「ええとだな、その、〈天雷姫ケラウノス〉と呼ばれたことぐらいしかないぞ」

　自分から聞き出したというのに、エリーナたちは返ってきた答えを聞き鼻を鳴らした。

「なんですかそれ。そんなんじゃ私たちに勝てませんよ？」

「まったく強みが見えませんわね。雷かみなりなんて出してどうするのですか」

「取るに足らない弱者……」

　リアクションが失礼すぎるだろ。てか、雷出せるのは超ちようつえーだろ。何が不満なんだよ。

　勝手に馬ば鹿かにされて木葉が困こん惑わくしていると、教室前方のドアが開いた。

　スーツを着た、灰色のショートヘアの女性が教室に入ってくる。先生のようだ。木葉とアンブローズ嬢はそれを見て、また後でと俺に言って自分の席に戻もどった。

　席に座ったまま居住まいをただす。やっと学校生活っぽくなってきた。

「おはよう、諸君」

　先生が教きよう壇だんに立つと、座席表が消え新たなウィンドウが立ち上がった。浮うかんだ文字は『一年Ａ組担任　ヴェティ・クルーニー』、先生の名前だ。

　──元軍属だなこの人。歩き方が軍隊式だ。歩ほ幅はばがミリ単位で無む駄だなく調整されてるし、重心が全然ブレない。除隊した後、実戦経験を買われて先生になったってとこか。

「私の名前は表示されている通りだ。君たちを一年間預かることになった。兵士として訓練を受けたことがあろうとなかろうと、進級時には前線に配属されても恥ずかしくないレベルまで仕上げるつもりだ」

　マジでか。一年間で前線レベルってハードルが高すぎませんかね……

「だからこそ、厳しく接するつもりだ。例外はない……だが」

　視線が、俺に向けられた。うん一番例外っぽいよな俺。さすがにこの人より強いし。

「教師としての務めを始める前に、少しだけ、時間が欲しい」

「おん？」

　クルーニー先生は教壇を下りると、まっすぐ俺の席まで歩いてきた。生徒らの合間を縫ぬうようにして進み、俺の目前で立ち止まる。

「私は、だな、その」

「あーっと、どっかの部隊だった感じ、ですよね」

「ああ」

　肯こう定ていしてから、彼女は一いつ拍ぱく息を吸って、四十五度にお辞じ儀ぎをした。何だこれ。

「君の国のやり方で、最大限の感謝を伝えたい」

　声が少しだけ震ふるえていた。

「私たちを、世界を救ってくれて、本当にありがとう……！」

　込められた感情全てを読み取ることはできなかった。だが万感の思いが存在することだけは、それだけは俺にも分かった。

　参ったな。教師と生徒っていう枠わく組ぐみを一発目から無視してくるとは思わねえよ。いやこれなんて返すのが正解だ？　ちゃんと英雄として応対したほうがいいのか、いやさすがにそれは嫌いやなんだよな。

「顔を上げてくださいよ、先生」

　ほとんど意地で敬語を使い通す。英雄としての過去を切り捨てようとするわけではない。が、学生であることの方が気持ちとしては優先したいのだ。

「それが聞けただけで、十分ですから」

「……ありがとう、〈英雄〉」

　先生はそれだけ言って、ジャケットを翻ひるがえして教壇へと戻っていった。恐おそらく特別扱あつかいはこれで終わり、ということだろう。

　クラスメイトらも少しの間俺を見てから、視線を前に向けた。しんみりしちまったな。

「さて、時間を取らせてすまなかったな。それでは入学式へ向かう前に、簡単なレクリエーションを始める。一人一人、その場で自己紹介をしてもらおう。席順にだ」

　俺の列の一番前の少女が指名され、立ち上がって自己紹介を始めた。

　当たり障りなく自己紹介が続くから、あっという間に俺の番が迫せまる。ついに前の席のレンが立ち上がった。

　いや待って──自己紹介ってどうやんの？

「恋海美。中国から来た」

　何を言えばいいんだ。前線だと名前と部隊名だけ言えばよかったが、Ａ組で自己紹介してるのに名前とクラスだけ言っても、実質何も言ってねえ。

「スリーサイズは上から73・54・78」

　教室がざわめいている。うるさい。集中させろ。考えろ。俺は何を言えばいい？

『噓うそ、女子のスリーサイズに無反応……!?』

『眉まゆ一つ動かさないなんて、完全に無我の境地じゃない！』

　顔を上げた。だめだ何も分からん。

　周囲が騒そう然ぜんとしている。レンが口をぽかんと開けて、俺を見ていた。

「ゆ、雄介？　その、何か思うところ、とか」

「……もう言うことはないのか？」

『な…………ッ!?』

　俺の番かと問うただけで、クラスメイトが一いつ斉せいに、戦慄したような声を上げた。

「……な、い」

　レンが席に座り、がっくりとうなだれた。何？　一発ギャグでも披ひ露ろうしてスベったのか？

　俺はゆっくりと、なるべくゆっくりと椅い子すを引いて、震える両足に力を込めて立ち上がる。隣となりのエリーナがごくりと喉のどを鳴らした。

　背筋を伸のばし、教室を見み渡わたす。木葉やアンブローズ嬢も俺を刮かつ目もくしている。

「英赤雄介──すみません、何言えばいいのか分かんないんで、質問に一つ答えるとかでいいすか先生……」

　俺は逃にげた。本当に何言えばいいのか分かんなかった。

　クルーニー先生はやれやれと嘆たん息そくした。ご迷めい惑わくをおかけいたします。

「構わんだろう。なら……そうだな。親しん睦ぼくを深めるという意味で、最近の印象に残っている思い出でも聞いておこうか」

「印象に残っている……ああ！　〈魔ま王おう〉ブッ殺したことですかね！」

　教室の空気が一いつ瞬しゆんで死んだ。

「…………違ちがう。違うぞ英赤。そういうのが聞きたかったんじゃない。というか目を輝かがやかせて語る思い出にしては重すぎる。もう少し日常的なことにしてくれ」

　先生が眉み間けんをもみながら補足する。もっと、日常的なことか。

「あーじゃあ、ユーラシア大陸中央戦線にいたころに……」

「違う！　日常的というのは頻ひん度どの意味じゃない！　せめて戦役後で頼たのむ！」

「戦役後ですか……卵を割れるようになりました」

「ちがッ──違わない！　だが温度差がすごい！」

　つばを飛ばしながら、先生は肩かたで息をしていた。やたら疲つかれた様子だ。

　何かまずいことでも言っただろうかと、周囲を確認すると、クラスメイトらは──一様にドン引きしていた。

　あれぇ!?　なんで!?

　クルーニー先生はもういいと俺に着席を促うながす。慌あわてて俺の次の女子が立ち上がる。

　何だ、今どこで失敗したんだ。明らかに自己紹しよう介かいの後の空気感じゃなかった。何をやらかしたんだ、俺は。クソ……全然分からねえ。

　クラスメイトらの自己紹介がまるで頭に入らない。マキナ、すまねえ。初戦から負けた。しかも気づかないうちに負けてた。こんな屈くつ辱じよくは久々だ。

　拳こぶしを握にぎっていると、窓際の最前席の生徒が立ち上がった。木葉だ。

　幼おさな馴な染じみの自己紹介ぐらい聞いておくか、と脳内反省会を切り上げた、のだが。

　見た瞬しゆん間かんに違い和わ感かん。間違い探しとかじゃなくてアハ体験に近い。

　木葉は学生服ではなく、一分の隙すきもないダークスーツとタイトスカートを身にまとい、スクエアフレームの眼鏡をかけていた。

「私は咲ノ芽木葉。クラスの一員であり、しかし見ての通り、もう一つの立場がある」

　右手に持っていた指示棒で、彼女は虚こ空くうをぺしりと叩たたいた。そこに魔ま力りよくが編み込まれ、半はん透とう明めいのウィンドウが投とう影えいされる。

　表示された文字は『一年Ａ組副担任　咲ノ芽木葉』。

「ということだ。私はクラスメイトであり、そしてこのクラスの副担任も務めさせていただく。一部教科の担当やクルーニー先生の補ほ佐さが主な仕事だ。制服を着ている時の私のことは、下の名前で呼んでくれ。一年間、どうぞよろしく頼む」

「は？」

　意味不明な自己紹介に、隣の席のエリーナが、思わず声を上げた。

「…………はああああああ!?」

　それから数秒置いて、ほかならぬ俺が素すっ頓とん狂きような叫さけびを上げた。

　クラスメイト兼けん先生──いやクラスメイト兼先生ってどういうこと!?　それはさすがに両立しねえだろ！

「ちょ、ちょっとお待ちなさい、咲ノ芽、いえ木葉さん！」

　アンブローズ嬢じようが立ち上がり、猛もう然ぜんと食ってかかる。

「さすがにそれは無理がありましてよ!?　貴女、何らかの裏工作をしたでしょう！」

　至極当然の言い分だ。エリーナもレンも俺も、首が千切れるほど頷うなずいてる。

　直球の指し摘てきに対し、木葉はやれやれと嘆息した。それから、指示棒の先せん端たんをピシャリとアンブローズ嬢に向ける。

「アンブローズ……スーツを着ている私のことは咲ノ芽先生と呼べ」

　この女、当然のように教師ヅラしてやがる！

「まあたまたま学園の管理国が日本だったが、それは関係ないぞ？　日本政府はある程度学園運営に干かん渉しようできるが、まったく関係ないぞ？」

「絶対関係あるではありませんか！　今の、ほとんど自白でしてよ!?」

「別に立場を悪用したりしなければいいだろう、君たちには何のデメリットもない。それはそうと、英赤君は放課後私の部屋に来るように」

　早速立場悪用してんじゃねーかッ!!

　喧けん騒そうに包まれる教室の中で、俺は頰ほおをビキバキと引きつらせる。

　再会した自じ称しよう幼馴染は──クラスメイト兼、女教師になっていた。
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　都内某ぼう所しよ。

「いい加減にしろよ貴様」

　喧騒に包まれる一年Ａ組の教室を見ながら、アメリカ大統領が額に青筋を浮かべた。

「ない。ないぞこれはさすがにないぞ」

「今すぐ立場を返上しろ、権力握ってたら何するか分からん」

　イギリス首相と中国国家主席も同様に目を血走らせて総理大臣を見ている。

　だが総理は肩をすくめた。

「本人も言っていたでしょう、何も関係ありませんよ？　これっぽっちも」

　三人の殺気が膨ふくれ上がる。罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくる五秒前といったところか。

　総理はモニターに映る木葉を見た。

（学園で決して他国に後れを取らないよう、よろしくお願いしますよ、〈天雷姫ケラウノス〉……）

　総理は手を組み、不敵な笑みを浮うかべた。








第二章　英えい雄ゆうスクールライフ









　都内某ぼう所しよ。

　先日のサミットを終え、他国の首脳らは既すでに帰国している。

　円えん卓たくの一席に腰こしかけて、時の内閣総理大臣はタペストリーを見上げていた。

　ちっぽけなものが大いなる存在を打ち倒たおす神話。それはどこか、人類が魔ま物ものに勝利したことを──その中でも、史上最も人間を殺害し、未いまだ暗黒、悪、非道の象しよう徴ちようとされている忌いまわしき存在、〈魔王〉を、〈英雄〉が討とう伐ばつしたことを──連想させた。

　ふうと息を吐はき、円卓の中心に向き直る。

　同時、円状に配置された空席に魔力が編み込まれ、人をかたどる。

　遠えん隔かく地ちの人間を立体的に投とう影えいする機能──各国首脳は普ふ段だん、そうして会合を開いている。

「先日はどうも、有意義な時間でしたね」

　総理は何食わぬ顔で、ホログラムの男たちに告げた。

『ふっ。そうだな、実に有意義な痛み分けだったとも』

　半はん透とう明めいのアメリカ大統領が、あごひげをなでながらぼやく。他の面々も一様に、薄うすい笑みでは隠かくし切れない苛いら立だちを抱いだいていた。

『だが今日の話し合いはそうはいかないだろう、今後のためにもっと深く切り込んでいく必要がある』

　イギリス首相の言葉。総理はすっと目を細めた。

『そうさな。我々としてもやはり、間延びするのはいかん。今朝のうちに、何らかの形で結論を得たいものだ』

　追従するように、中国国家主席も決然として言い放った。

　極めてあいまいな会話。意味の空白は、この場においては逆に特定の内容を指す。

　もっと深く切り込む。今朝のうちに。結論を得る──

　それはあまりも堂々とした、宣戦布告だった。

　総理は微笑ほほえみながら、自席のひざかけに仕込んだボタンを触さわった。メッセージを五指のかすかな動きのみで打ち込み、協力者であるマキナ・アーデンクルスへ送信する。

　内容は簡潔だった──『〈天雷姫ケラウノス〉を今すぐ動かせ』。

　両眼に野望を滾たぎらせる男たちの、第二ラウンドが始まった。




　　　　◇




　窓から差し込まれる陽光は、カーテンとカーテンに挟はさまれ細切れになっていた。それは部屋全体を本とすれば、しおりのようだなと思った。

　ゆっくりと身体からだを起こす。意識は完全に覚かく醒せいしている。少し部屋の温度が高く、二に度ど寝ねに誘さそわれそうになる。

「ふあ……今日も昨日みたいに、ハニトラ共を撃げき退たいしねーとな……」

　独り言を漏もらしながらベッドから下り、窓へ歩く。カーテンを開ければ、見慣れない光景が広がっていた。建物を取り囲むように植えられた木々とその奥の市街地。

　ここは、兵科校舎すぐ横に建てられた学生寮りよう。俺は風景を見ながら、簡単なストレッチで身体をほぐす。それから洗面所に行き、顔を洗った。血色は悪くない。

　肩かたにかけたタオルで頰ほおの水すい滴てきをふき取りつつ、俺はすっと部屋の入口に向かい、躊ちゆう躇ちよなくドアを開けた。

「おはよ、エリーナ。朝イチで衝しよう突とつ事故は嫌いやだから、普ふ通つうに挨あい拶さつしてくれ」

　しばし待つと、そろーりとエリーナが歩いてきた。既に制服に着き替がえているあたり、結構待っていたのかもしれない。

「あの、その、気配察知禁止にしませんか……？」

　事前に気づけてなかったら本当にカウンターで首飛ばしちゃうかもしれないだろ。

　エリーナは嘆たん息そくしてから、気を取り直すように頰を張って、おはようございまーすと言い俺の部屋にずかずか踏ふみ入った。

　え？　なんで？

「うわあ、私物全然ありませんね。殺風景な部屋です」

「うっせーな」

　言われた通り、部屋に私物はほとんどない。あらかじめ設置されたベッドに勉強机、窓際の小さなテーブルと椅い子す二脚きやく。一人部屋にしては広く、小さなテーブルをずらせば、ベッド横に四、五人ぐらい座れるだろう。

　部屋を見て、エリーナは俺が寝ねていたベッドに腰かけ──突とつ然ぜん、ごろんと横になった。

　え？　なんで!?

「おいそれ俺のベッドなんだが」

「いいじゃないですか別にー」

　深紅の髪かみが白いシーツにぱっと広がった。寝ころんだままうーんと伸のびをするもんだから、ワイシャツが双そう丘きゆうに押し上げられパツパツに膨ふくれ上がる。スカートもめくれていて、少ししゃがめば見え……いや今の段階でも見え……見え……落ち着けッッ!!

　全身が硬こう直ちよくし、異様に汗あせがにじむ。

　落ち着け。これは明らかに罠わなだ。

　窓の外を見ろ。自然を見て平静を取り戻もどすんだ。

　そう……俺が見るべきは人類の未来であって、パンツじゃねえ。

　つーか交際する前に下着を拝見させていただくとか不純にもほどがあんだろ。最低限の倫りん理り観かんさえあればんなことしねーよ。よって俺は女子のパンツごときに負けない。

　そう、内心で理論武装している時だった。

「おはよう雄ゆう介すけ」

　のそりと、ベッド下からレンが這はい出てきた。

　──あれ？　侵しん入にゆうを感知できなかったって、俺結構なまってる？

　眉まゆをひそめる俺にまるで頓とん着ちやくすることなく、彼女は立ち上がってうんと伸びをする。

　レンの服装はショートパンツにタンクトップのみという、なんとも目に毒な寝ね間ま着き姿だった。朝日に照らされ、その白い肌はだは宝石のようにきらめいている。

「……はい？」

　リラックスして寝転んでいたエリーナは、一転して全身を硬直させていた。

「お前、いつからいたんだよ」

「ずっと一いつ緒しよにいた。これからも、ずっと一緒にいる」

　レンがブイサインを突つき付ける。まるで答えになってなかった。

　しかし、戦場にいたころの俺なら、看破できたはずだ。それができなかった……不覚だ。

　とはいえ今やるべきことは反省じゃねえ。

「おい」

　はい？　と異口同音に返事をしながら、二人は俺を見た。それから顔をひきつらせた。

　きっと俺は額に青筋を浮うかべまくっていただろうから、仕方ない。

　俺は二人の首根っこを摑つかみ、ドアの外へ叩たたき出す。

「いい加減にしやがれッ！　俺の朝を邪じや魔まするんじゃねーッ！」

　勢いよくドアを閉める。それから部屋の中に戻り、冷蔵庫の中に入れておいたペットボトルのミネラルウォーターを一口飲んだ。なんでこんな目に遭あわなきゃいけねえんだよ。

　ベッドに腰かけて、自分を落ち着かせるため深呼吸した。

　おそらくエリーナのであろう甘い香かおりがした。

「クソ！　死ねッ！　死ね俺！」

　俺は勢いよく、ミネラルウォーターを自分の頭にぶっかけた。物理的にだが頭が冷える。
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　制服に着替えるか、と立ち上がったところで、部屋のドアがノックされた。

　性しよう懲こりもなく戻ってきたのか。ナメやがって。

　肩をいからせてドアを開けると、誰だれもいなかった。

　──否、俺の視界の下に、ひょこっと金きん髪ぱつの幼女が立っていた。

　既に制服姿で、髪のロールもばっちりキマった、キャストルテ・アンブローズだ。

「……アンブローズ嬢じようか」

「お……おはよう、ございます、雄介さん……」

　アンブローズ嬢は、普段の優美さの欠片かけらも残っていない様子で俺に怯おびえていた。

　客観視すれば、なんかキレてる上に頭びしょびしょの男が出てきたのか。

　うん。怖こわいね。

「その、朝の散歩にでも、と思いましたが、何やら立て込んでいらっしゃるご様子、ですわね……？」

「あ、ああいやすまん、アンブローズ嬢を怖がらせるつもりはなかったんだ」

　外見は俺より一回り年下なんじゃねってぐらいの子が、涙なみだ目めで怯えてるんだ。放置するわけにもいかず、肩にかけっぱなしだったタオルで慌あわてて水を拭ふく。

「全然ほら、不ふ機き嫌げんでもないぜ。ちょっと立て込んではいたがもう終わった。ああそうだ、散歩だな。いいともいいとも、散歩いこーぜ」

　慌ててまくし立てると、アンブローズ嬢は目をしばたいた後、笑みを浮かべる。

「それはそれは！　ちょうど良かったですわ！」

　直後、ガシャンと音を立てて、俺の首に超ちよう太い銀の首輪がはめられた。

「さあ散歩へと向かいましょう、マイピグレット！」

「やっぱ嫌です」

　即そく座ざに首輪を破は壊かいして、俺はドアの内側に立てこもった。

　い、行くと言ったではないですか!?　とアンブローズ嬢がドアを叩く。

　割と頑がん丈じような扉とびらに背を預け、俺はその場にずるずると座り込んだ。

　しばらく無言を貫つらぬくと、やがてドアを叩く音は止やみ、小さな足音が立ち去っていく。

　それを確認してから、俺は両手で顔を覆おおった。どうなってんだこれ。俺が望んだ青春はこんなんじゃなかったはずだ。ベッド下にストーカーがいるし、隙すきあらば俺をブタにしようとしてくる幼女がいる。考えてみればエリーナは良心的だった。もう少しあいつには優しくしよう……

　俺は気力を振ふり絞しぼって立ち上がる。とにかく着替えよう。

　パジャマに手をかけた。

　その瞬しゆん間かん──カチャと、鍵かぎの開けられる音が響ひびいた。

「…………ッ!?」

　俺の部屋か!?　俺の部屋だよな!?　まさかレンの奴やつ、もう合鍵を作っていたのか!?

　戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、ゆっくり開けられていくドアを見る。恐きよう怖ふのあまり指一本すら動かせない。

　果たして──向こう側に立ち、ドアノブを握にぎっていたのは、咲さきノの芽め木この葉はだった。

　寝間着のまま、寝ぐせも直してない状態。眠ねむたげな目をこすり、俺を見ている。

「ああ……おはよう、雄介……」

「お、おう」

　なんだ、木葉か。俺の補ほ佐さ役やくってぐらいだし、合鍵持ってても不自然じゃない。

「様子を……見に来たんだが……大だい丈じよう夫ぶか……？」

「えっと、まあ。危機的な何かはもう去ったし」

　俺の言葉に、そうか、と頷うなずき、木葉は部屋の中へふらふらと入ってくる。彼女の背後でドアがすーっと閉じていった。

「超ちよう眠そう、だな」

「ゆっくり、眠れるのは……久々だったからな……」

　既すでに距きよ離りはほぼない。腕うでを伸ばせば抱だきしめられるほどの距離。

「……ゆーすけ」

「ど、どうした？」

「…………ねむい」

　は？　と聞き返す暇ひますらなかった。木葉が膝ひざから崩くずれるようにして、こちらに倒たおれこんできた。

「うぉおおっ!?」

　とっさに受け止めるが、踏ん張りがきかず倒れこむ。ベッドに背中から飛び込む形。天てん井じようを見上げたまま、俺は何とか状じよう況きようを整理しようと努力した。

　木葉に、ベッドの上で、のしかかられている。

　──あれぇ!?　これ今までで一番危機的な状況じゃねえかッ!?

「お、おい木葉、どけよ、おいっ！」

　そう叫さけぶも、返ってくるのは穏おだやかな寝ね息いきだけだった。揺ゆさぶろうとしてハッと気づく。パジャマはボタンが留まっておらず、はだけてしまっている。鎖さ骨こつから肩にかけて肌が露あらわになっている。あといい香りがすごい。

　触さわるに触れない。頭に血が上ってクラクラする。

　小声でもしもーし、木葉さーんと呼ぶも、ここが世界で一番安心できる場所ですみたいな寝息だけが、俺の部屋に響いている。

　こっ──こいつが一番ハニトラだろ!?

　結局木葉が起きたのは、朝のＨＲが始まる五分前だった。




　　　　◇




「セ──────────フッッ!!」

　学生生活二日目──俺は幼おさな馴な染じみをファイヤーマンズキャリーで抱かかえ全力疾しつ走そうするハメになった。

　起きて二分で着き替がえ、寮りようから教室までを三分で疾走。俺が抱えて走った方が速いので、無理やりこの抱え方にさせてもらった。

　教室後方のドアから教室に飛び込み、息を吐はく。

「ふぃー、意外と間に合うもんだな」

「君のスピードが異常すぎるだけだ。人を抱えて、魔ま法ほうも使わず、何な故ぜあんなスピードで走れるのだ……」

　木葉を床ゆかに下ろす。彼女はまじまじと俺の身体からだを観察し始めた。なんか気き恥はずかしい。

　ただ俺としては、走っている間、気が気でなかった。

　正直その……走ってる時、接せつ触しよく箇か所しよが多すぎて、心臓がバクバクだった。心臓が破は裂れつして死ぬのかなという気持ちだった。いや本当に。

　木葉から視線を逸そらし、そこでやっと、クラスメイトらを見た。

　一同、俺と木葉を見て凍とう結けつしていた。

「……あーっと、おは、よう？」

　片手を挙げて挨あい拶さつするが、反応はない。

　何かおかしい点があるだろうか、と自分の身体を確認する。

　制服──露ろ骨こつに乱れている。ネクタイは超ちよう緩ゆるいし、ワイシャツのボタンも適当にしか留めていなかった。見れば木葉も同様で、相当きわどく肌はだ色いろが露ろ出しゆつしている。

　ああそうだね。男女二人で、乱れた衣服で、ダッシュで登校したら──超怪あやしいね。

「違ちがう、違うんだ」

　両手を突き出して、俺は震ふるえ声で弁明を開始した。

「ただ少し、その、木葉がねぼけていたというか」

　視界の隅すみでレンが泡あわを吹ふいて突っ伏ぷした。我ながら言葉のチョイスがひどすぎた。

「そ、そうだ。ちょっと私が、恥はずかしいところを見られてしまったというかだな」

　木葉の補足に、エリーナが机をぶっ叩いて立ち上がった。

「ほ……ほら見たことですかッ！　教師権限でいやらしいことをしたんでしょう！　夜の個別授業だけでは飽あき足らず朝課外でも保健体育の実技とは恐おそれ入りますよ！　このエロ女教師！」

「エリーナさん、どちらかというと、いやらしいのは貴女の頭だと思いますが……」

　名前を知らないクラスメイトと談笑してたらしいアンブローズ嬢が、肩かたをすくめてこちらに歩いてくる。

「大方、木葉さんが雄介さんの部屋で寝ね入いってしまい、起こすに起こせず遅ち刻こく寸前になった、といったところでしょう……そうでしょう？　そうなんですよね？」

　よく見たら、アンブローズ嬢の下半身が全体的にガクガクだった。足あし腰こしにキテんじゃねえか、メンタル弱っ！

「マジで正解だぜ。ほんとほんと。大体朝からそんなことするわけねーだろ」

　身の潔白を叫んでいると、教室前方のドアが開き、クルーニー先生が入ってきた。

　騒そう然ぜんとしている教室を見み渡わたし、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。

「おい、何の騒さわぎだこれは」

「マジで何でもないっす」

　先生の登場によって、かなり場は沈ちん静せい化かした。ここぞとばかりに席に座る。

　隣となりの席からビシバシと視線が突き刺ささるが、無視無視。

「諸君、おはよう。連れん絡らく事じ項こうは特にないが、今日から授業が開始となる。午前は座学の授業、午後には屋外アリーナで実技訓練を行う。決して気を抜ぬかないように」

　クールボイスの朝のお告げに、みんなで元気よくはいと返事をする。

「それではこのまま座学を始めるぞ。咲ノ芽先生、補佐をよろしくお願いする」

「分かりました」

　席に座っていた木葉は、今朝の寝ねぼけ方からは想像ができないぐらいシャキっと立ち上がった。ついでに、いつの間にかスーツに着替えて眼鏡をかけていた。いやほんといつの間に着替えてんだよそれ。

　各々、自席にウィンドウを立ち上げさせる。俺もデバイスの教材データと学習机をリンクさせた。座学といっても、兵科である以上、学ぶのは戦術や戦略に関わる領域だ。今からの授業で扱あつかうのは、一年生用の総合的基き礎そ戦せん闘とう理論である。

　さてさてどんなもんかね、と指を滑すべらせ一ページ目を開く。

　俺の顔写真がババンと出てきた。

「ンフォッ」

　驚きよう愕がくのあまり、変なむせ方をした。突とつ如じよ奇き声せいを上げた俺に、エリーナがギョッとした顔を向ける。大丈夫と手で制して、天井を見上げ自分を落ち着けてから、もう一度教科書を見た。俺の顔写真がバババンと表示されている。

　…………なんで？

　みんな、さもそれが当然であるかのようにページをめくっている。

　これは一体何のドッキリなんだ。まさか普ふ通つうのことなのか？

　誰だれも異を唱えないので、仕方なく身を縮こまらせる。居心地が悪い。

　クルーニー先生は粛しゆく々しゆくと、基礎戦闘理論の序文、要するに心構えを語っていた。

「我々人類と、異世界から侵しん略りやくしてきた魔法を扱う生命体──魔物との戦争は、異界大戦と名付けられた。これは地球上の人口を三十億に減らしつつも、我々の勝利という形で決着している。諸君は考えられる二度目のために、戦士として育成されなければならない」

　教室の空気が、冷たいものに変わっていく。

「魔物と人類は、生命としてのスペックの段階から違うと言わざるを得ない」

　教室前方に投とう影えいされたウィンドウが、標準的な人類と標準的な魔物の歩兵を並べる。両者のスペックは、回復能力、膂りよ力りよく、強度、走行速度、全てにおいて魔物が圧あつ倒とうしていた。

　それでも訓練し、魔法の扱いに習熟し、経験を積めば──魔物相手に有利に立ち回ることは、絵空事ではない。この学園は、そのための場所だ。

「最たる例としては……魔物の中でも高位、異界大戦において大陸セクションの攻こう撃げきを指揮していた個体は、肉体を不要とする在り方、思念体としても生存できることだろう」

　げえ、と声を上げそうになった。思念体。マジで嫌いやな言葉だ。

　指揮官クラスの高位の連中は、肉体を完全に蒸発させても、魔王のもとに思念体のみで帰き還かんし、新たな肉体を与あたえられ再さい侵しん攻こうしてきた。

　蘇よみがえるたびに人間を大量に焼き払はらい、それを幾いく百ひやく幾千もの犠ぎ牲せいを積んで再殺し──そしてまた、蘇る。同じ顔で、俺の前に現れる。元気だったか、などと笑みを浮うかべながら。

　ギリ、と小さな音が聞こえて、そこで自分が拳こぶしを強く……強く、握っていることに気づいた。

　息を吐いて、ゆっくり拳を解く。

「魔物は知力の面でも、計り知れないスペックを誇ほこる。具体例を挙げると、南アメリカ大陸の攻撃指揮を執とっていたレグナスという個体は、六種の言語を学習し、地球の言語学と近代西洋哲てつ学がくに関して研究を行っていた……諸君の仮想敵であり、おそらく将来実際に戦うであろう相手は、そういう存在だ」

　今の話で、ビビったり震えたりしてる生徒はいない。世界各国からエリートの集まる学校だからか、すごいな。俺普通に魔物の概がい要よう聞いた時怖こわくて帰りたかったもん。

「だが決して、絶望的な戦いが待っているわけではない──英えい赤せき」

「ひゃい！」

　指名は突とつ然ぜんだった。俺は椅い子すを蹴けり倒すような勢いで飛び上がった。

「高位の魔物、つまり思念体でも生存可能な個体を撃げき滅めつする方法を述べろ」

「え、あ、はい。百人規模の部隊で発動できる超ちよう上級大規模儀ぎ式しき魔法【ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ】による攻撃です」

　いや何度聞いても長すぎだろこれ。

「あるいは──」

　思念体を撃滅する方法をつらつらと喋しやべろうとして、ピタリと口を止めた。

「……あるいは？」

「いえ、以上です」

　何か言われる前に席に座った。

　先生は首を傾かしげ、それから講義に戻もどっていった。

「大戦の最中、人類は魔法の解かい析せき、並びに地球上においてかつてより存在していた魔力の発見に成功する。魔物とは違い、人間の肉体は魔力コントロールに不向きだった。そのために開発されたのが、次世代型対魔物個人兵装──退魔騎装ナイトイレイザー」

　教科書をめくった。代表例として、長ちよう剣けん型がたの退魔騎装ナイトイレイザーの写真が載のっていた。これは戦役後期から前線配備された第三世代型、その名も〈デイブレイカー〉だ。現役バリバリで、未だこいつを使っている軍は多い。

「そして戦せん況きようの不利を覆くつがえし、ついに──〈英えい雄ゆう〉が〈魔王〉を討とう伐ばつし、異界大戦は終結した。だが、二度目の戦役が起きたとして、同じ結末をただ願うだけではならない……これが、諸君が戦いを学ぶ理由だ」

　はい、と一同返事をする。慌あわてて俺も口パクした。

「ではテキストの内容に入るぞ。最初の項こう目もくを開け」

　基礎戦せん闘とう理論──はてさてどんなもんやら。言われたページを開く。

「基本的な立ち回りは、ツーマンセルによる攻撃だ」

　ふむふむ。

「確実に敵個体を殺傷するためのアタッカーが一名、相手からの反はん撃げきや不意打ちを処理するサポーターが一名、これが戦場において最低限必要な人員だ。孤こ立りつは絶対に避さけろ」

　うんうん。

「そして戦闘において頭に入れておかなければならない原則がある。それは『敵個体の射線を把は握あくすること』『距きよ離りを詰つめること』、しかし『逃とう走そう経路も確保すること』だ」

　…………ん？　あれ？　なんか、すげえ、覚えのあるフレーズが出てきた。

「これら三つを『封ふう殺さつの三原則』と呼ぶ。特に三番目は、確実に相手を封殺できる状じよう況きようを作り出せるまではうかつに仕掛けない、ということも意味する。気を付けるように」

　もう完全に知っていた。知りに知っていた。

　思わず、隣のエリーナを小こ突づいた。彼女は顔をこちらに向けて、ぱぁっと笑顔になる。

「何ですか、私とおしゃべりしたくなっちゃったんですか～？」

「あのさ、これさ、もしかしてさ……考えたのさ、俺？」

　一転して、エリーナは何とも言えない表情になった。

「……最後のページを読んでください」

　言われた通り、最後のページを開いた。あとがきだ。著者名──いや知ってるこいつ知ってる。中央アジアで一いつ緒しよに戦ってたじゃんこいつ。

　あとがきの、一番後ろの文章に目を通す。

『最大の英雄にして勝利の立役者たる、英赤雄介が考案した戦闘理論を、一いつ般ぱん兵卒でも習得できるようダウングレードした。彼に最大の感謝をささげたい』

　……この書き方だと俺死んでるんじゃねえかな。

　しかし、そうか。確かに考案したけど……まさか教科書の理論の大元になってたのか。全然知らなかった。

　それを踏ふまえてテキストを読めば、もう知ってる文章が山のように出てくる。

　頰ほおをひくつかせながら、テキストを読み飛ばしていく。大体知っている。だがもちろん、俺の知らない、追加された項目や改変された文章だってある。それは当然だ。

　読んでいくほどに、その改変箇か所しよが目立つようになる。

　読んでいくほどに……違い和わ感かんが募つのっていく。

「ということで、基本的な逃走経路の確保の仕方は以上だが……さて、釈しや迦かに説法ならぬ、釈迦の説法と言うべきか。何か補足するべきことがあるか？」

　指名されているのは、明らかに俺だった。

　へらへら笑いながら、立ち上がる。別に俺は自分の理論に手を加えられたからってキレるほどガキじゃない。

「いやまあ、あれっすね」

「あれ、とは？」

「改かい訂ていが必要っすね」

「…………続けろ」

「教科書は、効率の良い攻撃方法をメインにしているように読めます。これは間ま違ちがいないですか？」

「事実だ」

　クルーニー先生の返答は簡潔だった。

「いかに相手を撃滅するかに主眼が置かれてて……敵の身動きを封ふうじて、囲んで、攻撃を浴びせる。これを軸じくに、立ち回りが構築されてます。このへんは俺が考えた時と同じです」

「そうだな。想定されるのは地球を戦場にした防衛線だ。そこで求められるのは……確実な敵の撃滅だ」

「リスクヘッジについては？」

「君が考案した戦闘理論からは、一部削さく除じよされているな」

　俺の問いに、先生は予期していたと言わんばかりに切り返した。

「だが生存と相手の殺傷は、同じ優先度だ。魔物を放置して逃にげるわけにはいかない。無む辜この人命を奪うばう危険な存在を相手に、見て見ぬふりはできない」

「違ちがいます違います。こんなんならリスクヘッジしない方がマシって言いたいんです」

　俺を見たまま、先生は絶句した。

「死なない限り負けじゃないです。でも逆を言えば、相手を死なせたら俺たちの勝ちです。半はん端ぱなリスクヘッジをするぐらいなら相手を殺すことを優先した方がいい」

「……英赤」

「はい？」

　先生は神しん妙みような顔で俺を見ていた。

「それは君ならできるかもしれないが、誰にでもできることじゃない」

「む……なら、教科書的にはダメってことですかね」

「いや、一つの理想型なのは間違いない。相手が何かする前に殺してしまう、最高の安全策だ。しかし我々は、人々を守るために戦う。時には自分の身も守らなくてはならない」

　そう、その通り。守るための戦いこそ学ぶべきモノだ。

　けれど。

　不意に、頭のどこか、ひどく冷えた部分が声を上げる。

　現実を見ろ。効率よく最大数を殺傷することこそが、守ることにつながる。

　何な故ぜ自分の命を惜おしむ。一いつ瞬しゆん一秒を、魔物を殺さつ戮りくするためにこそ使うべきだ。

　相手を殺すことが最終目的にふさわしいのは──ほかならぬ〈英雄〉の戦果が物語っているだろう？

　かぶりを振ふった。深く息を吐はいた。熱が放出されるようにして、渦うず巻まく思考が霧む散さんしていく。

「……以上です。何か参考になれば」

「ああ、いい意見だった。教科書を改訂する際に載せるべきだな」

　それはやめてくれませんかねえ！

「雄介さん、いろいろ考えてるんですねー」

　先生に促うながされ席に座ると、隣となりのエリーナが俺を小突いてきた。

　俺のお話、いろいろってまとめられちゃったよ。

「まーな。ただ俺も、守るための戦いが一番だと思うぜ、それは当たり前だ。誰だれにも死んでほしくはねえよ、だけど……」

「……だけど？」

「…………悪い、何でもない」

　適当にお茶を濁にごした。エリーナは首を傾げている。

「まあとにかく、俺もまだまだ学ぶべきことがあるんだよ。なあレン」

　前の席に座るレンの背中を小突く。

　レンは──ぐらりと傾かたむき、そのまま床ゆかに倒たおれた。見れば、今朝俺が登校した時と同じく、泡あわを吹ふいて気絶しっぱなしだった。

　いやずっとその顔だったの!?







　都内某ぼう所しよ。

　円えん卓たく中央のウィンドウには、気絶しているレンの頰を叩たたいて蘇そ生せいを試みる英赤雄介が映されていた。

『いやまあ……彼女はその……打たれ弱さも魅み力りよくだから……』

　中国国家主席の強がりに、全員白けた視線を向ける。

「と、とにかく、彼も楽しく学生生活を送っているようですよ」

　見守りたいという体ていの監かん視しに、総理はいい加減辟へき易えきしていた。

　だがアメリカ大統領が腕うでを組み、自信ありげに笑う。

『今日はこの後、実技訓練があるだろう？　それも見ようじゃないか。ウチの子、エリーナの強みは、あらゆるＴＰＯでマルチに活かつ躍やくできる万能性だ。ハイエンドはダテじゃない』

　つまり実技訓練でも何か仕し掛かけてくるということだ。

　総理は嘆たん息そくし、ウィンドウに目を向ける。

　ちょうど意識を取り戻したレンが、人工呼吸してくれなければ目覚めないともう一度寝ね入いったところだった。




　　　　◇




　散々な目に遭あった。

　昼食を終えて、実技訓練用の屋外アリーナに着いたころには、俺はもう疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。執しつ拗ように人工呼吸をねだるレンを捌さばくのに体力を根こそぎ持っていかれたのだ。

「いいか諸君。退魔騎装ナイトイレイザーというものは、確かに兵器だ。しかしその本質は、魔ま法ほうを放つための出力装置という点にある」

　クルーニー先生が前に立って、講義をしている。

「人間の身体からだのみよりも、退魔騎装ナイトイレイザーを介かいした方が魔力転てん換かん効率は上じよう昇しようする。退魔騎装ナイトイレイザーを使う最大のメリットはこれだ」

　よく知る知識を聞き流しながら両手をポケットに突つっ込こんだ。学生服のままだが、これは簡易な戦闘用魔導外装もこなせる代物だ。

「発動魔法効力の、現状における個人限界値を記録するため、今日は仮想ターゲットに対し攻こう撃げき魔法を撃うってもらう。武器を手に取り、それぞれの列に待機しろ」

　先生が視線を横に送った。見ればスーツ姿の木葉が、大量の武具を詰め込んだコンテナを引き連れて歩いてきている。コンテナ下部の車輪を魔力で動かしているようだ。

「特注型と量産型でコンテナが違う、注意したまえ」

　注意を背に受けながら、俺たちＡ組生徒は、パッと二手に分かれた。

　右側の量産型退魔騎装ナイトイレイザー、つまり学園の備品を借りる側。

　左側の特注型退魔騎装ナイトイレイザー、つまり──預けていた個人所有のワンオフ品を受け取る側。

「へぇ……大体あっちなのか」

　顔見知りは全員、特注型のコンテナへ向かっていた。というかクラスメイトのほとんどがそっちに行った。量産型を取りに行く生徒は片手で数えられるほどだ。

　眼前のコンテナに並ぶは、教科書に載のっていた傑けつ作さく量産型〈デイブレイカー〉。一本を引き抜ぬき、片手で持つ。そっかあ、クラスのほとんどは自分のを持ってるんだなあ。

「──いやちょっと待て向こう全員特注型持ちなのか!?」

　思わず傍そばにいた木葉の肩かたを摑つかみ、素すっ頓とん狂きような叫さけびを上げてしまった。

「そ、そうだぞ。何にそこまで驚おどろいているんだ……？」

「マジかよ……」

　学生がこんなぽんぽこ特注型を手に入れられるようになってんのかよ。特注型なんて、視察に来るお偉えらいさんのご子息とかが持ってるイメージだったんだけど。

　ジェネレーションギャップに打ちのめされる俺を見て、木葉はふっと笑った。

「そうだよ。君のおかげで、こうして時代は変わった、変わることができたんだ」

　……いや、いい時代になったなァ的な感かん慨がいに浸ひたってたわけじゃねえけど!?

「私も特注型を手に入れたのは、戦役が終わってからだな」

　木葉の言葉に、俺は彼女が腰こしに下げた双そう剣けんを見た。出会った初日にも携たずさえていた代物だ。

「銘なは〈テンペスタース〉。十字にクロスさせるとマイナスイオンが出るぞ」

「その機能必要か？」

　呆あきれかえったその時、どたどたと騒さわがしい足音が聞こえた。

「はいはーい雄介さん見てください！　私の特注型！」

　振り向けばエリーナが、巨きよ大だいな突撃槍ランスを抱かかえている。穂ほ先さきから柄え元もとまで一メートルを超こえているだろうか。

「その名も〈フルクトゥス〉！　複合機能内蔵式で、花の水やりとかできます！」

「その機能必要か!?」

　何故それを自信満々に言えたんだよお前。

　次は誰だと見み渡わたせば、アンブローズ嬢じようが身の丈たけを超えるほどの大おお鎌がまを持って来た。

「あら、エリーナさんも特注型をお持ちでしたか。ですがわたくしの〈モルス〉に比べれば貧相ですわね……何せこちら、重層錬れん金きん構造のため、刃やいばを展開すれば、日ひ傘がさになりますわ」

「だから、その機能は本当に必要なのか!?」

　なんでどいつもこいつもロクでもねえ機能ばっかあるんだよ！

　特注型のあまりのボンクラっぷりに憤いきどおっていると、ちょんちょんと肩を叩かれた。

「ああ、どうせレンだろ!?　分かってるよ！　さあ言ってみろよテメェのはどんなビックリドッキリ機能が──」

　ヤケクソ気味に叫びながら振り向けば、やはり、レンが佇たたずんでいた。

　大型のスナイパーライフルを両手に保持して。

「……〈アポストロス〉」

「……うん」

「……その、ええと。自分の退魔騎装ナイトイレイザーは……見ての通りの機能だけで……その……ギャグのようなことは、できない……」

　おろおろしながら、レンが悲し気に呟つぶやく。

　俺は──熱い涙なみだを流しながら、彼女の両りよう肩かたに手を置いた。

「いいんだ……！　それでいいんだよレン……！　お前は間ま違ちがってない……！」

　むしろ兵器をおもちゃにしてる連中がおかしいんだよ。アクセサリーじゃねえんだぞ。

「おい、もうカリキュラムを始めるぞ。早く戻もどってこい」

　クルーニー先生がこちらに声をかけた。

　はいはーいと返事をして……三人がギラリと、やたら鋭い眼光を俺に飛ばしてきた。

「期待していてくださいね、雄介さんー」

「あなたの命運もここまででしてよ！」

「自分を刮かつ目もくしておくことを推すい奨しようする」

　え？　何？　言うだけ言って、みんな俺を放置して足早に立ち去った。木葉はそんな三人に、剣けん吞のんな視線を向けている。何だ？　殺し合いでも始まるのか？

「……私たちも行くぞ」

　木葉に連れられるまま、訓練地点へ向かう。

　攻こう撃げき訓練を行う地点では、既すでに何名かの生徒が、魔力で構築された弓道の的みたいな仮想ターゲットめがけ魔法を放っていた。俺たちはそれぞれバラけて、列に並ぶ。

　砲ほう撃げき音おんと共に光が飛び交い、的を粉ふん砕さいする。今この場で見た限りだと、下級攻撃魔法【バリスタ】か中級攻撃魔法【ブラスト・フレア】しか使われていないな。

　下級中級上級の差は消費する魔力量だ。大きく魔力を消費すれば最低限の威い力りよくは保証される。ただ、魔力操作の上手うまい人間の下級魔法は、下手な人間の上級魔法を超えることもできる。

　クルーニー先生の背後に、大きなウィンドウが立ち上がっていた。どうやら生徒たちの発動効果を数値化し、棒グラフにしているらしい。縦たて軸じく中央に引かれた赤い線を超える者はいない。

「……魔法適性が高い方は、見当たりませんわね」

　同じ列に並んだアンブローズ嬢の指し摘てき。頷うなずいた。

　魔法適性──ＥからＡにかけてのアルファベットに割り振ふられる、一度に扱あつかえる魔力量の限度を示す個人の資質。

　一いつ般ぱん的に、Ｂ以上は超ちようすごい。上級攻撃魔法が使えるってことで、要するに人間相手なら戦場一つを丸ごと焼け野原にできる。あと、そのあたりから魔力が個人資質に寄せられる形で、属性エネルギーに自動変へん換かんされる。

「……おやおや、雄介さん。あちらを御ご覧らんください」

「おん？」

　アンブローズ嬢が指し示す方向を見れば、別の列でエリーナが攻撃準備をしていた。

　大おお槍やりの穂先を的に向け、腰を落とす。同時、彼女の周囲に滞たい留りゆうする魔力が、彼女自身を発火点として燃え広がるようにして、深紅の焰ほのおに変換されていった。烈れつ火かのヴェールを目の当たりにして、並んでいた他の生徒が慌あわてて距きよ離りを取る。

「エリーナのやつ、適性高いのかよ……」

「見てるだけで汗あせが出てきますわね……」

　これこそが、魔法適性がＢ以上、つまり上級魔法適性を持つ人間である証左。

「あいつは火属性適性者パイロテクニクストか」

「そのようですわね」

　列の最さい後こう尾びを離はなれ、エリーナの魔法を見るために近づく。

　彼女は一いつ瞬しゆん、後ろを見て、俺と視線を交こう錯さくさせた。カモが来たと言わんばかりの顔──嫌いやな予感。エリーナがにまっと笑って、前に向き直る。

「……てやぁっ！」

　同時、エリーナの身体から流し込まれた魔力を〈フルクトゥス〉の魔法発動プログラムが制せい御ぎよ・転てん換かんし、穂先に発射口となるクリムゾンカラーの魔ま法ほう陣じんを展開──下級攻撃魔法【バリスタ】が起動、他の生徒のものとは違ちがう、赤く染められた破は壊かいの光を放出した。

　まばゆい砲撃は一直線に伸のびて、ターゲットを蒸発させる。

　同時、反動でエリーナがこっちに吹ふっ飛んできた。ごろごろと砂利の上を転がり、一瞬白い下着が見えた。

「あ、あいたたた……」

「な──なんて計算された転がり方、下着の見え方……ッ」

　一いつ緒しよに見ていたアンブローズ嬢が戦せん慄りつしたようにつぶやく。

「えへへ、ちょっと失敗しちゃいました……えっと、どうでしたか～？」

　砂を払はらいながら、エリーナが立ち上がる。

　それどころじゃなかった。今日見た中で、一番可能性のある魔法砲撃だった。思考が切り替かわるのを自覚した。カリキュラムを思い返した。個人限界値を計測するのが目的なら、チャンスは一度きりじゃない。

「お前ならもっとイケるだろ」

「……はい？　え、こ、これ以上ですかッ!?」

　顔を真っ赤にし、両りよう腕うでで自分の身体を抱だきしめ、後ずさるエリーナ。

「これ以上っていうと、その、ぱんつ脱ぬげってことですか……？」

「お前は何を言っているんだ」

　彼女の腕を引き、並ぶ生徒らの横を通り、もう一度攻撃地点に立たせる。

　それから俺は彼女の背後にぴたりと密着し、槍を構える腕に手を添そえた。ほとんど抱きしめるような姿勢。

「────!?　!?　!?」

「退魔騎装ナイトイレイザーのプログラム自体に不備はない。ただ収束率は人間の身体からだから伝達させる際の効率に左右される……お前自身の工夫でもっと威力を上げられるはずだ」

「は!?　いや!?　何??　何されてます私今??」

「魔ま力りよく収束の感覚を共有する。俺がガイドするから、それに従って魔力を収束させろ」

「そっ、そうじゃなくてぇっ!?」

　筋はいい。磨みがかれる前の原石と言っていい。一押しあれば化ける、逸いつ材ざいだ。

　感覚共有のため、徹てつ底てい的な無我に意識を落とし込む。自分自身を空間に拡散させるイメージ。段々と、エリーナの体内に蓄ちく積せきされている魔力を感じ始めた。

　何やらわめく彼女の声も、もう聞こえない。魔力を胸部から両腕に沿って移動させ、両手から突撃槍ランスへ──そこで、魔力が漏もれ出さないよう蓋ふたをする。先ほどより効率を底上げされ、槍からにじむ熱が大気をゆがませる。

「今だ」

　俺が言うと同時、エリーナが魔法を起動──比べ物にならない砲撃音を響ひびかせ、【バリスタ】が放たれる。地面を直線状に融ゆう解かいさせながら疾しつ走そう、的を貫かん通つうし外がい壁へきに激げき突とつした。

　確認のため計測ウィンドウを見た。赤い線を超こえている。

「……こんなもんだな。感覚を忘れるなよ」

「わ、忘れようにも忘れられないですよ……」

　身体を離すと、エリーナが首まで赤くして挙動不ふ審しんになっていた。

　どっかのひげ面のおっさんが『何で逆に攻こう略りやくされてんの!?』と叫さけぶ怪かい電波を受信したが、何のことだ？

「なんというか、教え慣れてますわね」

　戻ると、じとっとした視線をアンブローズ嬢が向けてくる。俺は肩かたをすくめた。短期間で効率よく戦せん闘とう力りよくを上げる教え方だ。根本的な理解をすっ飛ばすから、教師向きじゃない。

　そうこうしているうちに、今度は別の列から冷気が流れてきた。

　誰だれかと確認すれば、レンだ。片かた膝ひざ立ちの姿勢で腕を膝に乗せて、スナイパーライフルを構えている。膝しつ射しやと呼ばれる射しや撃げき姿勢だ。彼女の身体から立ち上る冷気が、エリーナの実技でばらまかれた熱気を打ち消している。

「彼女も高い適性を持っているようですわね。冷属性フロストテ適性者クニクストでしょうか」

「ほーん」

「そして何を隠かくそう……わたくしも、風属性ストームテ適性者クニクストなのですわ！」

「ほーん」

「……リアクションが薄うすくありませんか？」

　いや──メッチャ怪あやしいやん。上位三パーセントしかいない高適性者が俺に絡からみに来まくってんの、メッチャ怪しいやん。こんなん絶対ハニトラでしょ。

　動どう揺ようを悟さとられまいとしているうちに、レンが放ったコバルトブルーの【バリスタ】が的を粉砕する。教師が数値を計測する中、彼女はライフルを片手で保持すると、こちらにとてとてと駆かけ寄よってきた。

「どう？」

「何も言うことがねえ」

　本当に、唸うなるほど美しい攻撃魔ま法ほうだった。転換効率も高い。

「えへへ、パンツを穿はかなかった甲か斐いがあった」

　レンは（あんまり表情動いてねーけど）満足げにブイサインを突つき出す。それどころではない。え？　なんて？　え？　パンツが……何？

　一呼吸置いて、俺は何も聞かなかったことにした。その時。

「……レンさん、エリーナさんのように世話を焼かれる機会を逸いつしておりますわよ」

「…………ッ!?」

　残ざん虐ぎやくな笑みを浮うかべた幼女の一言に、レンが雷かみなりに打たれたように固まった。

　それからわたわたと左右を見て、そっと俺の顔色を窺うかがう。

「自分、うまくやるのが一番、雄介に誉ほめてもらえると思ったけど……も、もう一度やって、失敗した方がいい……？」

「いやいいから。というか、アンブローズ嬢じようもわざと失敗したりすんなよ？」

　一応くぎを刺さす。彼女はふふんと笑い、ちょうど順番が来たので攻撃地点に進む。

「ご心配なく。わたくし──アガリ症しようなのでわざと失敗するまでもありませんわ！」

　よく見たら、アンブローズ嬢の下半身が今朝よりガクガクだった。また足あし腰こしにキテんじゃねえか、メンタル弱っ!!

　彼女が持つ大おお鎌がま──〈モルス〉から漏れ出す魔力が突とつ風ぷうとなってアリーナの空気をかき混ぜる。

　思わず眉まゆ根ねを寄せた。彼女を凝ぎよう視しし、魔力の流れを注意深く観察する。

『うわ!?　見えてる見えてる！　キャストルテちゃん、風でスカートめくれてる!!』

『しかも黒の超エロいやつじゃん……って英赤君に見られてるわよ!?』

「そもそも実技が苦手なわたくしにとって……この場で勝負するなら、身を削けずる覚かく悟ごが必要なのは分かっています」

　アンブローズ嬢が何な故ぜか頰ほおを赤らめながら、俺を見る。

「身を削る……しかしここまでやるなんて……！　自分は、其方そちらを侮あなどっていた……！」

　隣となりでレンが何事かうめいている。

　騒さわがしい周囲と切り離されたような感覚。ただクリアに、魔力の動きを感じる。

「そ、それでその、雄介さん、不ふ慮りよの事故とはいえ責任を……いえ、あの、いくらなんでも凝視しすぎですわ！　どれだけ黒のレース付きがお好きなんですの!?」

　──そのタイミングで、俺は大体把は握あくできた。未いまだ大鎌から突風を吐はき出す彼女に向かって歩き出す。

「へ？　……え、えぇ、ちょっ!?　そ、そんな真しん剣けんな顔で迫せまられても……あわわわわ」

　わたわたと両手を突き出すアンブローズ嬢に対して、俺は手を伸ばした。

「こ、ここは、ここでというのはいけません！　いけませんわ！　皆みなさんいらっしゃいますしはじめてが砂利の上というのはいくらなんでもせめてわたくしの部屋でッ……」

「──ここだ」

「ええええええええええええええっ!?　そ、そんなに強くご希望、なのでしたら……わたくしは……わたくしは……ッ！」

「おい聞いてんのか。ここだっつってんだよ」

　そこでやっと、アンブローズ嬢は俺の手が指し示す箇か所しよを見た。
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「収束起点に大鎌の切っ先を選んでたが、違う。刃やいばの根元にするべきだ」

「…………はい？」

「だからここだよ」

　俺は人差し指で、〈モルス〉の刃の付け根をトントンと叩たたいた。

　説明が分かりにくかったのか、アンブローズ嬢は目を白黒させている。

「アガリ症っつー割には、収束率は悪くねえと思ったんだ。ならやり方をミスってんのかと思って観察したが、案の定だった。ここを変えるだけでかなり良くなるはずだ」

「……そんな真剣に、わたくしのことを……ッ？」

「あ？　伸び悩なやんでるやつがいるなら、アドバイスするのは当然だろ」

　魔ま物ものをぶち殺すために使えるやつは一人でも多い方がいいからな。

「──ッ。分かりましたわ。わたくし……期待を裏切らないよう、頑がん張ばりますわ！」

　何故かやたら気合いの入った様子で、彼女はターゲットに向き直った。

　こいつどうしたんだ？

「シィィィッ！」

　鋭するどいかけ声と共に、アンブローズ嬢が【バリスタ】をぶっ放す。的を貫かん通つうした砲ほう撃げきが外がい壁へきをえぐった。うん、棒グラフは赤い線をぶち破っている。

　しばし残心を取った後、アンブローズ嬢は自分が放った魔法の痕こん跡せきを見て目を丸くした。理解が追いつくのに数秒、それを成し遂とげたのが自分だと気づいて──反転し、勢いよく俺の胸に飛び込んできた。

「や、やった！　やりましたわよ、雄介さん！」

「おーおー、いや、マジでよくやったよお前」

　まばゆい金きん髪ぱつをかき混ぜてやると、彼女はくすぐったそうにした。年下の女の子がじゃれついてくるのってこんな感じなのかな。どっかのおっさんが『たらしこまれてないかこれ!?』とティーカップを壁かべにブン投げる怪電波を受信したが、一体何の話だ？

「よし、後は英赤だけだな」

　クルーニー先生の声に、ハッとアンブローズ嬢が俺の胸から顔を引きはがす。それから耳を赤くし、咳せき払ばらいをして一歩退いた。

「ま、まあ、ブタにしては有意義なアドバイスでしたわね！」

「もっと素直に感謝してほしいブヒよ……」

　思わず豚ぶた語ごで返してしまった。いかん、こんなに可愛かわいげのある飼い主なら豚でもいいかなと思い始めている。

　まあハニトラ連中の実技を見て思ったこととしては。

　──なんだよ、結構マジメじゃねえか。

　どんなハニトラを仕し掛かけてくるかと思えば真剣にやってて、お兄さん感心したよ。

「……よく考えれば、自分だけアドバイスを受けていない。これは明らかな特別扱あつかい」

　その時、未だに自己正当化に励はげんでいたレンが、突とつ如じよ天てん啓けいを得たりと顔を上げた。

　まだやってたのかよ、と言う暇ひまもなく、アンブローズ嬢がかみつく。

「な……何ですの、その負け惜おしみは！」

「負け惜しみ？　それは此方こちらの台詞せりふ。其方は負け犬、いや、負け豚」

「負けブタって何ですのっ!?」

　完全に調子を取り戻もどしたレンが、俺の腕うでを抱だきしめた。いや近い近い！

　涼すずしい顔をしていたレンだが……不意に、びく、びくと震ふるえだした。

　彼女の首元から頰までが、段々赤く染まっていく。

「あっ……」

　昨日見たばかりの光景に、俺の口から諦てい観かんの声が漏れた。

　痙けい攣れんが収まったかと思えば──彼女は無表情のまま、ツーと涙なみだを流し始めた。

「見て、雄介……みんな、自分たちを祝福してくれている……」

　先生の話を聞いているクラスメイトらを見み渡わたし、レンは一層強く俺の腕を抱く。

「幸せになろう、雄介……！」

「──あ、結けつ婚こん式しき!?　今この場が、結婚式だと誤認してらっしゃる!?」

　ピンときた瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくのあまり敬語になってしまった。何をキメたら腕組んだだけで新しん郎ろう新婦がバージンロード歩いてる世界線にトぶんだよ!?

　助けを求めるべく、周囲を見渡す。生徒らは完全に無視していた。二日目にしてこの順応能力、大物ぞろいだな。いいから助けろや！

　最終手段として担任教師を見た。ぎゃーぎゃー騒いでいる俺たちを一いち瞥べつし、眉み間けんをもんでから……クルーニー先生は、視線を木葉に向けた。清すが々すがしいほどのシカトだった。木葉はムスっとした表情で俺たちを見ていたが、慌あわてて背筋を伸のばす。

「咲ノ芽先生、向こうは立て込んでいるようなので、先に模も範はん例れいを見せていただけますか」

　分かりましたと即そく答とうして、木葉が攻こう撃げきポイントに立つ。

「……咲ノ芽先生って、やっぱり凄すご腕うでなんですかね？」

　すっと近寄ってきたエリーナが耳打ちしてきた。吐と息いきがくすぐったくて、耳が熱くなる。

「ん、まあ、どうなんだろう、な」

「……いや何照れてるんですか!?　さっき平然と私をあすなろ抱きしてましたよね!?」

　さっきは無我だったんだよ。ていうかあすなろ抱きって何だよ……

　いいから見るぞ、と前を見た時、木葉の周囲に異変が起こった。

　彼女は双そう剣けんを引き抜ぬき、どちらも逆手に握にぎった。だらんと両りよう腕うでが下がり──木葉を中心に、バチバチと、小さな雷らい撃げきが地面を焦こがし始めたのだ。

「な……雷属性エレクトロ適性者テクニクスト……ッ!?」

　エリーナの驚きよう嘆たんもやむなしだ。

　雷の属性魔ま法ほうは、その速度や発動現象の不安定さから、極めて高度な適性と魔力操作精度が要求される。攻撃に指向性を持たせるだけでも常人には難しい、稀き少しよう魔法に片足を突っ込こんでいるような属性だ。

　それに適した資質を生まれ持つ確率というのは、ゼロコンマの後にいくつゼロを付ければいいのか分からないようなパーセンテージになる。

　幼おさな馴な染じみで補ほ佐さ役やくで、超ちようが三つ付くほどの稀少属性適性者。

　…………役満じゃねーか。やっぱこいつが一番怪しいよ。

「凩こがらし流りゆう剣けん術じゆつ壱いちノの太た刀ち──」

　バチバチというノイズに混ざり、木葉の小さな囁ささやきがかろうじて聞こえた。

「──『根ね絶だやし』」

　名前が物ぶつ騒そうすぎるだろ。

　双剣が振ふるわれた、それを視認できたのはこの場で幾いく名めいだろうか。

　刀身の軌き跡せきをなぞるようにして魔力が結集し、雷撃となり疾しつ走そう。的を粉々に粉ふん砕さいした。棒グラフを確認する。縦たて軸じくの上限いっぱいまで、グラフは伸びていた。

　残心を解除し、木葉は双剣を腰こし元もとに納刀する。

「今見たように……諸君が目指すべきは、魔法だけでなく、戦せん闘とう行こう為いと魔法の混合にある。咲ノ芽先生は抜ばつ刀とう術じゆつと攻こう撃げき魔法を織り交ぜてくれたが、どういった戦闘術を得意とするかは、これから先見極めていってほしい」

　クルーニー先生が講義を続け、生徒らが真剣に聞く。

　一方木葉は、俺たちが視線をそらした瞬間に制服に着き替がえていた。いつどこで着替えたんだよ。ちゃんと脱だつ衣いシーンを見せろ。

　それから双剣と黒くろ髪かみを揺ゆらし、俺たちの方へ駆かけてきた。

「雄介、どんなものだ」

　眼前で立ち止まり、木葉が誇ほこらしげに胸を張った。強調される二つの膨ふくらみを凝視しながら、いいんじゃねえのと相あい槌づちを打つ。

「小さいころから雄介は、私がものを壊こわすとすごいパワーだと誉ほめてくれたからな！」

「幼いころの俺、もっと言うべきことありませんかねぇ!?」

　その時、全身で俺にまとわりついているレンがびくんと跳はねた。

　え、何、ここから進化するのか？　第二形態があるのか？　勘かん弁べんしてくれ泣きそうだ。

　痙攣が収まり、レンは木葉を見て、ついに感極まったように一層激しく泣き出した。

「雄介は、自分が幸せにするから任せて……！」

「…………通訳は」

　木葉が俺を見る。できれば見てほしくなかった。

「……多分、小さいころの俺の話に反応したから、俺の親族とか友人とかの代表スピーチ、だと思われてるんじゃねえかな」

「そうか。いやまあそうだな。今のところ、君は一番任せたくないな」

　木葉は冷たく告げて、引きはがすべくレンの両りよう肩かたを摑んだ。

　って──木葉さん！　近い近い当たってる当たってるおっぱい当たってる！

　他の連中は真剣に実技やってたのに、なんて浅ましい奴やつだ。

　お前絶対ハニトラだろ！

「──以上が攻撃魔法を実戦において放つ上で考こう慮りよすべきことだ。では改めて、世界最さい高こう峰ほうの教材を見るとしよう」

　天を見上げ唇くちびるをかみ、必死に耐たえていると、やっと木葉がレンを俺から引き離はなした。晴れて自由の身となった俺に、クルーニー先生が不ふ憫びんなものを見る目を向ける。

「疲ひ労ろう困こん憊ぱいのところ悪いが、やれるか、英赤。せっかくなので、ターゲットの自動攻撃も設定しようかと思ったんだが……」

「……やれます、やれますとも！」

　憂うさ晴らしに魔法をぶっ放したいという気持ちしかなかった。







　都内某ぼう所しよ。

「いやどういう教育したらこんなことになるんですか」

　総理は思わず、心の声をそのまま発していた。対象は当然、レンだ。

『シミュレーションで婚こん姻いんに何千回も成功したとか言ってたが、逆に現実と妄もう想そうの区別がついてないぞ、お前のとこの子』

『さすがに引く』

　アメリカ大統領もイギリス首相も、露ろ骨こつに顔をひきつらせている。

　その中傷を受けていた、張本人である中国国家主席は──

『レン……！　よく、よく立派に育ってくれた……！　幸せになりなさい……！』

　洟はなをすすり、涙を滝たきのように流しながらモニターを見ていた。

　現実世界に取り残された──中国国家主席が勝手に向こう側へと飛んで行ってしまっただけだが──男三人は顔を見合わせ、ぎこちなく笑みを浮うかべた。







　攻撃ポイントに立つ。

　手に持つは長ちよう剣けん型がたの、量産型退魔騎装ナイトイレイザー〈デイブレイカー〉。

　自動攻撃してくるターゲット相手では、一いつ般ぱん兵卒なら五つぐらいは防ぼう御ぎよ重視で立ち回りつつ撃げき破はできるだろう。それを基準に考えれば、二ふた桁けた相手に無傷ならドン引き案件だ。

「雄介、他の退魔騎装ナイトイレイザーの方がいい、などの要望があれば聞くが」

「いやいや、こいつが一番なじむから別にいいよ」

　木葉の問いに答えると、彼女は不思議そうに首を傾かしげた。

「なじむ？　〈デイブレイカー〉が配備された時期には、もう聖剣を使っていただろう。使ったことがあるのか？」

「これ開発したの俺なんだけど……」

「え？」

「え？」

　アリーナを一いち陣じんの風が通過していった。誰だれもが、口をぽかんと開けている。

「あ……あ、あぁ、ああああああああああああああっ!?」

　沈ちん黙もくを破ったのは、俺を指さすアンブローズ嬢じようの絶ぜつ叫きようだ。

「お父様の！　第三世代型開発投資！　テストファイター！　貴方あなた、だったんですの!?」

「そうそう。軍事企き業ぎようと合同で新型を開発することになって、根幹設計とテストファイターやってたんだ。そん時にアンブローズ家の支し援えんを受けて、で、完成したのがこいつだ」

　鈍にぶく光る〈デイブレイカー〉をかざす。木葉は完全に絶句していた。

「…………いやいやいやいや、やりたい放題にも程ほどがあるでしょう、それ」

　エリーナが愕がく然ぜんとした声を漏もらす。

「おう。実際よくできてると思うぜ？　転てん換かんスピード調整とかフィードバックシステムとか、第二世代になかった機能全部詰つめ込んだ上でバランス取れてるし」

「退魔騎装ナイトイレイザーではなく、君自身の話だ……」

　木葉がこめかみに指を当てて、苦しげにつぶやいた。

　この〈デイブレイカー〉は片手で保持するには長い刀身であり、その実、長剣というより大剣と呼ぶべき代物だ。

　だがこれぐらいなら片手で振り回せる。視線でクルーニー先生に開始を促うながす。

「……よく見ておけ、だが魅み入いられるな。いつかたどり着くべき場所ではない……人類の限界値を知っておくのも、勉強の一つだ」

　どんな言い草ですか──口を開く暇ひまもなくターゲットシステムが起動する。

「────ッ」

　息を吸う。思考を切り替かえる。感覚を平時以上に身体からだへ没ぼつ入にゆうさせる。筋きん繊せん維い一本一本の動きが理解できる。感覚が拡張され、風に舞まう砂さ塵じんがスローになる。

　憂さ晴らし──だけではない。ちゃんと俺にも考えがある。今日までのリアクションを見る限り、俺の英えい雄ゆうとしての功績は、かなり尊敬とか敬愛とかの材料になるらしい。

　ならばそこを逆手に取る。

　あまりに隔絶した実力差を見せつける。住む世界が違ちがうことを思い知らせ、尊敬を恐きよう怖ふに反転させる。人間は同じ形をした異物を許容できるほど寛かん容ような生き物じゃない。

　周囲がドン引きする中でも俺に近づこうとするなら、そいつはハニトラ確定だ。

　というわけで──〈デイブレイカー〉に魔力を流し込む。銀色の魔力が粒りゆう子しのまま空間を揺蕩たゆたう。一秒が切り刻まれ、展開された数十の仮想ターゲットの、中心に据すえられた砲ほう口こうが発熱するのが見える。

　収束された魔力が拳こぶし大だいの弾だん丸がんとして放たれる──退魔騎装ナイトイレイザーを介かいしていない以上、収束率は低い。顔面直ちよく撃げきコースのものを、空いていた片手で払はらった。

　次々と放たれる攻こう撃げきの全てを、一歩も動かず叩たたき落とす。〈デイブレイカー〉は刀身の向きを変えるのみで弾道に割り込ませ防御。火花が視界を埋うめ尽つくす。その向こう側のターゲットを見み据すえた。

　下級攻撃魔法【スプレッド】を起動。単一の相手に撃うち込む【バリスタ】に対し、複数の相手をけん制する広こう範はん囲い攻撃魔法。流し込んでいた魔力を転換させ、刀身に魔ま法ほう陣じんを無数に貼はり付けた。それらから一いつ斉せいに収束魔力を放つ。

　ターゲットが放つ拳大の魔力弾を、一つ残らず撃ち抜く。空中で激げき突とつした魔力と魔力は拮きつ抗こうすることなく、一方的に俺の攻撃が貫かん通つうし、そのままターゲットに殺さつ到とうし、粉砕する。

　ターゲットの全ぜん滅めつを確認して、切っ先を下げ振ふり向いた。生徒一同が啞あ然ぜんとしている。

　視線を浴びながら、誰も一言も発さない空間の中央で、内心で拳を突つき上げる。

　──よっしゃ完かん璧ぺきィ！

「ま、こんなもんかな」

　かるーい調子でそう言うと──にわかに生徒らがこちらに走り寄って、俺を囲んだ。

　あれ？

「す、すごいすごい！　今のどうやったの!?」

「【スプレッド】だよね!?　全然【スプレッド】じゃなかったけど！」

「総そう攻ぜめ!?　総攻めだったの!?」

　え……ちょ……あれ？　想定と真逆の反応しかねえ！　あれぇ!?

　結局もみくちゃにされるがまま、俺への尊敬度が上がった。

　俺の計算通りだったら──全員ハニトラなんじゃねーか！　ふざけんな！
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　生活と食事は切り離せないものだ。みんな昼食は弁当か食堂で済ませるが、夕食となると選せん択たく肢しは多い。学園敷しき地ち内の商業地区には多くの飲食店があり、学生で賑にぎわっている。

　ただし、敷地の広さが災いし、店によってはモノレールで移動しなければたどり着けないほど遠い。そのため最も手っ取り早いのは、学生寮りようの一階に設置された、これまた学生食堂を利用することだ。

「ええと……どれが、美味おいしいんだ……」

　俺は寮の食堂の注文列で、見たことも聞いたこともない料理名の羅ら列れつに目を回していた。

「雄介さん、好きな食べ物とかないんですか～？」

「甘いの、とか」

「食べ物をお聞きしているのですが……」

　俺の前に並んでいるエリーナとアンブローズ嬢が、俺の発言に白けた視線を送る。

　いやそう言われても分かんねーよ。軍用レーションとかないの？

「あれなんてどうだ？」

　後ろに並んでいた木葉が、メニューウィンドウの一角を指さす。ええと、何、『サバの味み噌そ煮に定食』……ええ!?　魚って、味噌で煮るもんなの!?

「じゃ、じゃあそれで」

　何も分からないので、とりあえずおすすめされたものにしておく。

　各々トレーを持って、あらかじめ席を取っておいてくれたレンの下へ向かった。

　すごく自然に、五人で行動している。なんとなく不安になるメンバー構成だが、致いたし方かたあるまい。他に知り合いがいないし。

　席に座る。斜ななめ前のレンが、俺のお冷ひやに何かしらの粉薬を入れようとしてアンブローズ嬢に迎げい撃げきされた。出だしから不安が的中してる……

「いただきます」

　手を合わせ、箸はしを持つ。改めて見ると、サバ味噌、美味うまそうだな。

「さあブタ！　わたくしにあーんする栄えい誉よを与あたえてあげましょう！」

「はい、あーん！　です！」

　アンブローズ嬢が何か言った瞬しゆん間かんに、エリーナが肉の塊かたまりをフォークごと彼女の口に突っ込こんだ。それを行ぎよう儀ぎよく咀そ嚼しやくしてから、幼女は高貴さをかなぐり捨てエリーナに摑つかみかかった。

「……木葉、学生の食事っていうのは、こういう風に騒さわがしいのが普ふ通つうなのか？」

「さすがに、これは、違うぞ」

　制服姿の木葉が疲つかれ切った表情でぼやく。良かった、これが普通だったら外の世界怖こわすぎる。

「それにしても、君の実技は見事だったな」

「ん？　ああいや、木葉の方がお手本って感じですごかっただろ」

　かなりの腕うで前まえだ、とよく分からない太たい鼓こ判ばんを押すと──彼女は、自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。

「どうかな。私は……ここぞという時に、強さを発揮できたためしはない」

　自じ虐ぎやく的な声色に、思わず押し黙だまった。

　三人娘むすめの叫さけび声が食堂に響ひびく中で、俺は、木葉の横顔から目が離はなせなくなっていた。

「ずっと前に……幼いころ、同い年の少年と仲良くなったんだが……彼は、私の理想というか、信念みたいなものに共感してくれた。でも……消えた。私は彼を庇かばおうとして、意識を失って、救助された時にはもう、彼の姿は跡あと形かたもなかった」

「…………そっか」

　俺はサバの味噌煮を一切れ、口に含ふくんだ。美味しい。

　それを咀嚼し、胃い袋ぶくろに落としてから、唇くちびるを開く。

「分かるよ」

「え？」

「俺もさ、俺にすっげー大事なこと、教えてくれた女の子、いたんだ。まだ俺が小さくて……聖せい剣けんもない、英雄だなんて呼ばれてなかったころ。俺はあの子に、大事なことを教えてもらった。俺は彼女のことを大切に思っていた。でも……その子は俺を庇って、俺は気を失って、気づいた時には、消えてなくなってた」

「…………そう、だったのか」

　奇き妙みような合がつ致ちだった。俺も木葉も、かつて、守りたいものを守れなかった。

「だからこそさ、これから、あんな悲劇を起こさせないようにしないといけない。そうだろ？」

　意図して明るい声を出した。けれどこれは、確かに本心だった。

「ああ、そうだな」

　木葉も表情を力強いものに変えた。

　似た者同士なのかもしれないなと思った。だからこそ、力を渇かつ望ぼうした。守りたいと思えた人を守れる力。世界を、人類を守るためではない。本当に欲しかったのは、もっと小さな、ちっぽけなものを守るための力で──

「……なんていうか、木葉さんって、時々正妻みたいな顔しますよね」

　気づけば三人は同士討ちをやめて、じとっと俺たちを見ていた。

　いわれなき中傷に、木葉は顔を真っ赤にしてエリーナに怒ど鳴なる。

「せ……ッ!?　正妻とはどういう意味だ、この二号！」

「今しましたよね!?　そういうところですよ！」

　ついに木葉も交えて、四人で騒ぎ始めやがった。他の席に座っている生徒らが、ちらちらこっちを見ている。

　俺は四人を無視して、もう一度サバ味噌を食べた。美味しいと思った。今まで食べてきたものより格段に。

　でもなんとなく、マキナと暮らしていたころの料理が、恋こいしいなとも思った。








第三章　マイルームを守り抜ぬけ！









　懐なつかしい光景だった。

　一面に飛び散る鮮せん血けつ。人間の赤い血。人間の、馬ば鹿かみたいなピンク色の内側。全部ぶちまけた中央で笑う存在たち。俺を嘲あざけっている。間に合わなかった俺を嘲っている。

　荒あらい息が聞こえる。視界が明めい滅めつする。

　そんな中で、誰だれかがささやいた。もう、どこにもいないはずの存在の声。

『──お前は何も守れない』

　地じ獄ごくの底からとどろくような声だった。

　耳を塞ふさごうとする。目を閉じようとする。けれど声は永遠に反はん響きようしていた。

　それはいつも通りの、慣れてしまった悪夢だった。







　目を開き、朝日が部屋に差し込んでいるのを確認する。デバイスの着信音が響いていた。

　ベッドの上で転がり、デバイスを起動させた。

「……おざーっす。モーニングコールか？」

『調べ物のＢＧＭに、近きん況きよう報告でも聞こうかと思って』

　ウィンドウが立ち上がり、何か調べている最中のマキナが映った。

　立ち上がり、身体からだをほぐす。ベッド下を確認したが、レンはいない。安心したぜ、昨日はすやすや寝ねてやがったからな。

　窓の外を見れば、木の枝にとまった小鳥と視線が合う。ちゅんちゅん、と鳴かれたので、ちゅんちゅん、と挨あい拶さつを返す。俺は大自然を愛する男なのだ。クラスの役割当番では花の水やり係に立候補して見事射止めたし。水やり係の選挙で俺と激戦を繰くり広げたエリーナは、敗北し自らの退魔騎装ナイトイレイザーに涙なみだを流して謝っていた。

　マキナはそんな俺を見ながら、口を開いた。

『調子はどう？　そろそろ、最初の週が終わるでしょ？』

「ああ。ぼちぼちって感じだな」

　俺が桜おう束そく魔ま法ほう学がく園えんに入学し、最初の一週間が終わろうとしていた。明日は初の休日だ。

「振ふり回されてばっかな気がするけど、まあいいだろ」

『あのさ雄ゆう介すけ君さ、順調に絆ほだされてない？』

　鋭するどい指し摘てきだった。ぎくりと肩かたを震ふるわせ、俺は弁明を開始する。

「い、いやほら、あれだよ、絆きずなが俺の力になる的な」

『わあファンタジー！　でも適度な距きよ離り感かんは忘れないでね』

　ウッス。有無を言わさぬ、圧あつ倒とう的なアドバイスだった。

　気を取り直して、俺は近況報告を再開する。

「でも、楽しいっちゃ楽しいよ。それに、なんだかんだで、守れたものを再確認できるってのは嬉うれしいもんだ」

　マキナは複雑そうな表情を浮うかべた。

『そうね、そうやって、きちんと守れたものを確認するのは、いいことよ』

　優しい言葉に、少し笑った。錆さびた笑みだろうなとは分かっていた。

「けれど俺は、守れなかったものも、きちんと覚えていたいと思う」

『……あの子のことね』

　マキナも知っている、無力だったころの俺が、守れなかった少女。まだ時折夢に出てくる原初の記き憶おく。人体実験を受けて、記憶を失い、魔ま力りよく適性も失い、気づけばその身一つで戦場に駆かり出された。そして負傷したところを、その少女に救われた──けれど、俺は彼女を救えなかった。

　だからこそ。

「だからこそ、ちっぽけなものを守りたいと願った。今度こそと。原動力を得ることができた。彼女の言った通り──『ちっぽけなものこそ、守らなきゃいけない』」

『……うん。きっとその言葉が君の中にある限り、彼女は雄介君の力になってくれる』

　彼女の言葉──ずっと、ずっと生きている。胸の奥底に沈しずんでいる。人はそれを、古傷と呼ぶのかもしれない。けれど俺は、マキナのようにポジティブに捉とらえたいと思う。俺の力の源泉。俺の原動力。いつも俺の背を押してくれる存在。

　だから俺は──もう一度会いたいと、思った。

「……俺さ」

　切り出す際に逡しゆん巡じゆんした。マキナが訝いぶかしげな視線を向けてくる。

「あの子みたいな人を探してるんだ。運命の相手、ってわけじゃねえけど……ああいう子と出会って、うん、そうだな、できればお付き合いしたいかなーなんて」

『……雄介君……なんでいい話を煩ぼん悩のうに変へん換かんしちゃうの……』

　途と中ちゆうで照れ入っちゃったんだよ、うるせえな。

　だがマキナは声色とは裏腹に、薄うすく微笑ほほえんでいた。くすぐったくて、頰ほおをかく。

　仕方のない息子を見るような表情のまま、マキナは何か言おうとして──

　びっくりするぐらい脈みやく絡らくなく、真顔になった。

『なんかそれこないだ聞いた』

「え？」

『ちっぽけなものこそ……そう、木この葉はちゃんが言ってた気がする』

　木葉が？　同じことを？

「へへ……そっか、あいつも同じ信念を持ってるんだな。なんか嬉しいな、同じ信念を持つ人がいる、っていうの……あの子は決して間ま違ちがってなかったって証しよう拠こ、みたいな……まああいつ一番ハニトラっぽいけど」

　俺が喜びに顔を緩ゆるめていると、マキナは恐おそる恐るといった様子で質問を繰り出す。

『守れなかった少女、って、雄介君を庇おうとして、いなくなったんだよね？』

「……ああ。そうだぜ。笑えるよな。世界を救ったってのに、一番最初に、守りたいものを守れなかった……」

『いやそれはもういいから。あのさ、木葉ちゃん、男の子を庇って、けど自分だけ助かっちゃったって言ってるんだけど』

「おう、聞いた聞いた。だから俺とあいつは同じだ。今度こそ、俺も木葉も、守りたい人を守ってみせる」

　キリッと効果音が鳴り響ひびくほど、俺は決然と宣言した。

　だというのに──マキナは、完全に凍こおり付いていた。

『あれ？　これ、もしかしてなんだけど、あれ？　そういうこと？』

「は？　何がだよ」

　要領を得ない物言いに、疑問の声をぶつけた。

　しかし姉貴面はまるで聞いちゃいない様子で、別のウィンドウを見てぶつぶつ言ってる。

　それから。

『は────』

「は？」

『はああああああぁあぁあああぁあああああぁああぁあぁぁぁぁあああッッッ!?』

　聞いたこともないような絶ぜつ叫きようを上げた！

　キーンと耳が鳴り、聴ちよう覚かくが完全に死んだ。窓の外で木にとまっていた小鳥たちが、驚おどろいて飛び去っていく。

『照合取れた、取れちゃった……！　木葉ちゃんの住んでる近くで、雄介君が行方不明に一回なってる……！　こんなのバレたら木葉ちゃんが利用されるか消されるかしちゃう！　あ、胃が……胃が痛くなってきた……何よこれ、完全に運命の相手じゃない……』

「なあ、マジで今耳鳴りしかしてないんだけどさ、何言ってる？　とりあえず謝ってくんない？」

『つ、通信を終わります……どうしよ、本当にどうしようこれ』

「あ、ちょっ……切った!?　おい、お前ふざけんじゃねえよ！」

　結局朝食を食べる時もずっと耳鳴りがしていて、待ってくれていた木葉たちと筆談するハメになった。
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　どうにか授業が始まる前には、聴覚を取り戻もどすことができた。一時は治ち癒ゆ魔ま法ほうを使わざるをえないかと覚かく悟ごしたが、鼓こ膜まくは無事だったようだ。

「……以上の点から、現状の魔法において分ぶん析せき可能なのは、旧科学の領域を魔力で再現した場合に限られる。分類そのものから特とく殊しゆな補助魔法、具体的には不可視迷彩インビジブルや物理耐性コーテイング、認識阻害アンノウン、精神魔法耐性アンチメンタリズムなどだが、これらも旧科学で再現可能だ」

　立ち上がるウィンドウを見ながら、講義に耳を傾かたむける。

「では、旧科学で再現不可能な魔法とは一体何か？」

　教きよう壇だんに立つは、ダークスーツ姿でダテ眼鏡めがねをかけた咲さきノの芽め木葉先生だ。

　意外というと失礼だが、彼女の講義は極めて簡潔かつ分かりやすい。主に魔法の発展史については、木葉が授業を執とり行おこなっていた。

「魔法の分類──考えられる限りでいい、全部答えてみろ。アンブローズ」

　指名されたアンブローズ嬢じようは、木葉の雰ふん囲い気きのギャップに戸と惑まどいながらも立ち上がる。

「は、はい。基き礎そ的な攻こう撃げき魔法、防ぼう御ぎよ魔法、治癒魔法。加えて個人の資質に左右される属性魔法、補助魔法……そして稀き少しよう魔法ですわ」

「いい解答だ。では欠損した四し肢しを再現する治癒魔法はどこに分類される？」

「……ッ、稀少魔法、でしょうか」

「分かっているじゃないか。上級治癒魔法【リ・ビルド・マキシマム】は一いつ般ぱん的に、骨折の即そく時じ治ち療りようが限界と言われている──が、南アメリカ戦線において、ある看護兵が瀕ひん死しの兵士にこの魔法を使用した際、突とつ如じよとして兵士の欠損していた右みぎ腕うでと右足が再生され、破は裂れつしていた臓器も元に戻った」

　俺は該がい当とうする文章を冷めた目で読んだ。ずいぶん感動的な筆ひつ致ちだ。

「稀少魔法には二種類ある。既き存そんの魔法が、境界線を飛び越こえた結果発現する、不可思議な現象。これの具体例が先ほどの治癒魔法、その看護兵固有の魔法として再定義された稀少魔法【リ・ボーン】……そして、元より何な故ぜそのような現象が起きるのかも分からない、最初から境界線の向こう側にあるもの。こちらの具体例は、召しよう喚かん術じゆつや読心術、予知術だ」

　木葉は分かりやすく、話を適切に区切り、理解する時間を置きながら語る。

　特に稀少魔法は、分類できない小さな術たちも含ふくむ、難解なテーマだ。【リ・ボーン】はその中でも比ひ較かく的てき分かりやすく、有名な逸いつ話わである。

　ちなみにその瀕死の兵士は蘇よみがえって、ありがとうと看護兵に涙ながらに感謝し……次の出しゆつ撃げきで、今度こそ落命した。

　それを聞いた時の看護兵の、あいつの表情は、今でも脳裏に焼き付いている。

　物思いにふけっていると、隣となりのエリーナが手を挙げた。

「あの、先生、ということは、超ちよう上級大規模儀ぎ式しき魔法【ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ】も稀少魔法なのですか？」

「そうだ。超上級大規模儀式魔法【ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ】は【バリスタ】から派生する稀少魔法とされている」

　いや何度聞いても長なげぇよ！　教科書で二行にまたがっちゃってんじゃん！

　暗記するのも馬ば鹿からしい固有名詞から、咲ノ芽先生は話を一般論に広げる。

「稀少魔法……我々にとって未知、非理解の領域にあるこれらは、使いこなせば極めて強力な武器になる」

　だが。と咲ノ芽先生は言葉を切った。

「我々にとっての稀少魔法は、魔物にとっては基礎的な魔法だ。低級の魔物ですら【リ・ボーン】クラスの治癒魔法を行使する。また、我々が退魔騎装ナイトイレイザーのプログラムによって魔法を行使するのに対し、魔物は呪文スペルという音声認識のみで魔法を行使する。我々が相手取るのは、ただそういう存在なんだ」

　教室の空気が重いものになる。純じゆん粋すいな魔法対決では、人類に勝ち目はない。

「また他にも違ちがいといえば、人間でいうところの脊せき髄ずいがないというのが挙げられる。そのため魔物は痛みや熱などの刺し激げきに対して、我々が行う脊髄反射に該当する行動を行わない。近接戦せん闘とう時にそのズレから隙すきを見せてしまい、落命する兵士も大勢いる」

　木葉の言葉は教科書にも書かれている。そうそう斬ざん撃げきが浅いと平気で無視して突つっ込こんでくるから超ちよう怖こわいんだよね。

　そんな益やく体たいもないことを考えていると、授業終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。

「時間だ。授業は以上で終了とする。放課後にまた連れん絡らくがあるだろうが、学園内で、短期間の記き憶おく喪そう失しつ症しよう状じようが見られている。原因は調査中だが、症状が出た場合は報告するように」

　えらい物ぶつ騒そうな話が飛び出てきたな。

「それと、来週には新入生テストがある。各自復習して備えておけ」

　新入生テスト！　そういうものもあるのか！　……まあ大だい丈じよう夫ぶだろ。

　ちょうど昼休みに差し掛かかり、クラスメイトらは弁当を取り出したり食堂に向かったりしていた。







　エリーナが珍めずらしく昼食に誘さそってくれなかった。間違えた誘ってこなかった。

　木葉も教師としてやることがあるらしく、俺は無様にも食堂の注文列に一人並んでいた。前後の生徒がすごく緊きん張ちようした様子で、じっと床ゆかを見ている。もっと楽にしてくれ。ここにいるのは人じん畜ちく無む害がいな好青年なんだ。

「ああ英えい赤せき君！　いつものお嬢さんたちはいないの、何にすんの？」

　食堂のおばちゃんが元気よく俺の肩かたを叩たたいた。

「あー……じゃあ、サバ味み噌そください」

　はいよ！　とおばちゃんは威い勢せいよく返事をしてくれた。

　食堂を見み渡わたす。みんな騒そう々ぞうしい。普ふ段だんは俺の席も騒さわがしいのだが、今日はそうでもないらしい──と、窓際の席で、一人座っているアンブローズ嬢を発見した。

　おっと知り合いを見つけただけで我ながら露ろ骨こつにテンション上がったな。いいのかこれ。

　サバ味噌定食のトレーを受け取り、俺はアンブローズ嬢が座る席に歩み寄る。

　自分から行くのはどうなんだと思ったが、素直に、一人で飯食うよりはハニトラ一人を迎げい撃げきしてる方がいい。

「アンブローズ嬢、ここいいか」

「え？」

　声をかけると、彼女は目を丸くして俺を見た。

「誰だれか待ってるのか？」

「い、いえ、そういうわけではありませんわ」

　ならよし、と二人席の真向かいに座る。

「何か考え込んでたみたいだな」

「ええ。深窓の令れい嬢じようは週に一度、窓の外を見て、黙だまりこくっていなければならない、とお父様から言いつけられておりまして」

「嫌いやな英才教育だな！」

　しかも中身が中身だから、完全にパチモンじゃねえか！

「ですが……この一週間。わたくし、思ったより、あの騒がしい空間を好きになってしまったようです」

「ははっ」

　俺も同じだよ、とはさすがに言わなかった。餌えさをやるつもりはない。

「ええ。ですから……貴方あなたが今来てくれた時、本当は、すごくうれしかったですわ」

　そう言って、アンブローズ嬢は両手に顎あごを乗せて、花開くような笑みを浮うかべた。

　実際見た目は深窓の令嬢だったから、そのギャップもあいまって、心臓が跳はねた。

　……ッ。やば、今の、結構本気でドキっとした。可愛かわいいと思った。

「そりゃ、良かったよ」

「あら？　あらあら？　もしかして今、照れておりますか？」

「てッ、照れてねーよ！　それより新入生テストの話しようぜ！」

　無理やり話題を変えたが、アンブローズ嬢は子供を見守るような温かい視線を俺に向けている。クソ！　完全にママじゃねえか！　いいのか、食堂でオギャるぞテメェ！

「確かに、目下考えなければならないのは、新入生テストですわね。アンブローズ家の名に懸かけて、生半可な成績を取るつもりはありません」

　彼女は毅き然ぜんとした表情で言い放つ。それから、手元のロールケーキを一口食べた。

「ですがそれは、貴方も、〈英えい雄ゆう〉も同じでしょう」

「まーな。これで成績悪かったら、割と多方面に面目が立たねえ」

「共同戦線はいかが？」

　思わぬ提案だった。つまり一いつ緒しよに勉強しようってことだよな。教えるんじゃなくて一緒に勉強するのはちょっと興味があるな……

　俺が唸うなっていると、アンブローズ嬢はそっと顔を寄せて、声を落とした。

「実はあるツテから、昨年の試験問題を入手いたしましたわ」

「ま……マジかよ!?」

　入手したという事実に驚おどろいたのではない──こんな、こんな典型的な学生イベントが発生するとは！　やばい！　俄が然ぜんテンション上がってきた！

「ええ。その上で、問題の基礎から応用まで解説できる貴方の助力は心強いですわ」

　アンブローズ嬢は蕩とう々とうと語る。なるほど、結構合理的だ。

「また、雄介さんにもメリットがあります。ご自身が発案した基き礎そ戦せん闘とう理論と現行の基礎戦闘理論とのズレ、まだ戸惑っているでしょう？」

「……バレてたか」

　降参の意思表示として両手を挙げた。おっしゃる通り、苦戦気味だ。

「その点は一緒に勉強することで教えられますわ。win-winでしてよ」

「おお、そういうことなら」

　安やす請うけ合いをした後、ごく自然に言いくるめられたことに気づく。さすがだな、交こう渉しよう術までしっかり学んでいるとは。

「話はまとまりましたわね。今日の放課後、そちらの部屋に向かいます。きちんと掃そう除じをしておきなさいな」

　いつの間にかアンブローズ嬢はケーキを平らげ、食後の紅茶も今、飲み干した。ではまた後で、と告げて席を立つ。

　俺の眼前には、冷めそうになっているサバ味噌定食が残された。

　黙もく々もくとサバ味噌を食べる。そうか、授業終わったら、部屋片づけなきゃ。いや全然物ないし、掃除することがねえな。

「ん？」

　あれ？　ごく自然に受け入れてたけど、もしかして、部屋に女子上げることになった？

　レンが侵しん入にゆうすることは多々あるが、それだって見つけ次第つまみ出してる。

　これはまずい。ハニトラ的にもまずいし、大体個室で女子と二人きりとか何すればいいのか分かんねえよ！

　どうする、どうすれば俺の部屋を守り抜ぬける。あと俺の貞てい操そうとか。

　考えろ。考えろ俺、かんが──

「……いや待て」

　天てん啓けいが下りてきた。そうだ。思えば、守りの姿勢は、俺らしくもない。

　唇くちびるがつり上がるのが分かった。方針が決まったなら、後は実行あるのみだ。

　俺は勝利の確信を抱いだきながら、サバ味噌をかき込み始めた。




　　　　◇




　放課後。

　テーブルをずらして勉強会っぽい何かができるようにした。

　とりあえず座るスペースさえあればいいのだから、これで問題ないはずだ。ゴミも片付けた。準備は万全である。

　俺が満足げに頷うなずいていた時、ドアがノックされた。

　入口まで歩いて、ドアを開けた。顎を引くと金きん髪ぱつ縦ロールが目に入る。

　トートバッグを肩にかけたアンブローズ嬢じようだ。

「し、失礼いたします」

　少し緊張しているようで、彼女の挨あい拶さつはどもり気味だった。考えてみれば、彼女が俺の部屋に入るのは初めてだ。

「いらっしゃーい。飲み物、水しかねえんだけど大丈夫か？」

「い、いえ、きちんと自前のものがありますわ」

　彼女はトートバッグから水すい筒とうを取り出す。ぎこちなさはまだ消えていない。

「それより、その……よく考えれば二人でしたわね……」

「…………」

「ま、まあ？　わたくしの美しさを至近距きよ離りで浴びたからといって、変なことはしないようにしてくださいます？」

　その言葉に、俺は曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

「と、とにかくっ、失礼させていただきますわっ！」

　自分を奮い立たせるためだろうか、わざとらしく金髪をなびかせて、彼女は俺の部屋の中に意を決して踏ふみ込んだ──そして瞬しゆん時じに凍こおり付いた。

「先生として……頼たよられたと思ったのに……」

「雄介さんの馬ば鹿か……」

「自分と他の女を同列に扱あつかうなんて、度し難い……」

　部屋のテーブルそばには、意い気き消しよう沈ちんした様子の、（スーツ姿なので）咲ノ芽先生、エリーナ、レンが既すでに座っていた。

　アンブローズ嬢はしばし言葉を失った後、ぐりんと顔をこちらに向ける。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみの奥には『どういうことだよお前』と叫さけぶ炎ほのおが猛たけっていた。

　馬鹿がよぉ！　俺がお前とタイマン張ると思ってたのか、おめでたいなぁおい！

　一挙に集めちまえば互たがいに牽けん制せいして動けねえだろ。その中で無理に動こうとすれば目立つ。俺にだって分かる。残念だが今日ここでは、お前らは何もできねえ。

　ハニトラにはハニトラぶつけんだよ！







　テーブルを五人で囲む。これが勉強会というものか。

「……納得がいかない。何な故ぜこのような大人数に」

　未いまだ不満を垂れるレンに対し、粛しゆく々しゆくと告げる。

「俺たちは同じクラスの仲間だ。持ちつ持たれつで絆きずなをはぐくむ相手だ。なら、共に高め合うのは当たり前だろうが」

　混じりっけのない大おお噓うそに、レンは息を吞のむ。

「雄介と……持ちつ持たれつ……？」

「うん。いやまあ適度な距きよ離り感かんを維い持じしつつ、持ちつ持たれつだ」

「……自分、頑がん張ばる……!!」

　押し切れた。ちょろいもんだ。

　だがこれで終わりじゃねえ。今回の目標は『ハニトラを封ふう殺さつしつつ青春を謳おう歌かすること』だ。つまり、俺はこのメンツ相手に、勉強会を完かん遂すいしてみせる……ッ！

「クククッ……じゃあアンブローズ嬢、例のブツを頼たのむ」

「どんな言い方してますの？」

　いかん。初動がうまく行きすぎて、自分でも信じられないぐらい浮うわついている。

「本当に過去問を入手していたのか……まったく。そんなものにすがる前に、毎日の予習復習が大切なんだぞ」

　咲ノ芽先生からのありがたいお言葉を、一同そろって無視した。

「とにかく見てみましょうよー、過去問がどんなのか！」

　エリーナの言葉にアンブローズ嬢は頷き、全員のデバイスにデータを送信してくる。

　胸の高鳴りを感じながら、俺はそのデータを開いた。

　でかでかと表示される『新入生テスト』の文字。

「桜束魔法学園の桜束とは、『桜のように花開く次世代の才能を束ねる』という意味があるそう。だから目標が高い分、例年テストの難易度も高いと自分は聞いている」

「……その、学園の由来については思うところはあるが……事実として、決して油断できないように問題を組むとクルーニー先生もおっしゃっていたぞ」

　木葉とレンの補足。それに引っ張られたのか、エリーナがむむっとうなる。

　難しい問題があったのだろうか。

「えと、すみません。問３、誰だれか分かります？」




『問３　英赤雄介の出身地を述べよ』




「俺が間ま違ちがえる要素ねえなこれ！」

　まさかの個人情報暗記問題に、割とデカめの声が出た。

「……確か、日本の中部地方だったはずですわ、ええと」

「長野県な」

　俺が答えると、エリーナは目を丸くした。

「じゃ、じゃあ『問５　英赤雄介の血液型を述べよ』は？」

「ＡＢ型だ」

「なら、『問18　英国魔法師部隊隊長ウィリアム・ベルックは猫ねこ派はだが、英赤雄介は？』」

「犬派」

「凄すごい！　全問正解ですよ！」

「当たり前だろーが!!」

　ていうか最後の何？　フェイントの意味ある？

「さすが雄介、恐おそろしい正答率……！」

「目の前にいるの誰だと思ってんのお前」

　ストーカーが尊敬のまなざしを向けてくる。意味が分からない。

「よく考えれば……〈英雄〉から直じき々じきに教えてもらえるのならば、知識問題はほぼクリアできますわね……」

「なんでテストの知識問題が俺の個人情報で構成されてるの？」

　もうこの学園やめていいかな。

　現実逃とう避ひを始めた俺に対して、四人はしばし黙だまった。

　それから恐る恐る、アンブローズ嬢が口を開く。

「これ、勉強会を開いた意味、あんまりありませんわね」

「じゃあ勉強会やめません？　やめます！　ほら、ゲームしましょうよー」

「こいつ、問答を自己完結させやがった……」

　アンブローズ嬢の指し摘てきに乗っかって、エリーナが勉強会の終しゆう了りようを宣言した。

　そのまま彼女は、制服のポケットをごそごそとあさる。

　なんだ？　ゲームって言われても、テレビゲームとか俺あんまし分かんねえよ？

　だが予想に反して、彼女が掲かかげたのは俺でも知ってるゲームだった。

「じゃじゃーん！　トランプです～！」

　うわ懐なつかしい。前線の娯ご楽らくとしてメジャーだった。レーション賭かけてやることもあったっけな。

「五人もいますし、大だい富ふ豪ごうでいいですかねー」

　エリーナが慣れた手つきでカードを混ぜる。大富豪、配られるカードの運に大きく左右される勝負だ。

　……トランプゲームか。密室。俺と、それ以外はハニトラ。

　委細承知した。これは負けられねえ戦いだ。

　だって、負けたら何命令されるか分かったもんじゃねえ。

　運命は志のない者を引きずっていく。だが志ある者は、運命に導かれる。俺は後者だ。

　初動でハニトラを封殺すること自体は成功してるんだ、今日の俺には流れが来ている。

　配られた手札をガバリと返し確認する。

　──この勝負、悪いが勝たせてもらう……！







　そんなわけで大富豪を二十戦ほどやったが。

「ぐ、ぐぬぬ……！」

　エリーナが苦しそうにうめく。もう奴やつの手札にＪ以上がないことは看破している。

　カードを触さわれば指し紋もんがつく。戦役で培つちかった俺の視力をもってすれば、その指紋を読み取ることは容た易やすい。魔ま物ものの次の動きを読むより数百倍楽だ。

　だから、場に一度出たカードは、以後決して見み逃のがさない。

　俺にはもう四人の手元しか見えていない。だが逆に、見えるはずのないカードの絵え柄がらまで透すけて見える。見えすぎるぜ。

「パスなら、俺のアガリだな」

「……ぱ、パスです」

　最後の手札を場に放り捨てて、俺は両りよう腕うでを天高く突つき上げた。

　これで俺の二十連勝だ。勝った……！　いろいろと守り抜いた……！

　カードのみに集中していた意識が緩ゆるみ、思わず息を漏もらした。

「そんな──ここまで脱ぬがせておいて、まるで無反応だなんて──！」

　アンブローズ嬢じようの言葉に、思わず首を傾かしげる。

　それから周囲の様子を確認し、俺は凍り付いた。

　脱ぎ散らかされた女子の制服。上着、スカート、果てはワイシャツやブラジャーまで。

「────ッ!?」

　見れば、俺を囲む女子四人は、全員あられもない格好に剝むかれていた。ワイシャツしか着ていないエリーナなんてマシな方で、レンはもうパンツと靴くつ下したしか穿はいておらず、胸を両腕で隠かくしている。

　あれぇ!?　何やってんのこいつらッ!?

「勝てば脱がせる、負けても脱げる──どう転んでも勝ちのはずだったのに、一方的に服を脱がして無視するなんて……こういうのもイイ……！」

　頭の沸わいた発言をするレン。

　そ、そうか。これ俺が勝っても負けても、こいつらにとっては得だったのか！

　なんてことだ、勝負の土台からひっくり返してきやがった。戦いが始まった時点で、俺は大局的には負けていたのか……ッ！

　半はん裸らの美少女に囲まれ、ドッと冷や汗あせが吹ふき出る。

　やばい。どこを見ても肌はだ色いろで、身体からだ中が熱い。な、何か言ってごまかさないと。

「お、おなかすいたし、何か食べたいかなぁ……」

「わたくしたちを食べるつもりですかっ!?」

　余計なこと言うんじゃねえよ脳内ピンク幼女！

　墓穴を掘ほった俺が青ざめていると、下着姿の木葉がすっと手を挙げた。

「夕ゆう餉げの心配ならしなくていい。こんなこともあろうかと、食堂の方にお願いして食材をもらってきた」

　言われてみれば、木葉はいったん席を外して戻もどってきてから、冷蔵庫に何やら詰つめ込んでいた気がする。五人分ともなれば結構持ってきたんだろう。

「すぐに作る、待っていろ」

　そう言う木葉は、いつの間にか下着の上にフリッフリのエプロンを着ていた。

　早はや着き替がえ技術なんなの──じゃねえ！　その格好はやばい！　下着が隠されて、なんかこう、他に何も着てないような……何だこのドキドキは……かつてない興奮は……!?

　やっぱこいつが一番ハニトラだろ！

「お、お待ちなさい！　料理といえば自分、みたいな顔をしていますわよ木葉さん！　そんなだから、正妻面づらと言われるのです！」

　直球の暴言に対し、木葉はやれやれと嘆たん息そくした。それから、いつの間にか持っていたお玉をピシャリとアンブローズ嬢に向ける。

「アンブローズ……エプロンを着ている私のことは咲ノ芽シェフと呼べ」

　シェフは裸はだかエプロンしねえだろ！

　結局他の三人も負けじとキッチンに向かい、並んで料理を始める。

　いやその、まず、服を着ていただけませんか……？




　　　　◇




　都内某ぼう所しよ。

　いつもの部屋のいつもの円えん卓たくには、雄介の部屋の音声が流されていた。木葉が部屋に放った、不可視迷彩インビジブルを付ふ与よされたドローンによるものだ。服を脱ぎ始めた段階で、映像はカットされた。

　総理は調理の音を聞きながら、思考をめぐらせる。

　料理──胃い袋ぶくろを摑つかむという言葉もある。ここで他に差をつけることは、大きなアドバンテージだ。

『レンは英えい雄ゆうの好みを熟知している。最適解を迷うことなく選ぶだろう』
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　中国国家主席は粛しゆく然ぜんと語った。

『キャス様の手料理が食べられるなんてうらやましい……！』

　イギリス首相は歯を食いしばりモニターをにらんでいた。

『フン、エリーナの圧あつ倒とう的な女子力に震ふるえるがいい』

　アメリカ大統領は不敵に笑った。

　全員、勝ちの目を見み出いだしている。いや一人違ちがうのもいたが、総理は優しいので無視した。

（どうしてこう、休む暇ひまもないんだろうねえ……）

　嘆息し、椅い子すのコンソールを密ひそかに操作する。協力者マキナ・アーデンクルスへの連れん絡らく。『〈天雷姫ケラウノス〉に場を調整させろ』。極めて曖あい昧まいな命令だが、場がどう転ぶか分からない以上、命令に解かい釈しやくの余地を持たせるのは必然だった。

　さてどうなるか──総理は腕うでを組み、少女らの動向を見守った。







　調理が完かん了りようし、テーブルに料理が並んだ。

　四人はいそいそと座り（懇こん願がんして服を着てもらった）、俺がどれに手を付けるのか見守っている。

　ごくりと唾つばをのんだ。社交パーティ的な場所に呼ばれても、食事の暇なんてなかった。偉えらい人の激げき励れいを聞き流し、時折頷うなずいておけばよかった。

　だが今この場では、それは通用しない。

「い、いただきます……」

　どうやら俺が手を付けるまで、こいつらテコでも動かねえつもりらしい。

「じゃ、じゃあサラダから……」

　手前から食べることにした。野菜と、それにスナック菓が子しが振ふりかけられたもの。

「……ん？　これ料理じゃなくないですか？」

「これはれっきとした料理」

　エリーナの疑問を切って捨てたのは、作り主であるレンだ。

「作った人間が料理と呼べば、それは料理」

　まあ、確かにそうですね、とエリーナも頷いた。

　サラダ──新しん鮮せんな野菜とスナック菓子。あ、このお菓子美味おいしいな。

　五人分もあるので、小皿分だけ食べ終わってから、俺は次に食べる料理を探す。

「次は……これかな？」

　目を付けたのは、アンブローズ嬢が作ったシチューだった。

「でもなんか、意外だな。料理とかするんだ」

「家では使用人が作りますが、興味があって簡単な料理を習っておきましたの」

　ふふんと胸を張るアンブローズ嬢。へーと相あい槌づちを打って、一口食べる。うん、美味しい。

　視線をめぐらせる。テーブルに並んでるのはあと二品。

　その片方は、こう、それこそ社交パーティに並んでたのみたいに、キラキラしてた。

「おや？　おやおやおや～？　どうやら雄介さん、私が作った煮に込こみハンバーグに興味を示してしまったみたいですねえ～？」

　エリーナは完全に勝利を確信していた。挑ちよう発はつ的な物言いに対し、他三人がムッとする。だが、この中で見栄えがいいのは間ま違ちがいなくこれだ。ハンバーグの上にチーズとか載ってるよ。載せていいの？　これ違い法ほう行こう為いじゃないの？

「こういう領分は私の独どく壇だん場じようですよ！」

　へーと相槌を打って一口食べる。美味しい。

　それから最後の品──木葉が作った料理を見た。

「……ピッツァだ」

　一同、何とも言えない顔になった。

「いや、こう、もっと開けた空気というか……パーティ感を出したかったんだが……」

「だからって、何な故ぜピザ……？」

　レンの疑問は至極当然だった。俺もそう思うよ。

　一切れ手に持つと、とろりとしたチーズが伸のびる。そのまま食べるが、うん、美味うまい。

　全部美味しいね。

「──ではでは、一番好きな料理を決めていただきましょうか！」

「やはりこうなるのか……」

　エリーナが立ち上がり、ビシィと俺を指さした。木葉が頭を抱かかえ呻うめいている。

「ちなみに勝者には週末の休日を雄介さんと共に過ごす景品が待っています」

「……ッ!?　エリーナさん貴女あなた、勝ち筋を確保した後に言い出すのは卑ひ怯きようでしてよ!?」

　ギャーギャーといつも通りのキャットファイトが勃ぼつ発ぱつする。一生やってろ。

　でも、それどころじゃない。

　俺は並んだ料理を前にだらだらと汗を流す。

　──すまん。根本的に味の善よし悪あしが分からない。

　マキナよりは上手なんだろうなってのは見た目で分かるが、その、軍用レーションとマキナの手料理しか分からねえから、正直全部美味しい、でもどう美味しいのか分からない。順位付けもできねえ。

「さあ答えてください！　どの料理が最も好みでしたか!?」

「……おん？　美味しいかどうかと、好みかどうかは、別なのか？」

　物言いに引っかかって、思わず問うた。エリーナはきょとんとしてから、頷く。

「はい、多分別だと思いますよ。美味しいのにあんまり好みじゃないとか、美味しいってわけじゃないけど好きだとか、そういうのはあると思います」

「…………そう、か」

　思わず、笑ってしまった。

　なんだよ、全然普ふ通つうのことだったんだな。

　目を閉じれば、いつでも思い出せる。

　一いつ軒けん家やのキッチンで右往左往するマキナ。俺が作ろうと言っても、マキナは譲ゆずらなかった。そして涙なみだ目めになりながら、焦こげてたり、形が崩くずれていたりする料理を運んできた。

　あれはきっと──俺に、知ってほしかったんだろうと、思う。戦場以外の世界を。そういった世界の楽しみを。

　市街地に出ることは許可されず、実質軟なん禁きん状態だった俺に、少しでも外の世界を教えようと、努力してくれていたんだと思う。

　突とつ然ぜん笑い始めた俺を、全員訝いぶかしげに見ている。咳せき払ばらいを挟はさみ、俺は決然と勝者を述べた。

「勝者、マキナ。マキナ・アーデンクルス」

「…………はい？」







　都内某所。

　各国のトップに立ち、世界を牛耳る男たちは、狐きつねにつままれたような顔をしていた。

『……え？　なんで？』

『マキナ・アーデンクルスって、あのマキナ・アーデンクルスのことか？』

『この場で何故、史上最高の戦術指揮官の名が出てくる……？』

　一同顔を見合わせる。

　困こん惑わくはモニターの向こう側も一いつ緒しよで、女子ら──主にエリーナ──が雄介の胸倉を摑み、何でそうなるんだよと問い詰めながら揺ゆさぶっていた。ただ木葉だけが、苦笑しながら、さすがにそれは勝てないなとぼやいている。

「……良かったですね、アーデンクルスさん」

　総理は笑って、会議室の片かた隅すみにたたずむ金きん髪ぱつの美女に声をかけた。

　女性──マキナ・アーデンクルスは、すっかり恥はじ入った様子で指と指を突つき合わせた。

「い、いえその、あまりうまくはできていなかったと、思っているのですが……」

「いやいや。料理は上手とか下手とかじゃないんです。愛ですよ、愛」

「あッ……愛ですかッ!?」

「もちろん、料理には必ず愛が入ってなければいけないとも思わないですよ。手間を削けずっても別にいい。レトルトでもいい。加点方式で絶大な効力を発揮する、というのが私の言いたいところなんですが……」

　総理はそこで言葉を切った。どうやら何も頭に入ってきていない様子で、マキナは額のてっぺんまで赤くして悶もだえていた。

　やれやれと肩かたをすくめる。思わぬ番ばん狂くるわせはあったが、この場を穏おん便びんに切り抜ぬけることには成功した。そういう点では、総理はマキナに最大限の感謝を送りたかった。

　椅子に深く座り直し、モニターを見る。

『だから、この場にいない人を選んだのは百歩譲ゆずったとして、私の料理がどこでどう負けたのかを教えやがれと言っているんですっ！』

『終戦後ずっと食べてたから、あの中ちゆう途と半はん端ぱな不味まずさがないと物足りねえんだわ』

『中途半端な不味さって何ですか!?』

『俺にも分かんねえよ！　でもあれがないとダメなんだよ！』

『明らかに怪あやしい中毒性があるじゃないですかッ!?　この場にいない人間が一位なら、私たち全員同率一位ってことでもいいですよね!?』

『分かった！　もうそれでいいから揺さぶるな！』

　モニターから聞こえてきた、怒ど鳴なり合い──総理はさっと血の気が引くのを自覚した。

「……………………………………………………」

　会議室が冷気に包まれる。決して冷属性魔ま法ほうがぶちまけられたわけではない。

　極限まで凝ぎよう縮しゆくされた怒いかりは、熱を通り越こして寒気に変へん換かんされるものらしい。

　通信していた各国首脳が、引きつった笑みを浮うかべ冷や汗あせを垂らす。

『おっと、犬の散歩があった』

『ティータイムの時間だな』

『太たい極きよく拳けんやらなきゃ』

「あ、ちょッ……え、噓うそ!?　そんな即そくで通信を切らなくても！　ええッ!?」

　ブツリと通信を切断され、総理は額に汗をにじませる。

　恐おそる恐る振り向く。

　恐きよう怖ふを通り越して笑いだしてしまいそうな殺気の主は──にこにこと笑っている。

　総理は初めて、見ただけで死にそうになる笑顔があるのだ、ということを知った。








第四章　激げき闘とうのホリデイ









　桜おう束そく魔ま法ほう学がく園えん兵科学生寮りよう。

　夜も深まり、風のささやきがよく聞こえる時間帯。

「本当に意味が分かんないです。今まで生きてきた中で、一番人を殴なぐりたいです」

　ラフな部屋着姿で、エリーナ・アートフィールドは学習机一面に積み上げたファストフード店のハンバーガーをガリボリムシャパクと貪むさぼり食っていた。

　唇くちびるにはケチャップや照り焼きソースが付着している。それをぺろりとなめとって、彼女は陰いん惨さん極まるため息をついた。

　会話の相手は、母国のトップ、アメリカ合衆国大統領だ。

『想定より苦戦しているのは間違いないが、君の戦果は確かなものだ。〈男性種ハイエンド・の天敵チヤーミング〉の名に恥じない働きをできているとも』

　大統領はねぎらったが、エリーナはそれを鼻息荒あらく否定する。

「そんなわけないでしょうッ！　一週間が経過しようとしているんですよ!?　当初の予定ならもう西海岸の一軒家で私の両親と祖父母とゴールデンレトリバーのヘラクレイトスと一緒に暮らしているはずじゃないですか！」

『犬の名前ゴツくない？』

　通信相手の困惑にはまるで興味を示さず、エリーナは引き続きハンバーガーをむしゃむしゃと食べる。彼女が昔から頼たよっているストレス発散法だった。どういう理り屈くつか、脂し肪ぼうは一か所にのみ集中している。

「大体、あの男、まるで研修通りにいきませんよ！　カリキュラムの修正を要求します！」

　エリーナが思い返すは、本国で受けたハニートラップ用の訓練。

　成人男性──を模したロボット相手に話しかけ、それから自然な動作で隣となりをキープし、腕うでを組み、上うわ目め遣づかいに愛を囁ささやく。タイミング。角度。声のトーン。接せつ触しよく面積。すべてにおいて完かん璧ぺきな成績に、ロボットの頭部バイザーが花丸マークを表示する。

　厳しいテストを乗り越えたという自負があった。それはプライドと呼んでもよかった。

　だが──今まで積み上げてきたもの、一切が通用しない。苛いら立だちは意識の表層にも表れ始めている。

『現在、対英えい赤せき雄ゆう介すけ専用のプランニングを行っているが……正直に言おう。我々は彼を侮あなどっていた』

　あごひげをさすりながら、大統領は断言する。

『戦場だけではない。恋こいにおいても、あの男は一いつ騎き当とう千せんと言っていいだろう。一体全体、あれほどのテクニックをどこで手に入れたのか』

　偶ぐう然ぜんと勘かん違ちがいの積み重ね──それは異性経験ゼロの哀あわれな男を、百ひやく戦せん錬れん磨まの伊達だて男おとこにすり替かえていた。当人が聞けば爆ばく笑しようした後、馬ば鹿かにしてるのかと青筋を浮かべるだろう。

　純度百パーセントの虚きよ像ぞうを相手にして、大統領とエリーナは唸うなる。

『とにもかくにも……他国に後れを取ることだけは避さけたい。明日の休日、全員同率一位という名目でデート権は確保できたはず。そのプランを練っておきたまえ』

「……イエス、サー」

　通信を終えて、エリーナは別のウィンドウを開く。それは学園敷しき地ち内の商業地区のマップと、店てん舗ぽ一覧だった。

　プライドがある。実績がある。折れたくないという意地がある。

　故にエリーナ・アートフィールドは、最も正統派であり、そして最も努力を積んでいるハニートラップと言えるだろう。







「死にたいですわ」

『キャス様、お気を確かに！』

　キャストルテ・アンブローズは──光を失った瞳ひとみで虚こ空くうを見つめ、空のティーカップを何度も口元に運んでいた。可愛らしい部屋着も、幾いく分ぶんかしなびて見える。

　そんな彼女に対し、イギリス首相は必死にエールを送っていた。

「……さっき廊ろう下かですれ違ちがった時、あの男、『おっアンブローズ嬢じようじゃーん。飴あめちゃんいる？』とか言ってきましたわ……明らかに親しん戚せきの年下の娘むすめに対する接し方ですわ……」

『奴やつが節穴なのです！　これだけ一緒に過ごしておきながら〈妖艶なるピグレツト・支配者クイーン〉たるキャス様の魅み力りよくに気づかないとは何たる唐とう変へん木ぼく！　羨うらやましい！　許せん！』

　ぷんすこ、と首相は憤いきどおりを隠かくさないが、キャストルテはそれどころではない。

　日々続く空回り。正直に言えば、彼女はハニートラップを単に自分の美を証明する機会だと思って受じゆ諾だくした節がある。かつて言われた『場ば違ちがい極まりない』という評価は、実に正せい鵠こくを射ている。

「このわたくしが、男相手に首輪を付けようとして一週間も足あし踏ぶみするとは……」

『我々も行動科学的な面からアプローチをかけておりますが、奴は恐るべき男です。見込みが甘かった──ですが、奴も死に物もの狂ぐるいで抵てい抗こうしているだけにすぎません』

「……本当に？」

『ええ、ええ！』

　だんだんと、キャストルテの瞳に光が戻もどってくる。

『一押し、何かクリティカルなものがあれば、コロッと、コロコロコロッといきますよ、あのタイプは。蓄たくわえた欲よく望ぼうは計り知れないでしょう。もう脳内ピンク色ですよあの男』

　実に的確な分ぶん析せきである。

「な、るほど、なるほど。そうでしたか。そんなところだろうとは思っていましたわ」

　声にハリが戻ってきた。先ほどの、ダウン寸前のボクサーのような雰ふん囲い気きはもうない。

『キャス様。明日のデートこそチャンスです』

「ええ、ええ！　ならば明日こそ、わたくしの奴ど隷れいにしてあげましょう、あのブタ！」

　椅い子すを蹴けり倒たおす勢いで立ち上がり、キャストルテは宣言する。

　確かに不適格、不適切、場違い、マニア向けと言われても仕方のない彼女だが──その向上心と立ち上がる早さは誰だれにも負けていない。自分のことを理解し、それでもスタイルを崩くずさない美しい姿。

　高貴、高潔であろうするキャストルテ・アンブローズこそ、不ふ撓とう不ふ屈くつという言葉が最もふさわしいハニートラップだ。







「すべて順調。間違いなく自分が勝つ」

　タンクトップにハーフパンツといったいでたちで、恋レン海ハイ美メイは粛しゆく々しゆくと告げた。

　表情こそ平時と変わりないが、声には勝利の確信がにじんでいる。

　通信相手である中国国家主席は、その言葉を聞いて満足げに頷うなずいた。

『さすがは〈闇に潜む者ストーカー〉、二つ名に恥はじない成果だ』

　──本来彼女は、異名を冠かんするほどのハニートラップではない。外観や行動は低い成績である。

　だが、こうして対英赤雄介の人員として選せん抜ばつされた。

　その所以ゆえんこそがストーキング、つまりは英赤雄介のみに対する徹てつ底てい的なメタ。

　戦果や行動パターン、発言から人格を組み上げ、頭の中で徹底的なもうそ……シミュレーションを行う。同期らが『男をオトすテク百八選』なるテキストを読み込んでいる間に、彼女は幾いく万まん回かいにもわたり英赤雄介と脳内で対話し、篭ろう絡らくした。

　結果──彼女は対英赤雄介を想定した際にのみ、極めて高い評価を叩たたき出し、誉ほまれある主席メインハ篭絡員ニートラツプに選抜された。周囲の驚きよう愕がくは察するに余りある。

「自分の勝利は動かない。いや、既すでに自分は勝利している」

『もうそ……シミュレーションでの彼との婚こん姻いんは？』

「先日、二千三百八十回目を迎むかえた。何度やってもあの多幸感はすさまじい……」

　しかも友人代表スピーチまであったと、レンは恍こう惚こつの声色で語った。

　中国国家主席は両手を組み、鋭するどい眼光を飛ばす。

『だが油断はするな。明日のデート、他国は間違いなく仕し掛かけてくる』

「あの泥どろ棒ぼう猫ねこたち……ちょうどいい、蹴け散ちらすまで」

　それからレンは立ち上がる。雄介の部屋、ベッド下に向かうのだ。

　力強く、凜り々りしい後ろ姿に、国家主席は『立派に育ってくれた……』と涙なみだを流す。

　レンはその静かな瞳に、燃え盛る炎ほのおを覗のぞかせた。

「自分と雄介の幸せな家庭は、中国四千年の八はつ極きよく拳けんで守る……！」

　八極拳の起源はハッキリとはしていないものの、現在の形が確認されたのは十八世紀のことである。

　妄もう想そうにトリップする、ストーカー癖くせがあるなど、割と致ち命めい的てきな弱点を抱かかえているレン。しかし彼女の強みはそれを帳消しにして有り余る、英赤雄介という男への理解度だ。

　彼女は知っている──眠ねむる彼が時折涙を流し呻うめくこと。虚空に手を伸のばすこと。異界大戦は、決して彼にとっては終わった戦いではないこと。それを知っている。

　その情報収集能力と適応能力の高さ──そして対象に対する深い情愛こそが、恋海美という少女が屈くつ指しのハニートラップであることの証左である。







「………………」

　咲さきノの芽め木この葉ははパジャマ姿で、かけ布団の中で亀かめのように丸まっていた。

　内閣総理大臣からの通達を思い出す。

『幼おさな馴な染じみとして〈英えい雄ゆう〉の学園生活をサポートし、予期される他国からの刺し客かくを監かん視ししなさい。そして──ここからは文章にも、記録にも残さないが──君個人は、彼に思うところがあるだろう。だからこそ、君はあくまで、君の心に従って行動しなさい。結果としてどのような関係になろうとも咎とがめはしない。友人でも……恋こい人びとであっても』

　見み透すかされていた。かつて抱いだいた情念が、一気に燃え上がった。

　目を閉じれば浮うかぶ光景。燃え盛る街。魔ま物もの。折れた剣けん。見み渡わたす限かぎりの絶望。

　──すべてを一いつ瞬しゆんで断ち切った、〈英雄〉。

　その背に、憧あこがれた。その瞳に、心を撃うち抜ぬかれた。

　だから決めていた。任務を通して彼を支えたい。彼に必要とされたい。

　幼馴染という噓うそ八はつ百ぴやくを突つき通してでも、傍そばに寄より添そいたかった。

　結果。

「…………消えてなくなりたい」

『ま、まあまあ……』

　布団の外側に立ち上げられたウィンドウには、特とく殊しゆ事案として臨時の上官になっているマキナ・アーデンクルスが映っている。

「…………私が一番、ハニートラップっぽいと、言っていたんでしょう」

『え、えーと……まあ、うん』

「…………うあああああああああああああああああああっ!!」

　布団をはねのけ、枕まくらをひっ摑つかみ、何度もベッドに叩きつける。ぼすぼす、と枕が悲鳴を上げた。

「私はッ！　違うのにッ！　私だけは味方なのにッ!!　どぉしてぇっ！」

　当たり前だろ──と追い打ちをかけるほど、マキナは鬼おにではない。

　度重なる身体接触や、絶ぜつ妙みように開示してしまった疑わしい立場。

　先日の通信で雄介が『あいつが一番ハニトラっぽい』と告げた理由はそれだろう。
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『いやまあ……これぐらいがちょうどいい気がしなくもないし……もう少し親密になったら、途と端たんに全部分かっちゃいそうな気もするし……』

「何か！　言いましたか！」

『ううん、運命の赤い糸が目に見えなくて良かったと心の底から思っただけよ……』

　マキナは再発した胃痛に顔をしかめながら、重いため息を吐ついた。

　第三者から見れば、両者の過去は偶然の一いつ致ちでは済まない。雄介はある少女から信念を教えられ、目の前で少女を失った。木葉はある少年に信念を教え、目の前で少年を失った。

　だが──少年少女が、互たがいに、相手は死んだと思い込んでいるだけならば。

　時期からして雄介がマキナと出会う前、使い捨ての生ける人形として前線に投入されていたころだ。それほど昔なら顔が分からずとも仕方ない。

　何より──教え、教えられた信念が共通しているというのは致命的クリテイカルだ。

「うぅ……明日！　明日はッ！　休日ッ！　デートッ！　なんとかしますッ!!」

　木葉の叫さけびに、マキナは曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

　最も不利な立場にいながら、最も運命的な関係性を持つ彼女。

　咲ノ芽木葉はダークホースであり、マキナ以外知る由もない、超ちようド級の爆ばく弾だんである。




　　　　◇




　呪のろいの言葉が聞こえる。

　──お前は誰も守れない。

　──お前は分かりやすい絶望には打ち勝てるが、それは守るための強さではない。

　かつて浴びた、俺の身を縛しばり続ける呪じゆ詛そ。

　──敵を倒すためだけの強さは、技術は、経験は、本当に守りたいものを守れない。

　──必死に戦い、守ろうとし、駆かけずり回り、しかし殺さつ戮りくを止めることはできない。

　そんなことはないと叫ぼうとして、けれど、あの時俺は、何も言い返せなかった。

　──我は戻って来るぞ。お前たちを絶ぜつ滅めつさせるために、必ず蘇よみがえる。

　ならば。

　俺は。




『俺は──次もまた、何度でも、お前を殺してやる……ッ』




　それだけを、獣けものの唸うなり声みたいに、絞しぼり出した。

　言葉を聞いて奴やつは、〈魔ま王おう〉は、笑った。

　──それがお前の本性だ。

　そう、凄せい絶ぜつに嗤わらった。

　覚えている。今でも、ずっと、覚えている。

　俺はあの時、理想を忘れ、信念をかなぐり捨てて、奴への殺意のみで、両手に握にぎった聖剣で奴の身体をかき混ぜた。返り血を全身に浴びながら必死に聖剣を振ふり下ろし続けた。泣なき叫べ、苦く悶もんの声を上げろ、死んでいった人たちの苦しみを味わってお前も死ね。

　その一心で俺は、〈魔王〉を殺し、〈英雄〉になった。

　でも幼い少女が教えてくれた信念のように、俺の中に、まだ……〈魔王〉の言葉は生きている。今でも俺は、あいつと戦っている。あの言葉を覆くつがえし、あの呪じゆ怨おんを全否定するために、戦っている。

　いつ終わるとも知れない永えい劫ごうの戦せん闘とう行こう為い。本当に終わるのか。いつか、あの言葉に打ち勝てたとして、その時俺は、それからどうしていくのか。

　何も……何も、分からない。







　ゆっくりと瞳ひとみを開く。少しうとうとしただけで、嫌いやな夢を見た。

　木々のざわめきと、遠くから運動部の掛かけ声が聞こえた。どうやら兵科グラウンドで練習をしているようだ。

　初の休日の朝。

　俺は兵科校舎傍そばの遊歩道のベンチに腰こし掛かけ、まどろんでいた。

　眠ねむ気けに襲おそわれたのは、久々に早朝の鍛たん錬れんを行ったからだろうか。軟なん禁きん生活が長く、感覚が錆さびている。もっと頑がん張ばらなければ。もっと、強く在あらなければ。

　そう思いながら、遊歩道を飾かざる花々を見た。色とりどりの花々は、ただそこにいるだけで、何も語りかけてはくれない。

　ぼーっとしていると、足音が聞こえた。散歩のペースじゃない、ジョギングだ。

「む、雄介か。おはよう」

　顔を上げた──スポーティーなジャージ姿の木葉がいた。

「……はよーっす。そのカッコの時は、なんて呼べばいいんだ？」

「分かってきたじゃないか。ジャージを着ている私のことは咲ノ芽コーチと呼べ」

「コーチが走ってたのかよ……」

　彼女はジャージのジャケットを脱ぬぐと、Ｔシャツ姿になってベンチに腰掛けた。首筋を玉のような汗あせがつたっている。Ｔシャツは両胸の膨ふくらみのせいで、窮きゆう屈くつそうだった。

　真っ白なＴシャツが汗を吸って透すけている。下の肌はだ色いろと桃もも色いろが目に毒だ。

　桃色？　ん？　あれ？

　めっちゃブラ見えてんじゃん。

「──ッ!?　さ、咲ノ芽コーチ！　そろそろシャワーでも浴びたらどうだ!?」

　必死に視線を花々に向けながら、帰るよう促うながす。

　朝イチから油断ならねえなこのハニトラ！

「もう少し走ろうかと思っていたが……そうだ、せっかくだから一いつ緒しよに走るか？」

「併へい走そうしろと!?　ランニングどころじゃないと思うが!?」

「いやいや、いい朝だからな。きっと気持ちいいぞ」

　やばい！　このままだと咲ノ芽コーチに気持ちよくされてしまう！

「ふふ……なんだか今日は出だしから調子がいいぞ……うまくやれてる……！」

　小さくガッツポーズしてんじゃねえよ、お前の魂こん胆たんはバレバレだぞこら。

　冷や汗を浮かべながら木葉を警けい戒かいしていると、不意に俺たち二人に影かげが差した。

「お二人とも、おはようございます。雄介さん、約束のデートですよー」

　開幕右ストレートを放ってきたのは、通りがかったであろうエリーナだ。ハーフパンツにＴシャツの軽装、けれどＴシャツのロゴが押し上げられてゆがんでいる。

「……デートって何？」

「忘れたとは言わせませんよこの馬ば鹿か舌じた！　私たち、同率一位なんですからね～！」

　ああなるほど、料理対決っぽいあれの時の。

　確か、一番俺が好みだと思った料理を作った人と、俺がデートするんだっけ。

「そっか。じゃあ俺、マキナとデートしてくるから」

「ちょいちょいちょーい！」

　エリーナが謎なぞの声を上げて、立ち上がろうとした俺の両りよう肩かたを摑む。

　いや行きたくねえよ。どう考えても罠わなだろ。

　さすがに見かねたのか、木葉が口を開こうとした時、俺のデバイスが震ふるえた。

「わりぃ、電話だ」

　ことわって、ベンチから立ち上がり、木こ陰かげに入って着信を開く。

『おはよう雄介君。休日だけど、だらだらしたりしてないでしょうね？』

「……マジで、噂うわさをすれば影だな」

　電話をかけてきたのは、部屋着姿のマキナだった。

『どういうこと？　何か、私の話でもしていたの？』

「いやまあ料理対決の時の……おい！　もうあれは謝っただろ！　悪かったって！」

　マキナが見る者を凍いてつかせるような笑みを浮うかべたので、俺は素早く土下座の準備姿勢を取る。つい先日の通話で、死ぬほど怒おこられた。死ぬかと思った。

「あれだよ、デート話。このままじゃ四人同時に相手取るハメになる」

　マキナは顎あごに指を当てて、しばし考えこむ。木葉とエリーナが談笑しながらも、こちらの様子をちらちら見ているのが分かった。

　姉貴面は沈ちん黙もくの後、不意に決然とした口調で言う。

『──行きなさい』

「は？」

　こいつ何言ってんだ？

　だが……戦術指揮官としての辣らつ腕わんを思い出す。突とつ飛ぴな案であろうとも、こいつの作戦は上手うまくいった。常人には見えない何かが見えているとも言われていた。故に、史上最高の戦術指揮官とまで謳うたわれるに至った。そんな奴の言葉だ、何か理由があるに違ちがいない。

『逆境の中にこそ勝機はあるものよ。あえて誘さそいに乗って、カウンターの一いち撃げきを叩たたき込こむの。デート中に非常識な、ドン引きさせるような言動をしなさい。つまり』

　言葉を切って、マキナはキッとまなじりを吊つり上げる。

『──デートして、キレさせるのよ！』

「な…………ッ!?」

　脂あぶら汗あせを浮かべ、俺は困こん惑わくの声を漏もらした。

　なる、ほど。つまりは先日俺が実技訓練の際に失敗した作戦を、より洗練した形で再度行うわけか。合点がいったぜ。

『作戦名めい称しよう『虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず作戦』よ』

「分かった。『対ハニトラ作戦』な」

『即そく変へん更こうされた!?』

「お前の作戦名いちいち長いんだよ。『自由の女神の微笑ほほえみ作戦』とかマジで不評だったからな」

　マキナはショックを受けたようで、目め尻じりに涙なみだを浮かべた。

　まあ、作戦内容と進行の手際はエグかったけどさ。

「いいぜ、上等だ。お前の策に乗ってやるよ。正直誰だれがハニトラとか分かんねえし、誰彼構わず殺しまくってやる」

『絶対人には聞かれたくない発言だけど……まあ仕方ないか。雄介君、英えい雄ゆう譚たんは打ち立ててるけど選球眼は朽くち果はててるし』

「なんでリズミカルに罵ののしられなきゃいけねえんだよ！」

　と、いうわけで。

　後見人お墨すみ付つきで──本格的に、攻こう勢せいに打って出ることにした。




　　　　◇




　桜束魔法学園の敷しき地ちは広大であり、またその発展ぶりから、一つの都市となっている。

　外界との交通手段であるリニアモーターカーの駅は、ちょうど兵科校舎とは大通りで結ばれる。そして大通り周辺はビルが乱立し、繁はん華か街がいが栄える商業地区だ。飲食店から洋服屋さん、屋台までずらっと並んでいる。

　その大通りの一角。目印によく使われるという──〈英雄〉英赤雄介の像。

　俺は腕うでを組み、唸りながら、その像とにらみ合っていた。

　どっちだ……どっちの方が強そうだ？　やはり実物か？　だがこいつは軍服を着て精せい悍かんな顔つきをしている。というか顔が微び妙みように違う。改変されてるじゃねえか。

　物言わぬもう一人の俺と激げき闘とうを繰くり広げていると、不意に背中をつつかれた。

　振り向けば、見知った顔が四つ並んでいる。ハニトラズだ。バンドの名前みたいだな。

「あの、マジでもうやめてください。これを待ち合わせ場所に指定したのが間ま違ちがいでした。見てくださいよ、通行人が怖こわがっちゃってここだけ無人地帯です……」

　ひきつった顔のエリーナが、周囲を見み渡わたす。俺も確認すると、なるほど、学生でにぎわう通りのはずが、ここ一帯だけ俺たちしかいない。

「まあ好青年が二人……おっと、一人と一つ並んでると、気後れするんだろ」

「違いますわ、異常者がいるから素直に怖いだけでしてよ」

　アンブローズ嬢じようの指し摘てきを聞き流しながら、俺は激戦を繰り広げた好敵手に別れを告げた。奴は言葉を発せないが、次こそ決着をつけるぞと言っている気がした。

　そう。今決着をつけるべき相手はもう一人の俺じゃない。

　俺を取り囲む、このハニトラ共だ。一いち網もう打だ尽じんにしてやるよ。

　殺意を滾たぎらせながらズンズン歩いていると、しっかり隣となりをキープしているエリーナが、一同を見渡して首をかしげた。

「それにしても、皆みなさん……休日なのに、どうして制服なんですか？」

　確かに俺だけでなく、木葉、アンブローズ嬢、レンは見慣れた制服姿だ。

　一方でエリーナは、新しん鮮せんな私服姿だった。ジーンズとはち切れそうなＴシャツ、そして革のジャケット。意外にラフというか、カッコイイ服装だ。

「ああ、確かにそうだな」

「制服に慣れきってしまっていたのかもしれませんわね」

「惜おしいことをした」

「私服なんてあるわけねーだろ」

　四人それぞれ言い分があった。

　違った。明らかに俺だけ浮いていた。

　一いつ瞬しゆんの沈黙。

「──買いましょう！」

　何な故ぜ、いやまあ私服とか持ってたことないし、そうか……みたいな感じで場の空気が悪くなる前に、エリーナが最速でインターセプトをキメてくれた。ありがたい。

　エリーナがマップを表示し、俺たちにもデータを共有した。

「しばらく通り沿いに進めばショッピングモールがあります。衣服を手広く扱あつかってるので、間違いなく気に入るものがあると思いますよ」

「よっしゃ、じゃあ行こうぜ」

「おや、意外と乗り気ですわね」

　アンブローズ嬢の言葉。浮うき足あし立だっている俺は、にやつきながら話す。

「異論はねーよ。ちょっと興味あったし。私服って……やっぱ精神魔法耐性アンチメンタリズムを付ふ与よすると、お高いのか？」

「……雄介」

「不可視迷彩インビジブルのオンオフはオプションか？　さすがに物理耐性コーテイングはデフォで付与されてるとは思うんだが」

「……雄介さん」

「あっ忘れてた！　緊急時用モバイル魔力貯蔵器バツテリーぐらい付いてるよな？　あれがないと、いざという時に限って治ち癒ゆ魔ま法ほう使う余力なかったりしてさー」

「雄介さんもういいですわっ！　行きましょう、行って、その目で確かめましょう……！」

「雄介もういい……！　自分たちで、雄介に似合う服を、必ず見つけてみせるから……！」

　泣きそうな顔の四人に、俺は衆目にさらされながら大通りを引きずられた。







　しばらく進み、もういいからと自分で歩いていると、気づいたことがある。

　やはり人は多い。そして俺を見て、驚おどろいて写真を撮とったりする。そして話しかけようとしてくる生徒も、一定数いる。しかし初登校の時と同じように、木葉が視線で迎げい撃げきしている……が、休日ということもあって、数が多い。

　特に、道路わきに停車した屋台に並ぶ人々の列が目につく。

　まあつまり、なんだ。今まで見たことがないぐらいに、非武装の市民が多い。

「お、おお……これが人の営みか……」

「山から下りてきた仙せん人にんみたいな発言だな」

　圧あつ倒とうされるばかりの俺を見て、木葉が苦笑した。

「ちょ、ちょっと気になる。あれ行きたいあれ」

「どれ？」

　レンが問う。俺は屋台型のコーヒーショップを指さした。豆からこだわってます、と道みち端ばたに立てかけられたホワイトボードに書いてあった。

「いいんじゃないですか～？」

「時間はありますわ、是ぜ非ひ行きましょう」

　同意を得て、ルンルン気分でコーヒーショップに近寄る。

　人ひと影かげの接近を察して、屋台の内側で作業をしていた二人の店員が顔を上げる。恐おそらく店長であろう、ガタイのいい壮そう年ねんの男性と、アルバイトっぽい同世代の女子だ。

「おお、いらっしゃ……ごほ！」

　男性が俺を見てむせた。

「いらっしゃいませ！　……!?　!?　!?」

　元気に挨あい拶さつしたアルバイトの子も、俺の顔を何度も見て瞳ひとみをしばたかせている。

「あの、コーヒーを五つ、いただけますか」

「かッ、かしこまァ！」

　店長が素すっ頓とん狂きような声を上げて、作業に取りかかる。アルバイトの子も震ふるえる手で紙カップの準備を始めた。並んでいるのはカップと、黒いプラスチックの蓋ふただ。

「なあなあ、あの蓋はめたら飲めなくね？」

「ちゃんと飲み口があるんですよー」

　エリーナの答えに感かん嘆たんの声を漏らす。よくできてるなあ。

「ど、どうぞ」

　蓋をはめた五つのカップが並ぶ。一つ手に取った。本当だ、飲み口用の穴があった。

「ありがとうございます」

「い、いえッ……あの、その……」

　お礼を言うと、アルバイトの子は顔を赤らめて、指と指を突つき合わせる。

「その、よければ連れん絡らく先とか……」

『……ッ!?』

　四つ、驚きよう愕がくしているだろう空気を背後に感じた。

　いやーモテる男はつらいね。でもまあ、どうだろうな。向こうからグイグイ来ると自動でハニトラ疑ぎ惑わく出てくるな。全然嬉うれしくねえ。警けい戒かい態勢が身体からだに染みついている。

「あー……ごめん、それはちょっと」

「で、ですよねー」

「ほら、じゃあ外出するたびに、ここに来るからさ。それじゃダメかな」

『な……ッ!?』

　空気どころではなく、四つ声がハモっていた。

　あ、あれ？　結構うまく回かい避ひできたと思ったんだけど……？

　アルバイトの女子は赤面し、でしたら、大だい丈じよう夫ぶです！　と言った。ハラハラしながら見守っていた店長が渾こん身しんのガッツポーズを決めている。

「どういうことですか！　出会ってから一番の優しさを見ましたよ、今！」

「本当ですわっ！　わたくしには飴あめ玉だましか寄よ越こさないくせに！」

「浮うわ気き判定に抵てい触しよくしている……！」

　三人がわめく。頭をかいて、なんとか言い訳しようと両手を突き出し──不意に、木葉が微び動どうだにしていないのに気付いた。

「おい、木葉？」

　呼びかけは届いていない様子だった。視線の先をたどれば、先ほど俺に声をかけてきたアルバイトの店員さんを見ていた。

　店員さんもまた、さっきまでのオーバーリアクションが噓うそみたいに、木葉を無表情で見つめている。

　時間にして数秒の後。

　突とつ如じよ、弾はじかれたように両者がのけぞった。

「お、おい、マジでどうしたんだ」

　ただ事ではない感じだ。三人も俺への追つい及きゆうをやめている。

「…………いや？　どうかした、か？」

　まるで何もなかったかのように──木葉が、きょとんと首をかしげた。

「何もないなら、別にいいんだが」

「何も、というのは……何かあったか？」

　すっとぼけている様子はない。

　気のせいか？　と思って、俺は何でもないと首を振ふった。それからコーヒーを一口飲む。

　超ちよう苦い。砂糖とか頼たのめばよかった。

　気を取り直して五人で歩き出す。暖かい気温だが、風は冷たい。手に持ったカップの熱がちょうどよく、心地よい。

「……そういえば、気になっていたことがある」

　カップを両手で持っているレンが、ふと声を上げた。レンはコーヒーをふーふーしている木葉を見ている。視線に気づき、木葉は首を傾かしげた。

「あの時、木葉は凩こがらし流りゆうと言っていた」

「あー……そういやそうだったな」

　凩流。

　日本陸軍戦せん闘とう術じゆつの下地になった、伝説的な総合戦闘術だ。

　剣けん術じゆつと格闘術を主に構成され、暗殺術や護衛術すら包ほう括かつする、万能性の高い武術。それをより普ふ遍へん的に落とし込んだのが、陸軍戦闘術とされている。

　他流試合において無敗を誇ほこった、なんて噂うわさを耳にしたこともある。

「わたくしも聞いたことがあります。しかし、流派としては廃すたれているはずですわ」

「耳が痛い話だな……その通り、すっかり落ちぶれているよ」

「確か習得難易度が段だん違ちがいな上、魔ま法ほうの存在も考こう慮りよしてねーんだろ？」

「うむ。だがそこは私なりにアレンジして、退魔騎装ナイトイレイザーの運用理論と……強引な言い方になってしまうが、混ぜ合わせた。現代においても通用する武術だと思ったからな」

「……え？　すごくね？」

　馬ば鹿かっぽい言葉がこぼれた。

　だが、古くから伝わる武術をアレンジし、現代においても通じるまでに再構築したって──控ひかえめに言っても天才じゃん。

「それは……その、木葉が、開祖、ということ……？」

　困こん惑わくと驚きよう愕がくが混在したレンの言葉に、木葉は苦笑を浮うかべる。

「そんな御ご大たい層そうなものじゃない。事実、師し範はん代だいからは烈れつ火かのごとく怒おこられた。全員叩たたき伏ふせるまで納得してくれなかったよ」

「情報量が多すぎますわ……どう考えても、稀き代たいの逸いつ材ざいじゃありませんか……」

　愕然とした様子でアンブローズ嬢じようがつぶやく。俺も完全同意だ。

「一番のきっかけはやはり、そうだな。戦場では凩流と退魔騎装ナイトイレイザー、それらを分けて考えても、無力極まりないと思い知らされたからだ」

　ちらと、そこで何な故ぜか木葉は、俺を見た。

「まあ、そういうことで、凩流を実地運用しているのは、確かに私ぐらいかもしれん。レアだろう？」

　レアを通り越こして別の何かだよ、それ。

　戦せん慄りつする俺たちに構わず、新時代武術の開祖様は「しかしだな」と切り返す。

「それを言うなら、レン。君だって見事な腕うで前まえだった」

「……訓練のたまもの。ぶいぶい」

　レンは無表情でピースした。

「いいですねー、そういうの。特に、武術ってダイエットになりそうですしー」

　会話に割り込んできたのはエリーナだ。

「ダイエットって……分かんねえけどよ、お前らって十分瘦やせてるんじゃねえの？　ダイエットの必要あるか？」

「はぁーっ……」

　俺の発言に、エリーナは他の女子と顔を見合わせ呆あきれかえり、コーヒーカップを畳たたんで路ろ傍ぼうのゴミ箱に入れ、こいつ置いていこうぜのジェスチャーを取る。

「面接は以上です」

「何が？」

　え、なんか地じ雷らい踏ふんだっぽい。いや前まえ触ぶれなしは卑ひ怯きようだろ。今のキレポイントは分かんねーよハメ技か？

「今のは雄介さんが悪いですわ。わたくしたちが何を目指してダイエットするのかはわたくしたちの自由でしょうに」

「現状維い持じも、ここからスタイルを変えていきたいというのも、平等に当人の意思として尊重されるべきだ。それは分かるだろう？」

「とーへんぼく」

　他の三人からもボコボコにされた。

　どうやらダイエットってのは、浅はかな口出しをしてはいけない話題らしい。

　気をつけよ……と、肝きもに銘めいじた瞬しゆん間かん。

『──デートして、キレさせるのよ！』

「……ッ！」

　マキナの言葉を思い出した。同時、天てん啓けいにも近いひらめき。

　ここだ。

　この瞬間──『対ハニトラ作戦』第一フェーズが転がり込んできた。

　素早く周囲を見み渡わたす。コーヒーショップ以外にも、様々な屋台が並んでいる。見れば、前方にアイスクリーム屋さんがあった。陽気な音楽を流しながら、店員がアイスを器によそっている。

　あれだ。作戦を素早く組み上げる。

　ここで取れる選せん択たく肢しの中で、最も俺の評価を下げる行動。

　来た……！　来た来た来たッ！

「悪い、先行くわ」

　え？　と困惑する四人を置いて駆かけ出し、アイスクリームパーラーに直行。

「はいはい、いらっしゃァァァッ!?」

「すみません、お任せってできますか。ええと、五人分ください」

　俺の顔を見て驚愕するスキンヘッドの店員──お前の頭アイスかよ──に注文してから、訝いぶかしげな顔で俺を見る木葉たちを手招きする。

　店員はひっくりかえるほど驚おどろきながらも、素早くアイスを用意してくれた。お代を渡わたしてから、全員を見渡した。

「ほら、食えよ」

『…………？』

　何だかよく分からない、という顔のまま、四人が自分のアイスを受け取る。

「何のつもりですかこれ」

　アイスを押し付けられたエリーナのリアクションを無視し、俺はアイスを一口頰ほお張ばる。刹せつ那な、美味おいしさが爆ばく発はつした。イチゴ味。人生で一番美味しいかもしれない。

　これは、たまらん。

　夢中になってアイスを食べていると、一同微び妙みような表情で俺を見ていた。

「ん、どうした早く食えよ。めっちゃ美味しいからめっちゃ美味しいぞこれ」

「いやだから、一体どうしましたの？」

「美味しそうだから、みんなで食いたいなって思ったんだ。それだけだよ」

　それだけ言って、俺はアイスへ再び向き直る──同時、内心で渾身のガッツポーズを決めた。

　完かんッ璧ぺき！　完璧が過ぎるぜ俺……！

　そう、『対ハニトラ作戦』第一フェーズとは──ずばり、ダイエットの話をしたばかりの彼女たちにアイスクリームを食わせキレさせるというものだ。

　あれだけ熱く語っていたのに、それを無視するような凶きよう行こう。

　これはもう好感度爆下がりでしょうなあゲヘヘと嗤わらいながら、俺は横目に四人の様子を窺うかがう。さあマグマが噴ふん火かするが如ごとく怒いかり狂くるうがいい。

「まったく、妙みようなところで気を利かせる奴やつだな、君は」

「まあいいじゃないですか、せっかくの奢おごりってことで。スイーツは別腹ですし！」

「楽しみがあるからこそ、苦難にも耐たえられるということですわね」

「ダイエット？　なんのこと？　自分よく分からない」

　見み惚とれるような笑顔で、少女たちは揃そろってアイスを一口食べて、美味しい！　と揃って声を上げる。それがおかしかったようで、顔を見合わせて笑っていた。

　うんうん。喜びとか楽しさは、他人と共有するのも、いいもんだよな。

　…………あれ？　おかしいぞ？







　なんかよく分からんけど大失敗した。おかしい。おかしい！

　俺の行動は完璧だったはずだ、何が足りなかったんだ。

　考えても敗因が分からない。ならもう切り替かえていくしかない。次だ次！

　というわけで、もう太陽が天頂に差し掛かかろうとする時間帯、俺たちはついにショッピングモールに到とう着ちやくした。

　その広さ、人間の多さに驚いたが……もう今、俺はミイラのように干からびていた。

「だーかーらー！　絶対アロハシャツが似合うっつってんですよ！」

「いいえ、このブリティッシュホワイトスーツが一番ですわ！」

「功夫カンフー服の良さが分からないのは明らかにレベルが低い証しよう拠こ」

　俺の私服を買うため店に入ったはいいが、洋服を片手に持った女子共が争いを一向にやめねえ。巻き添ぞえで俺が着せ替え人形にされている。

　エリーナとアンブローズ嬢とレンが言い合っている中、俺は試着室の壁かべにもたれかかりながらひゅーひゅーとか細い呼吸音を立てていた。半死半生といったところだ。

　その時、しばらく店をウロウロしていた木葉が、悠ゆう々ゆうと戻もどってきた。

「た、助けて……助けてくれ、木葉……」

「──待て、三人とも。最近は洋服ではなく和服をプライベートに取り入れることも一いつ般ぱん化している！　角帯に凝こるのはもっと先だとしても、着物と羽織のセットを見み逃のがす手はないだろう！」

　畜ちく生しよう！　木葉も論争に参戦しやがった！

　店員が気の毒そうにこちらを見ている。というか早く帰れよと目が語っている。なんだか今日初めて、店員さんがちゃんと俺を見てくれている気がした。そりゃ女子四人に振ふり回されまくってるような奴、ビビるわけないな。

　ギャンギャン吠ほえているハニトラズから、這ほう這ほうの体ていで逃にげ出す。

　店内を見渡すが、目がちかちかする。和服とかスーツとかメイド服とか軍服とか花はな柄がらのシャツとか……分からん。何も分からない。しかもこれ、一切防ぼう御ぎよ魔ま法ほうや補助魔法がかかってない。どうすんだよ、これで戦おうとするつもりか？　死ぬぞ？

　服の合間を縫ぬうようにして徘はい徊かいしていると、不意に人ひと影かげが眼前に現れた。

「──ッ!?」

　気配なし魔力なし生体反応なしッ!?　俺が看破できない、何者だ!?

　とっさに両りよう腕うでをクロスさせ下級防御魔法【グレートウォール】を展開するが、そいつは俺にまるで攻こう撃げきしてこない。というか微び動どうだにしない。

「…………おん？」

　魔法を解除してよく見れば、そいつはプラスチック製の人形だった。店の売り物らしい服を着て突つっ立たっている。なんだ……見本用、か……

　人形が着ている服を見れば、それは俺が今着ている制服に似ていた。魔法がかかっておらず素材から明らかに違ちがうものの、紺こん色いろのズボンと、同じく紺色のブレザー。中に着ているワイシャツも真っ白だが、ボタンに沿って青白赤の三色のカラーラインが入っていた。

「雄介、どこに行っていたんだ！　次はこれを着るぞ！」

　タグに書かれているセットアップという意味が分からず首をかしげていると、ガッと肩かたを摑つかまれた。新しい和服を抱かかえた木葉だ。

「いや、これにするわ」

「何？」

「ビビッときた」

　噓うそである。正直一刻も早く、謎なぞのお着き替がえタイムから解放されたかった。

「むぅ……雄介がそれを望むなら……いや、そうか。君が決めたんだな。うむ、ならばそれがいいな！　そういう、自分の好みのものが新しく増えたのはいいことだな！」

　最初は不満げにしていたが、段々と笑顔になって、木葉はそう言ってくれた。

　すげえ良心が痛む。好みとかよく分かんないです……

「すみません、このセットアップと白シャツを。あ、着ていくのでタグを外してください」

　木葉が店員さんを呼んで、テキパキ進めてくれた。

　試着室にもう一度押し込められ、買った服に着替える。制服はお店の袋ふくろに詰つめ込んで、俺は試着室を出る。店員さんの笑顔がまぶしかった。

「つーかマジで魔法かかってねえじゃん。魔法を使えない状じよう況きようになって刺さされたら死ぬぞ」

「それは普ふ通つう死ぬんだ……」

　ズボンとブレザーを引っ張ったり触さわったりするも、心もとなさすぎる。そりゃ遠えん距きよ離り狙そ撃げきぐらいなら回かい避ひなり防ぼう御ぎよなりできるだろうが、魔力切れ起こしたら丸まる裸はだかじゃねえか。

「ぐぬぬ……そう簡単に染め上げさせてはくれませんか……！」

　エリーナたちは何か悔くやしそうに唸うなりながら、俺を見ている。

「……どうしましょう、わたくしたちも、ここで買って着替えます？」

　アンブローズ嬢じようがそう言うと、女性陣じんはしばし沈ちん黙もくし、それから俺を見た。

　野や獣じゆうのような眼光に、びくりと肩が跳はねる。途と端たん、木葉以外の三人がシュバババッと店内に散った。

　え、何。何するつもりなの。

「じゃあ雄介はそこで待っていてくれ……油断も隙すきもないな、まったく……」

　木葉に言われるがまま、俺はずらっと並ぶ試着室前の椅い子すに座った。

　ふうと息を吐はく。すっげー疲つかれた。

　俺がうなだれている間にも、女子たちは服を抱えて試着室に入っていく。それを見ているだけの俺。

　──あれ？　こいつら、俺にコメントを要求したりしてくるのか？

　サッと血の気が引いた。分からん。服へのコメントなんて、分からん！

　どうしようと一人おろおろした後、俺は開き直ってデバイスを立ち上げ、インターネットにアクセスした。

　ええと……『女の子　服　コメント』……出た。よく分からないサイトだ、笑顔の人間の写真が写っている。これいる？

　ざっと目を通す。サイトの一番下にまとめといい、おすすめの他の記事とか記事内容を凝ぎよう縮しゆくした一文とかが載のっている。その一文をよく読み込む。

『最初に全体の感想として似合ってると言い、一点具体的に誉ほめてあげよう』

　なるほどな。具体的なことを言うと、発言全体に説得力が増すってわけか。なんだよ、マキナが言ってた作戦立案術と共通してるんじゃねえか。

　だが──『対ハニトラ作戦』はここでは終わらねえ。

　逆だ。

　指示を逆転させる。誉められたいわけだから、一点具体的にアドバイス、つまり悪口を言えばウザがられる。

　評価が地に落ちる。それにもかかわらず俺に絡からんできたら、つまりハニトラだ。

　これこそが、『対ハニトラ作戦』第二フェーズ。

　なんてこった、完璧じゃねえか……！

　思わず満面の笑みを浮うかべてしまう。一人でにこにこ笑う俺を見て、店員が回れ右をしてどっか行った。

　さあ来い、ボコボコにしてやるからよ……と意気込んでいると、一番右の試着室のカーテンが開いた。

　最初は──アンブローズ嬢か。

　金きん髪ぱつをなびかせて、彼女は優美にたたずむ。フリルつきの、シックな紺色のドレスだ。社交の場で見た覚えがある形の服だった。袖そではなく、肩かた口ぐちに半はん透とう明めいの飾かざりがついている。

　というかその……布が身体からだにぴったり張り付いてるからスタイルが浮き上がってるんですけど……その……着やせするんですね……？　いや、マジで？　思ってたよりも、胸元が膨ふくらんでいますよ……？

「さあ存分に誉めなさい、このブタ！」

　慌あわててかぶりを振った。煩ぼん悩のうを追い払はらい、服を足から肩まで一度じっくり見る。コメントを精査し、発言を組み上げた。まず全体を似合ってると言って、そこから具体的に、ウザい悪口を言う。オッケーだ。息を吸った。

「ああ。すごく似合ってるな。ただ……パーティに出席するような連中はどうも苦手だった。あまり好きじゃないな」

　割とガチめの悪口だぞ……！　どうだ……!?

　アンブローズ嬢は大きな瞳ひとみをしばたいて、それから悲しげにうつむいた。

「ええ、そうでしょうね。彼ら彼女らがお金を動かす理由は、めぐりめぐって自分に還かん元げんされるからですもの」

「だろ？　俺も英えい雄ゆうとして、色々持ち上げられてきたが……あのおべっかも、ご機き嫌げん取とりも、戦場では何の価値もない。無む駄だそのものだ」

「ではやはり……わたくしのことも……？」

　俺は彼女と視線を合わせて、苦笑した。

「いつか、そういうことをされたら、嫌きらいになっちまうだろうな」

「え……？」

　虚きよを突かれたような表情で、彼女は口を開ける。

「多分、お前がああいう連中みたいになるんなら嫌いになる。そういう意味じゃ、今会えたってのは幸運だな」

　こんなに可愛かわいい子が、パーティ会場に雁がん首くび揃そろえてたオークみたいな連中になるんだ。その過程を知れたのは幸運だった。いい勉強になったぜ。

　アンブローズ嬢は肩を震ふるわせ、それから面おもてを上げた。瞳には強い決意が宿っていた。

　ん？

「分かりました。わたくし、雄介さんの期待を、決して裏切りません」

「え？　あ、はい」

「アンブローズ家の当主となって。ドレスを着ながらも、困難を打ち破るためにこそ、お金や家いえ柄がらを使う。そんな人間になってみせますわ」

　アンブローズ嬢は優ゆう雅がに一礼してから、その場を離れた。

　彼女の背中を見送ってふうと一息。

　普通にウザがられるどころか絆きずなレベルが上がってね？

　あれ？　は？　……はああああああああッ!?　なんで!?

　まさかの事態に頭を抱え、内心で絶ぜつ叫きようする。おかしい。何が起きた。

「……雄介、いる？」

　だが苦く悩のうする暇ひまもなく名を呼ばれた。レンだ。

「おお、いるぜ」

　返事をすれば、試着室のカーテンがさっと開く。

　レンが無表情のまま立っていた。

　彼女が着ているのは、薄うすい桃もも色いろの、ナース服だった。スカートがかなりきわどい丈たけで、まぶしいふとももを露ろ出しゆつしている。

「雄介を癒いやすために着てみた。どう？」

　どこにあったんだそれッ!?

　お、落ち着け……おかしいことじゃない、多分……とにかく、落ち着け。

　表面上は冷静を装って、じっくりとナース服を観察し、コメントする。

「ああ。すごく似合ってるな。ただ……俺は生半可なことじゃ傷ついたりしない。看護師は不要だ」

　アドバ──アドバイスかこれ……!?　何だ、俺は何を言っている……!?

　レンは虚を突かれたような表情をして、それから神しん妙みように頷うなずいた。

「分かっている。分かっている、つもり……だからせめて、心は癒してあげたい」

「カウンセラーはナース服じゃないと思うんだが……まあ、その時は頼たよるよ」

　そう言った途端、レンの焦しよう点てんがズレ、ここじゃないどこかを見た。

　彼女は頰ほおを真っ赤にして、身をくねらせ始めた。俺は全てを悟さとった。

「雄介と、支え合っている……！　そう、自分が望んでいたのは、この対等な関係……！」

「ただいま戻もどりましたわ」

「アンブローズ嬢、レンに適当な服を見み繕つくろってあげてくれないか」

　会計を済ませてきたのだろう、アンブローズ嬢が帰き還かんする。俺は即そく座ざにトリップ済のレンの処理を投げた。

　アンブローズ嬢は心底嫌いやそうな顔をして、だが面めん倒どう見みの良さからか、レンをどこかへ連れて行ってくれた。

　その背中を見送ってやっと一息つく。

　──字面だけならちょっといい雰ふん囲い気きになってたくない？

　は？　いやいや……はああああああああ!?　なんで!?　どうして!?

　思わず絶句した。本当になんで？　俺は今何をしているんだ？

「雄介さーん、いますかー？」

　傾けい向こうと対策を分ぶん析せきする暇すらなく、次の声が響ひびく。

「……ああ、いるぜ」

　気乗りしないまま返事をすると、次の試着室のカーテンが開く。

　次の相手、エリーナは──大だい胆たんに透すけた謎の服を着ていた。

「……ど、どうですか？　このネグリジェ」

　ネグリジェっていうのか。ほとんど半透明で、エリーナの肢し体たいがあますところなく見える。ふっくらとしたふとももから腰こし元もとにかけての曲線、そして肩かたにかけてのつややかな肌はだと、それぞれ俺の頭ぐらいありそうな大きさの双そう丘きゆう。肩にかかっている赤あか髪がみをかき上げるしぐさすらなまめかしい。

「ああ。すごく似合ってるな。ただ……明らかに下着のサイズが合ってない。動きにくいし、骨格にも悪いらしいぞ」

　コメントは、するっと出てきた。明らかに胸が苦しそうだったし。

　エリーナは虚を突つかれたような顔をして──直後、絶叫した。

「はああああ!?　何普ふ通つうにコメントしてくれちゃってるんですか!?　もっと、こう、あるでしょう!?」

「え、でも動きが一秒遅おくれたら死ぬし……」

「死にませんから！　ていうか、大きくなってるのとか見破らないでくださいよッ！」

　お前そこからまだ成長するのか。

　愕がく然ぜんとしていると、エリーナは不意に顔を真っ赤にして、胸元を両手で隠かくす。

「……もしかして普段から見てたんですか、このスケベ」

　それだけ言って、彼女はカーテンの奥に引っ込む。

　見てないから。なんなら見まいと必死に努力してるから。

　嘆たん息そくして天てん井じようを見上げる。すごい格好だった。あれが服だと認めるわけにはいかないが、まあ、あれを考えた人は天才だと思う。あいつ腰こしすげえ細いな、それに胸も、知ってはいたが、やはりああして見ると、その──

　あれ？　よく考えたら、とんでもないものを見てたのでは？

　熱い感覚が鼻に集中し始め、慌ててうつむく。まずいまずい鼻血出るこれ。

　エリーナの肢体が脳裏に焼き付いて離はなれない。やばい、いやでも、あんな露ろ出しゆつ度どの女性を見たのは生まれて初めてですわ!?　仕方ないではありませんか！

　混乱のあまりアンブローズ嬢じようの口調が伝染していると──カーテンの隙すき間まからエリーナがこそっとこちらを見ていることに気づいた。

「……何見てんだよ」

「い、いえ。その、ちゃんと、ドキドキしてもらえてるんだなあって……それだけ、それだけですっ」

　顔を赤くして、エリーナは今度こそカーテンを閉め切る。

　俺も耳まで真っ赤だろう、ということは分かっていた。

　ああ……やばい。普通に悶もん々もんとしている。なんてことだろうか。入学以来、最も直球なハニトラに、最も直球で手傷を負わされた。俺は敵を、侮あなどっていたのかもしれない。

「俺もまだまだだな……」

　自じ嘲ちよう気味につぶやいていると、ごそごそと音が聞こえた。

「す、すまない雄介、いるだろうか」
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「ああ、いるぜー」

　木葉の声に返事をすると、ちょっと来てくれるかと言われた。とりあえずカーテンの前まで移動する。

「すまない、着付けに手間取っている。手伝ってくれないか？」

　何言ってんのこいつ。

　一いつ拍ぱく置いて、木葉も自分の発言に気づいたらしい。

「違ちがう！　今のは違うんだ！　ええと……！」

　カーテンは分厚く、さすがにシルエットは見えない。でも物音からして、テンパってわたわた動いているなこれ。

　その時──盛大に音が響き、カーテンが落ちた。

　は？

　足がもつれたのか、木葉がカーテンを巻き込み転てん倒とうしていた。

　完全に時が凍こおる。露あらわになった肢体。着き替がえの最中で衣服がずり落ちており、脱ぬぎかけのようだった。上半身なんて下着しかつけていない。

「いや、うわ、その──」

「ち、違う雄介、これは事故で──」

　とにかく視線を背けようとした。

　その時、瞬しゆん間かん的に、木葉の表情が切り替わった。

「…………ッ？」

　思わず注視した。頰を赤く染めていた彼女は、瞬時にまったくの無表情になり。

　それから──ゾッとするほどに蠱こ惑わく的な笑みを浮うかべた。

「英赤、雄介」

　背筋がゾクリと震える声色。

　彼女は俺の手を摑つかみ、そっと引き寄せる。

　誘さそわれるがまま、俺の手は木葉の左胸に押し当てられた。

「どうだ、柔やわらかいだろう？　これでも、自信はあるんだ」

「ほ、本当に柔らかいです……」

　ぽたりと、木葉の顔の横に赤い滴しずくが垂れた。それは俺の鼻び腔こうから落ちていた。馬ば鹿かな。指揮官クラス以外を相手に、この俺が流血だと。

　いやいやいやそうじゃねえんだちょっと待って待ってください。何だ、何が起きてるのかさっぱり分からん。今、俺は、一体何をされているんだ──

　ハニートラップ？

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかお客様！　すごい音がしましたが──」

　駆かけ付けた店員さんが、俺と木葉を見た。

　鼻血をだらだらと流す俺。伸のびた手。胸。半分脱ぎかけの木葉。

　店員さんがひきつった笑みを浮かべる。

　その時に、木葉がハッと顔色を変えた。正気に戻ったように、悲鳴を上げて俺を引きはがし、両手で自分の身体からだを隠す。

「お客様、困ります……」

　見事に出禁になった。







　一応買い物だけはさせてくれたので、俺たち五人は全員私服姿になった。

　木葉は、先ほどのことを覚えていないらしい。足がもつれて転んでしまったところまでは覚えているが、気づけば俺に胸を揉もみしだかれていたとか。いや揉みしだいてはねえよ。

　とにかく、追つい及きゆうのしようがなく、二人きりの状態だったので証人もいない。

　ここから追い詰つめるのは無理筋だろうと判断し、俺は助け起こそうとしたら偶ぐう然ぜん胸を触さわってしまい、そこを運悪く店員に見られた、というカバーストーリーをでっちあげた。納得してもらうまでに何度も足をエリーナに踏ふまれたが、仕方あるまい。

「あ、ここよさげですねー」

　洋服屋より上にある飲食店のフロアを見て回っていた最中、エリーナが昼食にここはどうかと一いつ軒けんのレストランを指し示した。

　特に異論もなく、五人で入る。店員の中年男性が俺を見て足ガクガクになりながら厨ちゆう房ぼうに駆け込こんでいったが、別に気にしないでほしい。

「でも無難な服になりましたねー。無難すぎて雄介さんかどうか分かんないですー」

　対面でグチグチと俺の服を貶おとしめるエリーナ。

「いや、無難とか以前に、さすがに物理耐性コーテイングもないのはやばいって」

「もうその話はいいから」

　俺の右みぎ隣どなりのレンが悲しそうな声色で告げた。

　反対側の左隣には、アンブローズ嬢が座っている。木葉はエリーナの横だ。

「それで、注文はどうしましょうかねー」

「悪い、俺は馬鹿舌だからお店のおすすめにするわ」

「雄介さん、悪かったです。根に持たないでくださいよー」

　今朝の謎なぞの罵ば倒とうを俺は忘れていないからな。

　メニューを見て和気あいあいと悩なやむ少女たちをしり目に、俺は顎あごに手を当てて考え込む。

　いや──まったく上手うまくいってない。『対ハニトラ作戦』、今のところ全敗してる。おかしい。ちゃんとやっているつもりなのにこいつら、ことごとく結果だけ反転させてきやがる。これはこれでハニトラだろ！

「すみませーん」

　エリーナが店員さんを呼んで、注文を取ってもらった。俺がおすすめで、と言った瞬間、露ろ骨こつにお店の空気──特に厨房──がヒリついたが、本当に気にしないでほしい……

　だが、『対ハニトラ作戦』の進しん捗ちよくが完全にアウトなのは、過程はどうあれ実働部隊員たる俺の責任だ。やっぱ全員一いち網もう打だ尽じんにしてやるとか横着したのがまずかったのかな。

「雄介、料理が来た」

　反省会を一人でやっていたところ、レンの声が聞こえた。意識を回帰させる。テーブルの上に料理が五人分並んでいた。俺の眼前には……これは……これは一体何だ……？

「──カキフライだよ、雄介。春はる牡が蠣きのカキフライだそうだ」

「ちなみにですが、店員さん、料理が来ても雄介さんが無言でテーブルをにらんでいたので、かわいそうになるほど震ふるえておりましたわよ」

　木葉とアンブローズ嬢が補足してくれた。店員さんほんとごめんなさい……

　気を取り直して、いただきますと手を合わせる。挨あい拶さつは超ちよう大事だ。

　箸はしでカキフライを食べる。美味おいしいなこれ。え、超美味しいじゃん。

「なんだか給食？　みたいですよね、これっ」

　エリーナが笑って言う。給食知らないから曖あい昧まいに笑っておいた。

　しかし一方で、その言葉を聞き木葉が苦い表情になった。

「おそらくは、な。私はあまり食べたことがないが……」

「……？　日本の小学校は、基本的に給食のはず」

　レンの指し摘てき──ハッとした木葉は、両手を突き出して首を振ふる。

「い、色々あったんだ、色々なっ」

　それからごまかすようにして、素早く話を続けた。

「うん、ほら……そう！　体質的にアレだっただけで、たまに食べていたとも。雄介も一いつ緒しよで……雄介は、冷れい凍とうミカンが苦手だったぞ」

　れ、冷凍……みかん……？　どう食べるんだよ、それ。

「おーいいですね。小学校のころの雄介さんって、どんな人だったんですかー？」

「そうだな。登校中転んだせいで泥どろまみれになり、しばらくあだ名が泥男だった」

「ンフッ」

　隣でアンブローズ嬢が小さく噴ふき出した。

　半眼になってねめつけると、小さな淑しゆく女じよはそそくさとパスタを口に運ぶ。

「あとは昼ひる休きゆう憩けいの時に、校舎に流す音楽を決める係だったんだが……雄介はクラシック音楽を流して、放送室で指揮者ごっこをしていた」

「オフッ」

　今度は反対側のレンがむせた。

　詰まったチャーハンを飲み下そうと、慌あわててグラスに手を伸ばしている。

「おい……なんかこう、俺の黒歴史を大放出する会になってるんだが？」

「過去の君の行いが悪い」

「それを言われたら、まあそうなんだけどさあ！」

　エリーナなんてさっきからテーブルを叩たたいて爆ばく笑しよう中だ。

　こいつら好き勝手やりやがって……俺を犠ぎ牲せいに盛り上がるなんて、なんて連中だ。どんなデートだよ。

『──デートして、キレさせるのよ！』

「……ッ！」

　マキナの言葉がフラッシュバックした。

　ここ、か？

　俺の『対ハニトラ作戦』最終フェーズ──何か思い至った。だが具体的に像を結ばない。

　カキフライを一口二口と食べながら、思考を回す。何かがピンと来た。手た繰ぐり寄よせる。過去の俺の話。幼おさな馴な染じみ。思い出話。

　────絆きずな。

　その時、俺は、稲いな妻ずまに打たれたような感覚を味わった。

　あまりにもガチすぎる作戦。二度と顔を合わせたくないレベルで嫌きらわれてもおかしくない。これでハニトラじゃなかったら、マジでただ友達が一人減るだけだ。

　しかし──しかし！

　やらなければ、ならない。

　カキフライを食べ終わった。他の面々も大体食べ終わりかけだ。

　今、だ。

　これは広こう範はん囲い攻こう撃げきではない。

　冷れい徹てつに、残ざん虐ぎやくなまでに、咲ノ芽木葉個人を狙ねらいすました一撃だ。

「なあ木葉、俺の小学校がどーのこーの言ってたけどさ」

「ん？　ああ、そうだな」

　何気なく話を振って、木葉が応じた。

　その瞬間、俺は隠かくし持っていた刃ことばをするりと抜ぬき放はなつ。

「──過去だけじゃなくて今も大切だろ」

「……え？」

「今どうであるか、っていうのが一番大事なんじゃねえの。思い出があったりなかったり、そんなに大事か？　極論、俺はお前が幼馴染じゃなくたっていいし」

　突とつ然ぜんの暴論に、他の三人も目を見開いた。

　この『対ハニトラ作戦』最終フェーズとは、木葉が大切にしている思い出を全否定すること。そして、関係に亀き裂れつを入れること。

　木葉は幼馴染という関係性を、すごく大事にしているように見える。それは俺とのつながりの強固さの担保であり、同時に俺から見た際の、これ以上ない急所だ。そこを全否定すれば、傷つく。ハニトラじゃなけりゃもう近づかないだろう。

「ちょ、ちょっと雄介さん、さすがにそれは……」

　エリーナがやんわり止めに入った。もう遅おそい、俺の攻撃は完かん了りようした。

　あとはどう効いたかを見るだけだ。

　木葉はずっと顔を伏ふせている。俺はじっと、彼女の黒くろ髪かみを見た。

　いきなりだった。木葉がパッと顔を上げた。

　露あらわになった表情は──満面の笑みだった。

　え？　なんで？

「そうか、そうかっ」

　喜んでいる。明らかに喜んでいる。

　いやその、これ──好感度が上がってません？

「うむ、幼馴染でなくとも……きっと私と君は、仲良くできる。そうだな？」

「お、おう。まあ、実際そうだろうな」

　会話のテンポというか、ウマが合うのは事実だ。

　どうやらまーた意味合いというか、肝かん心じんな箇か所しよだけ反転して伝わったらしい。まったく勘かん弁べんしてくれよな。まあ、木葉の満面の笑みってのは初めて見たから、それは得した気分だけどな。

　………………あれ!?　おかしいぞ!?




　　　　◇




　夕暮れが空を橙だいだいに染め上げている。ビルの向こう側に沈しずんでいく夕日は、最後の力を振り絞しぼっているように見えた。

　大通りに沿って、俺たち五人はそれぞれ買ったものが詰まった袋ふくろを下げ、寮りようへの帰路を歩いている。昼に比べれば、周囲の人ひと影かげは少ない。

「結構、買ったね？」

「そだな。買い物ってのも、楽しいもんだわ」

　レンは俺の言葉に、嬉うれしそうにした。表情は動いていないのに、なんとなく分かる。

　……馴な染じみ始めている。別の言い方をすれば、ほだされている。

　十二分に自覚した。俺はきっと、こいつらといる時間を、楽しんでいる。

「それにしても、いいドレスだな」

「ええ、そうでしょう。木葉さんこそ、いいスカートを見つけましたわね」

「私も驚おどろいたよ。折り目の具合が好みと合がつ致ちしてだな──」

　木葉とアンブローズ嬢じようは、二人してファッションの話題で盛り上がっていた。アンブローズ嬢はそういうのに造ぞう詣けいが深いだろうけど、木葉も詳くわしいのは、少し意外だな。

　俺たちを先導するように、エリーナが一人、後ろに回した手を結んで歩いている。その背中も、夕日は平等に照らしている。深紅の髪かみは、今だけはオレンジ色だった。

「……ねえ、雄介さーん」

　振り向くことなく、エリーナが声を張って俺を呼んだ。

「なんだー？」

「ずっと聞きたかったんですけどー……どうやったら、強くなれますかー？」

　それは、多くの人々に、何度も問われた質問だった。

「結構強くなったとは思うんですけど、やっぱり、理想の自分みたいなのには変われてないなーって思って」

　エリーナはそこで、俺たちに振り向いた。髪が跳はねて、風に流される。

　夕焼けの中、彼女はとても綺き麗れいだった。

　そう、心の底から思った。

「……だからどうやったら、貴方あなたの隣に立てるぐらい、変われますか？」

「……真ま面じ目めな話とかできねーよ俺。なんかこう、譲ゆずれないものみたいなのがあったら、いいんじゃねーの？」

　苦笑しながら、そう答える。

「そもそもお門かど違ちがいだ。高度適性があるなら、そっちのプロに聞いた方がいい」

「そーですかね？」

　そうだぞ、と答える。エリーナはこっちに歩いてきてから、俺の隣に並んだ。

「でも──魔ま法ほう適性が低くても強くなれる、っていうのは、結構すごいことだと思いましたよ。だったら、私ももっと頑がん張ばらなきゃなーって」

　魔法適性が、低くても。俺のこと、なんだろう。

　英赤雄介──魔法適性、Ｅ。

　残されたデータが確かならば、元々はＣランク、一いつ般ぱん人じんより少し上の資質だった。ただかつて受けた、俺が記き憶おくを失う原因となった人体改造手術。それは本来、人じん為い的に魔法適性を向上させるための実験だった。

　結果、失敗。

　体内の魔力循じゆん環かん機能が狂くるって、一定量を超こえる魔力を扱あつかおうとすると、魔力感覚がノイズまみれになり、まともに魔力を収束できず、また全身が破は裂れつするような痛みに襲おそわれるようになった。

　俺の魔法適性は地に落ちた。最低のＥランク。

　だからこそ危険な戦場に送り込まれる、使い捨ての人形として扱われていた。

「では、雄介にとって譲れないものとは？」

　レンが久しぶりに、分厚い手帳を取り出しながら問う。メモる気満々かよ。

「譲れないもの……信念かな。俺のは、他の人から譲り受けた信念なんだけどさ」

「意外ですわね。誰だれかの信念を、授けられたと」

「まっ、俺自身は大した人間じゃねーし。あの子がすごかったんだよ。だから俺は、少しでも報いるために、その信念を果たすために、強くなろうとした。そんだけだ」

　ずかずかと歩き始めた俺を、四人が慌てて追ってくる。

　その足音を聞きながら、空を見上げた。

　原初の記憶。少女が、ちっぽけなものこそ、守らなきゃいけないと語っている。けれど同時に奴やつが、史上最も人類を虐ぎやく殺さつした存在が、嘲あざ笑わらっている。

　──お前は誰も守れない。

　右手を空にかざした。俺の手を染めた夕日が、血の色のように見えた。聖せい剣けんを握にぎって敵を殺すことしかできない手。

　無力だった自分を思い返した。あの時、彼女に光を見た。それは今もまだ、胸の奥で輝かがやいている。

　だが。

　果たして俺は、彼女のように……誰かにとっての光に、なれただろうか？

　世界を救ったというのに、俺を庇かばった少女、犠ぎ牲せいになった戦友のことを思うたび、その疑念は湧わき起こり続ける。








第五章　エピック・オブ・ワン









　悪夢を見た。

　暗い時代の夢を見た。

　無力な少年兵だった俺が、負傷し、ある少女に助けられる。

　部隊に帰き還かんする手立てもないまま、少女と共に短い時間を過ごした。

　ある日、二人で、公園で砂の城を作って遊んだ。

　少女にその時、大切なことを教えてもらった。

『ちっぽけなものこそ、守らなきゃ』

　少女はその後、ちっぽけな自分を庇って消えた。互たがいの名前も知らないままだった。







　それからいくつもの戦場を駆かけ抜けた。無力感に歯を食いしばりながら、あの日の幻げん影えいに、俺一人しか残っていない瓦が礫れきの山やまと魂たましいを焦こがす炎ほのおに苛さいなまれながら。

　少しずつ強くなった。それは相手を殺した数という形で表れた。

　魔ま物ものを倒たおせば倒すほど、力に酔よいしれた。

　地球を救うのはこの俺だという全能感があった。みんなを守り、今度こそ、あの少女を救うことができると思った。

　──だが戦いが長引く中、どう頑張っても犠牲は出た。

　隣となりで戦っていた戦友が、基地に帰還する時には消えていたりした。地球のことなんて頭の中に入る余よ裕ゆうがなくなった。

　仲間を死なせたくない。一人で帰還したくない。

　共に戦う仲間と顔を合わせ、絆きずなをはぐくみ、そして何度目かの出しゆつ撃げきで、仲間は死ぬ。その繰くり返し。敵を殺し、味方を殺される。戦場に次から次へと生命が送り込まれ、無差別に消えていく。

　気づけば味方の犠牲を、許容するようになっていた。仕方ないことだと。どうしようもないことなんだと自分に言い聞かせて、助かりそうもない奴を見捨てて、自分の戦果を積み上げていった。

　次第に、俺は、誰よりも戦い誰よりも敵を殺す男と呼ばれるようになった。俺こそが人類の希望だという話は前線から伝わっていき、喧けん伝でんされるようになった。

　希望──廃はい墟きよと死し骸がいしか生み出せない、希望。

　聖剣を手に入れて名声はますます高まった。あんなもの、誰かの血を吸わなければ朽くち果ててしまう、魔ま剣けんだとしか思えなかった。

　誰もが俺に期待した。誰もが俺を希望と同一視した。誰もが、生いけ贄にえが欲しかった。




　俺は誰もいない荒こう野やでしか泣けなくなった。




　いつしか全能感は消えていた。




　　　　◇




　アラームが鳴る前に起きた。時刻を確認すれば、まさに前線基地での起き床しよう時間だ。

「……クソ。余計なこと考えすぎたわ」

　休日を終えて、今日から学園生活は二週目に突とつ入にゆうする。

　今やるべきは悔くいることじゃない。この後こう悔かいを引き連れて、前に進むことだ。

　かぶりを振ふって頰ほおを叩たたいた。意識を切り替かえる。

「実技はなくて、座学だけ、だよな」

　ベッドから立ち上がる。

　今日のカリキュラムを確認しながら、制服に着替える。やっぱり防ぼう御ぎよ魔法の付ふ与よされた服が一番だ。帰ってきてから私服にも魔法を付与したが、気休めにもならないだろう。

　部屋に設置された姿見に、自分を映した。ネクタイはきっちり結ばれている。表情もいつも通りのものを作れている。問題ない。どこからどう見ても、青春を謳おう歌かしたがるただの学生だ。

　時計を見る。そろそろ食堂が開く。たまには一人の朝も悪くない。

　そう考えていた時に、部屋のドアがノックされた。

　朝から早速来やがったかハニトラめ──忌いま々いましく舌打ちする。どうぞ、と声をかけると、返事はないままゆっくり扉とびらが開いた。

「……木この葉は？」

　姿を現したのは、きっちりと制服姿に着替えた、咲さきノの芽め木葉だった。

　俺の部屋を見み渡わたしてから、真顔のままこちらに近づいてくる。

「早いな、おはよう。ちょうど俺も朝飯にしようとしてたんだが──」

「雄ゆう介すけ」

　名を呼ぶと同時、彼女は俺の両りよう肩かたを摑つかんで、ベッドに引き倒した。

　……!?　え、え？

　いつぞや、寝ねぼけている木葉に、ベッドに押し倒されたことを思い出した。だが制服に着替えたということは、意識ははっきりしているはずだ。

　彼女は指を一本立てて、それから指先で俺の唇くちびるを撫なでた。くすぐったさに似た未知の感覚に、腰こしが跳はねる。

「え、ちょ、ちょっと木葉さん、あの？」

「──今から、私の身体からだを好きにしていい、と言ったら……どうする？」

　思考が真っ白になった。マウントポジションを保持したまま、彼女は片手でリボンを緩ゆるめ、シャツのボタンを外していく。こいつシャツの下、何も着てねえ！　肌はだ色いろがだんだんと露あらわになっていくのを、混乱の極きよく致ちにありながら凝ぎよう視ししてしまう。

「雄介……」

　ふっと顔を寄せて、彼女は囁ささやいた。間近に迫せまる彼女の顔は、隅すみから隅まで整っている。熱に浮うかされたようなとび色の瞳ひとみに俺が映り込む。

　頭がぐわんぐわんと揺ゆさぶられるような感覚の直後、思考がスパークした。

　自覚したこともなかった獣じゆう欲よくが、鎌かま首くびをもたげる。

　逆に彼女を組み伏ふせて、滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやりたい。

　そう俺の声で誰かが叫さけんでいる。

　それが怖こわくて、ありていに言えば、俺はビビり散らして思いっきりベッドを叩いた。

「────ッ！　来いっ、レンッッ!!」

　悪意も殺意もなく、気配遮しや断だんに特化した彼女を感知するのは至難の業だ。だからいるかどうかは賭かけだった。

　だが次の瞬しゆん間かん、ベッド下から音もなく寝ね間ま着き姿のレンが飛び出した。

「雄介は自分が守る、死ね泥どろ棒ぼう猫ねこ──！」

　物ぶつ騒そうな物言いに違たがわず、彼女は短たん髪ぱつを振り乱みだし至近距きよ離りから拳こぶしを打ち込む。踏ふみ込む余地のないほぼゼロ距離攻こう撃げきだが、拳に乗せられた威い力りよくが絶大であることが見て取れた。これは──八はつ極きよく拳けんか！

　だが木葉はその上をいった──四つん這ばいの姿勢から、全身の関節を躍やく動どうさせ猫ねこのように跳とび上がり、一気に窓際まで退たい避ひした。

　拳が虚こ空くうを穿うがつと同時、レンは想定済みと言わんばかりに、コンパクトな構えで木葉に振り向く。

「どういうつもり……！　自分ですらまだ雄介の唇には触ふれていない……！」

「安心したわ、寝てる間に何されてんのか不安だったし」

「……異性同性かかわらず、他人との性的接せつ触しよくは、互いの合意がないとだめ」

　俺の心の底からの安あん堵どに、レンはしれっと常識的な言葉を返してきた。なんだこの良心的なハニトラは。

「それにファーストキスはロマンティックなムードを所望する。例えば、一千万元の夜景とか」

　頼たのむからこの場でトリップだけはするなよ、と念じるまでもなかった。レンは普ふ段だん通りの妄もう言げんをのたまいながらも、油断なく木葉を見ている。

　木葉は静かに腰を落とす。思わず瞠どう目もくした。まるで隙すきのない、それでいて瞬しゆん時じに攻こう撃げきに転じることのできる構え。凩こがらし流りゆう格かく闘とう術じゆつの型か。

「──レン。邪じや魔まをしないでもらえるか？」

「──無理」

「そうか、なら死ね」

「委細承知」

　瞬間、部屋の床ゆかを爆ばく砕さいするような勢いで両者が飛び出した。

　レンの踏み込こみは神速と言ってよかった。初日に見せた縮しゆく地ちより数段速い。

　だが木葉も、負けずとも劣おとらないスピードだ。洗練された足さばきは、刹せつ那なの内に停止状態から最高速へ加速する。

　両者の拳に魔力が充じゆう塡てんされた。対象物を強化、魔法的攻撃能力を付与する中級攻撃魔法【ヴァリアント・エンチャント】だ。退魔騎装ナイトイレイザーを介かいさない低収束率──だがそれは相手も同様であり、今は致命打になりうる。

　視線が結ばれたまま、二人が激げき突とつ。インパクトが四方の壁かべを叩き、照明が揺れる。

「…………まあ、その、なんていうかさ」

　ぴたりとも動かない二人──否。

　間に割って入った俺が、衝しよう撃げきを受け流しつつ、それぞれの拳を優しく手で止めていた。女の子の手に気を遣つかう完かん璧ぺきなモテプレーだ。

「他人の部屋で、あんまり暴れちゃだめだぜ？」

　ていうかさすがに魔法持ち出すのは話が違うわ。直撃したら死ぬよこれ。

「……ッ、雄介！」

　レンが俺に鋭するどい視線を向ける。

　だが一方の木葉は、ぐらりと傾かたむき、窓際の椅い子すの背もたれに手を置いて身体からだを支える。

　頭を押さえうつむき、それから──顔を上げて、きょとんとした。

「……え？　わ、私、何な故ぜここに……？」

　まるで今までの記き憶おくがないとでもいうかのように、彼女は俺たちに、啞あ然ぜんとした視線を向けてくる。

　俺はレンと顔を見合わせて、眉まゆ根ねを寄せた。







　都内某ぼう所しよ。

「どういうつもりですか」

　マキナは語ご気き荒あらく、円えん卓たくの座席に腰こし掛かける総理を詰きつ問もんしていた。

「雄介く……英えい赤せき雄介から報告が上がっています。今朝早く、〈天雷姫ケラウノス〉に、自発的にハニートラップを仕し掛かけるよう命令したのですか？　何故？　彼女は、彼を守るための派は遣けんだったはずでしょう！」

　卓上に両手を叩きつけ、鋭い眼光を飛ばす。

　常人なら心しん胆たんから寒からしめられるその視線に対して。

　総理は……ゆっくりと手を組み、困こん惑わくの声を上げる。

「マジで知りません」

「……………………はい？」

「いや……マジで知りません。あれ、あの子が勝手にやりました……」

　マキナは二の句が継つげず、唇を震ふるわせる。総理も黙だまり込んだ。

　円卓会議場を、不ふ穏おんな風が通り抜ぬけた。




　　　　◇




　教室の机に座って、悟さとられぬよう、スーツ姿で授業を補ほ佐さする木葉を見る。

　結局覚えがないという。一応マキナに報告したが、彼女も困惑していた。

「……であるからして、敵の軍勢を分断し、少数ずつ撃げき破はする方法が現在最も有効と言われている」

　授業はいつも通りだった。生徒はみんな、先生の話を真しん剣けんに聞き取っている。

「ここは試験に出す。よく覚えておくように──時間だな」

　クルーニー先生の言葉と同時、授業の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り響ひびいた。生徒らがのびをして、ウィンドウを消していく。昼ひる休きゆう憩けいだ。結局授業には集中できなかった。

「雄介さん、おひるごはんですよー！」

「ん、ああ」

　エリーナに名を呼ばれ、立ち上がる。ついでにレンも、ぴたりと俺の隣となりをキープした。

「……ありゃ？　なんかレンさん、警けい戒かい態勢じゃないですかー？」

「今の自分は、全員敵に見えている」

「な、なんかやたら物騒ですね……！」

　レンは袖そでから黒光りする刃は物ものを覗のぞかせながら、周囲に鋭い視線を向ける。

　それに気後れせず近寄って来るのは、アンブローズ嬢じようと……木葉だ。

「レンさん、朝からこの調子ですわね。一体どうしたのですか？」

　アンブローズ嬢がレンを見て言う。やむにやまれぬ事情があるんだよ。

　その隣で木葉が、自分の両手を握にぎったり開いたりして、頷うなずいた。

「よし、じゃあ、行こうか雄介」

　突とつ然ぜん木葉が踏み出し、レンの警戒をすり抜けて、俺の右みぎ腕うでを抱だいた。

「な、な……ッ!?　ちょっと木葉さんッ!?　そこ私のポジションなんですけどー!?」

「そんなわけねえだろ。あとスーツを着てる時は咲ノ芽先生だろうが」

　思わず、エリーナの発言にツッコミを入れてしまった。というか木葉の行動が怖すぎて直視できない。

「……咲ノ芽先生？」

　だが、木葉は、あれほどこだわっていた呼び方に首をかしげ──訂てい正せいすることなく、俺を引きずるようにして食堂へと歩き出した。







　テーブルに五人で座り、各々トレーを並べる。

「いただきます」

　手を合わせてから、サバ味み噌そを口に運ぶ。いつも通りにうまい。

　ウキウキで食事をしている俺、その隣に木葉は座っていたが──箸はしを手に取る前に、突然、人差し指でつうと俺の首筋をなぞった。

「ひゃァン!?」

　とんでもない声が出た。食堂の生徒らが一いつ瞬しゆん俺を見て、見なかったことにして食事に戻もどる。もう俺友達できないじゃん……

「何だ。思っていたより可愛かわいらしい声を出すじゃないか、雄介」

　テメェこの野や郎ろうとくってかかる前に、木葉の、朝見た、そして試着室でも一瞬見せた、蠱こ惑わく的な笑みが目に入る。ギシリと自分の身体が動きを止めた。その顔ずるい……！

「な、な……ッ!?　なんてことをするのですか！　それはわたくしの特権ですわ！」

　俺が喘あえがされる光景を見て、瞬時に沸ふつ点てんを突とつ破ぱしたアンブローズ嬢が叫ぶ。いや俺、お前に喘がされたこととか一度もないけど。

　金きん髪ぱつを逆立てて激げき怒どする彼女を鮮あざやかに無視して、木葉は俺のトレーに視線を落とした。

「それにしても、随ずい分ぶんと美味うまそうに食べていたが……そんなに好きなのか？」

「え……まあ、好きだぜ。これ、一年中でも食えると思う」

「さすがに偏かたよりすぎだろう」

　そう苦笑しながら──木葉はいつの間にか取り出していたメモ帳に、何やら書き込んでいた。

　同じように分厚く古いメモ帳を取り出し、しかしペンを今握ろうとしていたレンが愕がく然ぜんとする。

「な、な……ッ!?　それは自分の仕事……！」

　メモるスピードで負けただけというのに、レンがペンを取り落とし肩かたをわなわなと震わせる。お前の仕事、キモくない？

　スカートの内側から短刀を抜き放ち（校則違い反はん）威い嚇かくする彼女を鮮やかに無視して、木葉は微笑ほほえむ。

　それから、三人には見えない角度で、俺のふとともに指を這はわせた。

「……ッ」

　誰だれも得しない甘い吐と息いきが俺の唇くちびるから漏もれる。しばらく無む秩ちつ序じよに動いていた指だったが、一瞬動きを止めてから、あろうことか文字を書きだす。

　文字を読み取るには神経を集中させなければならない、だが神経を集中させたらぴくぴくと身体からだが跳はねてしまう……！　なんだこのデッドロックは!?　きたねえぞ！

　悟られないよう必死に顔を伏ふせて耐たえながら、文字を頭の中に浮うかべていく。

『きょう　ほうかご　どうぞうまえ』

「……何？」

　木葉は箸を手に取りながらも、するりとなまめかしい視線を送ってきた。

　これは、つまり、二人きりのデートのお誘さそいということ、か。

　…………しばし逡しゆん巡じゆんしてから、俺はしっかりと頷いた。木葉が満足げに笑い、それを見ていた三人が訝いぶかしげな目で俺たちを見る。

　なるほどな。完全に理解した。




　──決戦は放課後、ってわけだ。
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　放課後、俺は私服に着き替がえ商業地区に乗り込んだ。

　大通りの一角で、昨日ぶりにもう一人の俺、英赤雄介の像と相対する。

　だが今回ケリをつける相手はお前じゃねえ。だから……今この時だけは俺に力を貸してくれ。像の台に背を預けて、瞳ひとみを閉じてそう念じる。

　俺と決着をつけるまで、俺以外に負けるんじゃねえぞ──そう聞こえた気がした。好敵手からのエール。心強い。

　いかなる理由があって、今日突然、木葉がハニトラに本ほん腰ごしを入れてきたのか。それは定かではないが、向こうがそのつもりなら乗ってやる。売られた喧けん嘩かは爆ばく買がいする、それがポリシーだ。

　俺は今日、確信が持て次第、木葉を徹てつ底てい的に問とい詰つめ、完全に撃破する。

　外出する前にマキナに『今から俺の幼おさな馴な染じみを名乗るカスと決着をつけてくる』とメッセージを送っておいた。まだ仕事中だろうし、あいつがあのメッセージを見るころには、既すでにケリがついているだろう。

「待たせたなっ、雄介」

　名を呼ばれ、開眼。

　上品なブラウスと花はな柄がらのスカートを着て、黒くろ髪かみを一つに束ねた木葉が、そこにはいた。

「いや、全然待ってない──と言いたいところだがな。お前が来るのを心待ちにしてたせいか、一日千秋の思いだったぜ」

　事実だ。いかに戦うか、いかにボロを引き出させるか。それを考えていたら、季節が何度もめぐっているような体感時間だった。

「そッ……そうか」

　木葉は照れたように頰ほおを赤らめ、腰こしまで届く黒髪を揺ゆらす。

　同時、木葉の後方から、殺気が飛んできた。

　やはり来たか、ハニトラズ。

　注意深く観察すれば、エリーナ、アンブローズ嬢、レンが、通りのビルの陰かげからこちらの様子を窺うかがっていた。聴ちよう覚かくを研とぎ澄すませ、三人の声を聞き取る。

「私服に着替えて出かけたと思ったら、これですか……！」

「一体どういうことですの、日本の幼おさな馴な染じみとは恋れん愛あい弱者ではなかったのですか！」

「絶対に……許さない……」

　計算通りだ。うかつな真ま似ねをしたらどういう目に遭あうかってのを見せてやるよ。

「じゃあ行くとしようか、雄介」

「おお」

　返事をするや否や、当然のように木葉が腕うでを組んできた。殺気がさらに膨ふくれ上がる。

　ブラウスの生地は薄うすく──こいつまた下に何も着てねえッ!?　ダイレクトに柔やわらかい感かん触しよくがするんですけど!!

　気張っていた精神がぐらつく。舌を嚙かんで耐えた。

　精神攻こう撃げきに耐えながらしばらく大通り沿いに歩く。すると、先日お世話になったコーヒーショップがあった。

　店長と視線が合う。彼は気さくに手を振ふってきた。二度目だというのに、すっかり慣れてくれたようだ。

「あそこ行こうぜ」

「いいんじゃないか？」

　近づけば、昨日と同じアルバイトの女の子がいた。近づく俺たちを見て彼女は驚きよう愕がくに両目を見開く……あれ？

「こんにちは。約束通りに来ましたよ」

「いらっしゃい！　ほら、英赤君来てくれたよ」

「え、ヤバ、本物です？　ちょービビる……」

　アルバイトの子は、初めて俺を見たかのように挙動不ふ審しんになった……あれぇ？

「え、ええと、ブレンドを二つ。俺のには砂糖とミルク多めで」

「はいよ。今日は二人でデートかい？」

「はい！」

　木葉が元気よく返事をする。

　湯気を上げるコーヒーカップが二つ並び、黒い蓋ふたをはめられた。震ふるえる手でアルバイトの子が渡わたしてくれる。

「ありがとう。また来るよ」

「ド、ドーモ」

　震え声を絞しぼり出すバイトに向かって、店長がからかうような視線を向けた。

「なんか緊きん張ちようしすぎじゃなーい？　連れん絡らく先ねだるぐらいだったのに」

「は、はあッ!?　そんなことするわけないじゃん!?　あたしの好みってガタイのいいおじさんだし！」

　バイトの子はやたら必死に店長に弁明した。

　ちなみに、ガタイのいいおじさんである店長は、へーそうなんだーとどこ吹ふく風だった。多分だけどあんた目的だよこの子。

　よく分からない敗北感を植え付けられながら、俺は木葉と共に、コーヒー片手に歩きだす。

　木葉はじっと蓋を見つめて一向に飲まない。不思議に思いながら、俺はコーヒーを飲む。苦くない……美味おいしい！

　ほくほくでコーヒーをすする俺を見て、何かに合点がいったかのように、木葉も蓋の飲み口からコーヒーを飲んだ。そしてむせた。

「ごほ、苦っ、ごほ」

「おいおい……」

　呆あきれかえりながらも、木葉の背をさすってやる。涙なみだ目めで彼女はコーヒーを見た。

「こ、これほど苦いとは。予想だにしなかったぞ」

「なんだよ、苦いの苦手だったのか。じゃあ交こう換かんしようぜ」

「あ、ありがたいが……雄介はいいのか？」

「飲めなくはない。あと苦いのを平然と飲むような男って、カッコいい気がするし」

「いや違ちがう、そうではなく……間接キス、だぞ？」

「……ッ、知らねー」

　ふいと顔を背けた。言われるまで気づかなかった、マジじゃん。

　だが今いま更さら、後には退ひけねえ。

　交換したコーヒーカップを、二人して無言で見つめる。

　先んじて、木葉が口を付けた。思わず唇を注視した。つややかに照る唇。一口飲んで、それから木葉は俺を見た。密着状態では、身長差のせいで俺を見上げるような角度だ。

「ふふ……甘い、な」

「ッ……そそそりゃあな。砂糖とかミルクとか砂糖とか入ってるし」

　子供の言い訳じみた発言。それがおかしかったのか、木葉は笑った。

「は？　何ですか今の？　は？」

「突とつ撃げき案件ではありませんのもうこれ」

「妬ねたましい……恨うらめしい……絶対に許さない……」

　背後からビシバシと三対の視線が突つき刺ささる。おい、やめろ。ここまでイチャイチャするつもりはなかったんだ。

　けれど。

　けれど──これは。

　俺が入学する時に憧あこがれていた、青春そのものなんじゃないか。

　疑念がよぎった。慌あわてて打ち消した。何、馬ば鹿かなこと考えてやがる。

「見ろ雄介、あの服！」

「おん？」

　思考を断ち切るようなタイミングで、木葉が俺の腕を引っ張る。見れば通りに面した大きな窓の奥で、先日俺を滅め茶ちや苦く茶ちやビビらせてくれたプラスチックの人形が薄い桃もも色いろのジャケットを着ている。

　その店は、昨日行ったところより明らかにランクが上だった。透とう明めいなドア越ごしに見える店内の雰ふん囲い気きが全然違う。

「へえ、可愛いな」

　素直な感想だった。ウィンドウの近くまで歩くと、どうやら店がプログラムを組んでいるらしく、自動でジャケットの説明文を空中に投とう影えいする。今年の最新モデルか。

「気に入ったのか？」

「ああ！」

「なら買うか」

「……え？」

　弾はじかれたように木葉が俺を見た。

　なんてことはねえ……今日でお前とはお別れなんだ、手切れ金みたいなもんさ。

　内心をおくびにも出さず、今度は俺が彼女を引きずって店に入る。

「あのピンクのジャケットだよな」

「あ、ああ」

　店員さんを呼んだ。俺を見て驚おどろくも、瞬しゆん時じに動どう揺ようを収める。いいお店だからか、接客のレベルが高いんだろう。

「表のピンクのジャケットをください。あ、もう着ちゃうんでタグは外してください」

　木葉の発言を思い出しながら告げる。店員さんは恭うやうやしく頭を下げる。

　手持ちの額では足りなかったので、デバイスを起動させキャッシュレスで決済した。木葉は店員さんが広げてくれたジャケットに、恐おそる恐る腕を通す。

「あ、あの……雄介、さすがにこれをもらうわけには」

「気にすんなって」

　どうせ気にする必要もなくなる。

　そんな内心には気づく由もなく、木葉は少し黙だまってから、花開くような笑みを浮うかべた。

「……ありがとう、雄介」

　──ぐっ！　良心に大ダメージ！　胸を押さえそうになった。

　ぐあ、今の、効いたぜ、咲ノ芽木葉……ッ！

　思わぬ手傷を負いながらも、店を出る。

　少し離はなれた地点から放出されている殺気は、店から出た木葉が薄い桃色のジャケットを着ていたせいか、もう一周回って感じ取れないほど膨ぼう大だいなものになっている。気にしたら負けだ。

「じゃあ、どこ行くよ」

「そうだな、次は──っと」

　周囲がざわめいていた。何事かと思えば、視線が俺に突き刺さっている。

　あっ、やべ。

「も、もしかして、えいゆッ──」

　騒さわぎになる前に、木葉を連れて歩き出す。気持ち伏ふせがちに通りを突き進んだ。

　どういうわけか、今日の彼女は一切通行人を迎げい撃げきしてくれない。デートに夢中にでもなっているんだろうか。そそくさと角を曲がり、大通りから逃にげ出した。

「……悪いな、どうも俺は、デート向きの男じゃないらしい」

「ん？　楽しいから、別にいいぞ？」

　気を遣つかっているような声ではなかった。思わず木葉を見る。

「うん、私は雄介と一いつ緒しよなら、どこでも楽しいからな」

「……そっか」

　満面の笑みで言われては、何も返せない。

　決着を付けにきた、というのに、俺はガードの上から痛打を打ち込まれ続けている。

　ああ、そうだ。

　俺もまた、彼女と一緒に過ごすことを、楽しいと思っているんだ。
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　それから木葉と、色々な場所に行った。

　服を見た。本を見た。買い食いをした。

　大道芸人を見てそろって拍はく手しゆした。傘かさの上でボールを回すやつはすごかった。

　そうして二人で過ごした。その間、度たび々たび見せる彼女の笑顔に、胸が痛んだ。

　今日、きっと俺は、咲ノ芽木葉と決別するというのに。

　そうしている間にも日は沈しずんでいき、夕焼けを過ぎて夜のとばりが下りた。

　夕食はインターネットでヒットした、少し路地に入ったところの、隠かくれ家がのようなお店にした。リーズナブルな価格帯で、俺も木葉も談笑しながら和気あいあいと食事した。斜ななめ後ろの席で執しつ拗ようにステーキをフォークで串くし刺ざしにし続ける三人組の謎なぞの客は、無視した。

「今日は楽しかったな、雄介」

　──帰路につくころには、漆しつ黒こくの夜空の下、街灯が俺たちを照らす時間になっていた。

「ジャケットも買ってもらって、本や雑貨を見て、夕飯は美味おいしいお店に連れて行ってくれて……至いたれり尽つくせりとはこういうことなんだろう」

　彼女は俺の少し前を歩いて、大通りを進んでいる。もう面めん倒どうになって、認識阻害アンノウンを自分にかけた。使い勝手も燃費も最悪の補助魔ま法ほうだが、仕方ない。

「なんかこう、超ちよう普ふ通つうのデートを見せつけられたって感じでしたね……」

「油断できませんわ。帰り道でキスとかするかもしれません」

「今日は雄介と一緒に居られて楽しかった……」

　尾び行こう継けい続ぞく中の三人の言葉が聞こえる。レンはどうやら木葉に自分を投影しているらしい。

　空を見上げた。雲に覆おおわれて、月も星も見えやしなかった。

「なあ、雄介。少しいいか」

「おん？」

　不意に木葉が立ち止まった。通行人が通り過ぎていく。街灯が地面を照らし、俺たちの影かげが薄うすく伸のびている。

「お前は──どうしてそんなに戦えたんだ」

　意外な問いだった。どうして強くなれたかではなく、どうして戦えたのか。

　俺は静かに瞳ひとみを閉じた。

　思い返すは原初の記き憶おく。

　少女と公園で遊ぶ、何度も見た夢を思い返す。

　小さな公園の、小さな砂場だった。俺たちは二人で、ちゃちな砂の城を作り上げた。

　幼い少女が言う。

『二人で、このおしろを守ろう』

　幼い俺が言う。

『でも、まものがけっとばしたら、ぼくらじゃ守れないよ』

　子供らしくもない、悲観的な言葉だった。

　けれどそれを聞いて、少女は笑った。

『ちっぽけなおしろだからな。でも、だからこそわたしたちが守らなきゃ。──ちっぽけなものこそ、守らなきゃいけないんだ』

　世界だとか地球だとか、考えていなかった。死に物もの狂ぐるいで戦っていた理由は、仲間を守るため。その根源はそこにあった。ちっぽけだからこそ、守らなきゃいけないんだ。彼女の言葉に、俺は心の底から同意して、それが俺にとっての光だったんだ。

「……ある願いを見た。俺は、それを果たしたいと思った。ずっと、胸の奥にある信念。それが、俺を動かしてくれた」

　感情的な声だった。

　木葉はそれを聞いて、笑みを浮かべたりはしなかった。

「そうか。それで、あんなに戦えたんだな」

　それから、そっと俺に歩み寄る。通行人は誰だれも俺たちを見ていない。

　世界を構成するのが、たった二人だけのような感覚がした。

「でも、雄介」

　今すぐ抱だきしめられそうな距きよ離りだった。

　木葉はそっと、俺の頰ほおに手を添そえた。

「これからは私がいる。私と一緒に、守っていけばいい。そうだろう？」

　プロポーズのような言葉。ドキリとした。

　想像してみた。誰かと協力して、戦う。守るための戦いに挑いどむ。それは甘かん美びな理想だった。恋こい焦こがれたことも、あったかもしれない。無我夢中で聖せい剣けんを振ふるっている間に忘れてしまっただけで、いつかの俺は、そんな夢想をしていたことが、あったかもしれない。

　思わず苦笑した。感傷的になりすぎだ。

　それを見て、木葉がすっと背せ伸のびする。

　唇くちびると唇が近づく。一千万元の夜景ではないが、そういうタイミングなんだろうなと、他人ひと事ごとのように思った。

「どうか、お前の隣となりで、一緒に戦うことを許してくれないか」

　間近で俺は、彼女の瞳を見た。

　美しいとび色の眼。吸い込まれるようだった。

　そこに映り込んだ俺は──

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべていた。

　確信が持てた。補ほ佐さ役やくのくせに告白とか何考えてんだこいつ。

　そんなの──ハニートラップに決まってんだろ。

「ああそうだな、俺はこれからも戦い続ける……お前みたいなやつとな」

　発言と同時、木葉を突つき飛ばす。

　彼女は目を白黒させながら、たたらを踏ふんで距離を取った。通行人らが一いつ瞬しゆん立ち止まり、訝いぶかしげに俺たちを見る。

「ゆ、雄介？　その……意味が分からない、のだが」

　困こん惑わくする木葉。

　その時、俺のデバイスが震ふるえた。マキナからの着信だ、ちょうどいい。

　認識阻害アンノウンを解除し通話を開くと同時、青ざめたマキナがウィンドウに映る。

『ちょ、ちょっと雄介君!?　あのメッセージってどういう意味!?』

「思ったより早かったな。まあ、見てな。今から最高のショーを始めるからさ」

　それから、妨ぼう害がいすべく一歩踏み出した姿勢で硬こう直ちよくしていた三人組にも聞こえるよう、声を張り上げた。

「大した演技だぜ、心にもねえことばっか言いやがって。だが俺の目は誤ご魔ま化かせねえ。お前の企たくらみは看破してる。俺はお前の思い通りにはならない」

「だ、だから、一体なんのこと……」

「俺の幼おさな馴な染じみを、ハニートラップおまえみたいなやつが名乗るんじゃねえッ！」

　一いつ喝かつした。木葉の身体からだがびくりと震える。

「ゆ、雄介さんっ、どういうことですか！」

　エリーナたちが駆かけ寄よってきて、俺の横に立った。

「幼馴染を名乗る、というのは一体、どういう意味ですの……!?」

「説明が必要」

「ハッ、お前らにも見せてやるよ。浅はかな考えで俺に近づいたらどうなるかってのを」

　困惑する三人に構わず、俺はビシリと木葉を指さした。ウィンドウのマキナが、全部終わったと言わんばかりに天を見上げて顔を覆っているが、関係ねえ。

「観念しろ──正体を現しやがれ！」

　腹の底から叫さけんだ。通行人も完全に時を止めて、木葉を注視している。

　全てを暴ばく露ろされ──咲ノ芽木葉という名のハニートラップはうつむいた。

　数秒の沈ちん黙もく。ごくりと誰かがつばを飲んだ。

　そして。

「────クハ」

　？

「クハハハハハ、ハッハッハッハッハッハ!!」

　ガバリと顔を上げて、木葉が哄こう笑しようを上げる。

「よくもまあ、さすがと言わざるを得ないな、〈英えい雄ゆう〉ゥゥッ！」

　ん？　なんかリアクションが想定と違ちがうな。

　こんな、この悪の幹部みたいな反応、いや何？

「いやはや、こうもあっさりと見破られるとは……私なりに、人間の演技というものを学んだはずだったが。いや、貴様の目は誤魔化せなかった、ということだろうな……」

　え？　人間の演技？

「正体を顕あらわせと言ったか……ならば、望み通りにしてやろうッ!!」

　木葉が両りよう腕うでを広げた。瞬しゆん間かん、彼女の両眼が紅あかく発光。

　同時──街灯が生み出していた木葉の影から、そいつはずるりと這はい出てきた。

　半はん透とう明めいの肉体。二メートルはあろうかという背せ丈たけ。

　背中から生えた黒こく翼よくは、大きく、極めて鋭えい利りな外観だった。局部のみ包む白い衣装と漆黒の翼つばさが残ざん虐ぎやくに光る。

　膨ふくらんだ胸と、病的なほど白い肌はだ。額を突き破やぶる二本の角。色素が抜ぬけ落ちた白はく髪はつ。そして、涙なみだの跡あとのように頰に刻まれた赤いライン。

　そいつは幽ゆう鬼きのようなオーラを放出しながら、半透明のまま、木葉の背後にふわりと浮うかんだ。

「久しいなァッ、〈英雄〉ゥゥゥッ……この私を、忘れたとは言わせないぞ」

　木葉と奴やつの口が、連動して動く。だが木葉の声じゃない。背後に控ひかえるそいつの甲かん高だかい声だった。

『……魔ま王おう軍ぐん、南アメリカ大陸攻こう撃げき指揮官』

　マキナの声は震えていた。

　驚きよう愕がくに全身が凍こおり、脂あぶら汗あせがにじむ。

「レグ、ナス」

　その名を発して。

　そして俺は、顎あごが外れるほど口をあんぐりと開けた。

　は…………はぁぁぁああぁああぁああぁあああぁあぁあぁあああ!?

「??　??　……!?　!?」

　もはや言葉にならない。何？　何が起きてるの？

「この人間の身体からだを借りて近づこうとした、というのは分かっているようだが……いつから、と問うのは野や暮ぼだろう？　あの屋台の女から乗り移った時、つまり最初からお見通しだったというわけだ……」

『指揮官クラスということは、思念体の状態でも生存可能な個体……レグナスは確かに、思念体の討とう伐ばつまでは確認されていない個体よ！』

　通行人が蜘く蛛もの子を散らすようにワッと逃にげ出した。

　俺はただ、立ち尽くすことしかできない。突き付けた人差し指が震えている。

　動どう揺ようする俺に構わず、エリーナたちが口々に叫ぶ。

「思念体の状態で、木葉さんの身体に憑ひよう依いしてたんですか！」

「高位の魔物にはそのような芸当が可能とは……ですが、どうやら雄介さんの慧けい眼がんは誤魔化せなかったようですわね」

「今朝からの行動は、其方そちらが原因だったということ……観念して、木葉を返せ！」

『そっか、雄介君、これを見み越こして、あんなメッセージを……』

　ハニトラズとマキナが好き勝手に俺の発言に乗っかってくる。

　もうまるでついていけない。

　どうしてこうなったんだ？

　俺はもしかして、とんでもなくツイてないのか？

　完全に、全てに裏切られた気分だった。神に見放されていた。

　先ほどの口上すべてが、レグナスに向けたものとなった途と端たん、超ちようヒロイックに聞こえる。やめろ馬ば鹿か、お前、お前、お前お前お前お前ェェェェェェェッ!!

「馴な染じみ深い顔を見られたはいいが……武力で敵かなわんのは分かっている。だからこそ籠ろう絡らくしようとしたが、それも潰ついえた。ここは退かせてもらうぞ、〈英雄〉」

　レグナスが唇を釣つり上げ、その細い腕うでを木葉の首に回す。

「せっかく手に入れた、強力な依より代だ……貴様もこの少女を、傷つけたくはないだろう」

　いやその前に謝れ。謝れよ！　テメェのせいで何もかも滅め茶ちや苦く茶ちやだッ！

　激げき憤ふんする俺などお構いなしに、レグナスは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「覚えておけ、〈英雄〉。貴様は確かに、我らが王を討ち、英えい雄ゆう譚たんを打ち立てた。だがそれもいずれ、貴様ごと朽くち果はてるッ！　英雄譚とは失しつ墜ついするべき神話マイソロジーだ！　いずれ来たる失墜の時に、この少女の身体はいい働きをするだろう」

　その時、思考が──やっと──切り替かわり始める。

　あまりの衝しよう撃げきにマヒしていた。

「ではさらばだ……おっと、いいものを見せてやろう。この身体は素晴らしい。何せこうして──呪文スペルを発動するのに耐たえうる」

「……ッ!?」

「〈来たりて笛吹ふけ我がしもべよ〉」

　レグナスの、そして木葉の口から発せられたのは、魔ま力りよくを編み込まれた日本語。

　こいつ──こっちの言語でも呪文スペルを打てるまで学習しやがったのか！

　木葉の両足を起点に、血のようにどす黒い深紅の魔ま法ほう陣じんが展開された。そこから浮き上がるは学園にあるはずの双そう剣けん、木葉の特注型退魔騎装ナイトイレイザー──〈テンペスタース〉。

　木葉の両手がそれらを逆手に握にぎった。

「そして、確かなんというのだったかな……そうだ、そう」

　酷こく薄はくな笑み。双剣が突き出された。

　魔力が収束する。人じん智ちを超こえた収束率。エリーナたちが悲鳴を上げる。

「貴様たちの魔法──【ジ・イグニッション・ブレス】」

　上級攻こう撃げき魔法。

　レグナスほどの魔物が操れば、一撃で市街地を蒸発させるだけの威い力りよくを持つだろう。

　双剣がまばゆく輝かがやく。

　直視しただけで魂たましいを砕くだかれそうになる、禍まが々まがしい光。

　ぴたりと向けられた切っ先を起点に、それが無数に放たれた。




　俺はそれを見て笑みを浮かべていた。多分、死ぬほど残酷な笑みだった。




　世界がスローモーションになる。

　いつもの感覚。

　全身を覆おおっていた錆さびが剝はがれ落ち、脳のう髄ずいから足元まで一本の鉄棒が貫つらぬいたような、全身の細さい胞ぼうが凝ぎよう固こしたような、そんな感覚。

　頭の芯しんが冷える。

　放たれた魔力砲ほう撃げきが熱風を巻き起こす。

　全身をなぶるその風が、休きゆう憩けいお疲つかれさまでしたあなたの戦線復帰を心より歓かん迎げいしますと告げていた。




「────覚おきろ、〈アルカディウス〉」




　銘なを呼んだ。俺の体内を蠢うごめく量子が、瞬しゆん時じに結集し右手から吐はき出される。

　同時に無数の砲撃が着ちやく弾だんした。轟ごう音おんと共に炎ほのおが弾はじけ飛び、周囲を滅茶苦茶に破は壊かいする。砕け散った道路の破片がばらまかれる。分厚い粉ふん塵じんが宙を舞まい、視界を奪うばう。

　それから、爆ばく音おんの反動みたいに、辺りは物音一つしない静せい謐ひつに満たされた。

「…………チッ」

　静せい寂じやくを切り裂さき、レグナスの舌打ちが聞こえた。

　上級攻撃魔法が起こした破壊──それはあまりにも限定的すぎた。本来なら、この大通りをまるごと更さら地ちに変えてもおつりが来るような攻撃。

「────挨あい拶さつが遅おくれたな。久しぶりだ、レグナス」

　俺は、右手に握った聖剣で、粉塵を薙なぎ払はらった。

　顔を庇かばっていたエリーナたちが恐おそる恐る周囲を見み渡わたし、それから俺が持つ剣を見る。

　無数の魔力砲撃は、聖剣の一ひと振ふりで容た易やすく蒸発した。

　聖剣〈アルカディウス〉。俺の意志によって量子レベルで分解、体内に格納可能な、剣として存在する稀き少しよう魔ま法ほうとでもいうべき存在。〈デイブレイカー〉より二回りは大きいであろう、大剣。

　かつて敵の指揮官から鹵ろ獲かくした装備に、人類サイドの技術を強引に混ぜ合わせることで完成したキメラ兵装。いかなる化学反応を起こしたのか、こいつは元の奴らの装備とも、人類の退魔騎装ナイトイレイザーともまったく異なる兵器として仕上がった。

　その特性──俺以外の人間にはまるで反応せず、そして決して傷つかず、折れない。

「どうするつもりだ……私を殺すということは、この少女も殺すということだぞ？」

「そっか」

　今日のデートはまさしく、望んだ青春だった。理想を詰つめ込んだ時間だった。

　その夢を断ち切るために、俺は聖剣を振ふるう。

「ッ──貴様、本気か！」

　レグナスが狼ろう狽ばいした。背後の連中も息を吞のんでいる。

「……もう言うことはないのか？」

「な、に？」

「俺が誰だれか忘れたのか。英赤雄介──〈英えい雄ゆう〉だ」

　俺はお前たちを殺す舞ぶ台たい装置だ。

　言外にそう告げると同時、道路を踏ふみ砕き、俺はレグナスに飛びかかった。

「チィィ────！」

　みすみすやられるはずもない。木葉の身体は逆手に持った左の〈テンペスタース〉で、俺の一いつ閃せんを受け止める。激げき突とつのインパクトが地面を叩たたき、大気を軋きしませた。

　双剣が目にもとまらぬ速さで振るわれる。木葉の技能や経験までも掌しよう握あくしているのか、凩こがらし流りゆうの型と思おぼしき動き。関係がない、全部弾はじき落とす。

　返す刀で、木葉の右みぎ腕うでを切り裂いた。桃もも色いろのジャケットに凄せい惨さんな切り傷が刻まれ、少量の血が宙に舞う。浅い。痛みに右腕を俺から遠ざけるように引いて、彼女の表情が歪ゆがむ。

　隙すきを見て逃げ出そうとするレグナス、逃がす気のない俺。

　これは俺が咲ノ芽木葉を殺せるかどうかの戦いだ。

「しつこい男は嫌きらわれるぞ……！」

「安心しろ、俺はお前が死ぬほど嫌いだッ」

　真横一閃に振るわれた〈テンペスタース〉──地を蹴けり、跳とび上がって回かい避ひ。

「〈呪のろわれろ〉ッ！」

　直後に呪文スペル、それも極めて濃のう度どの高い、物理的な威力すら伴ともなう呪じゆ詛そが放たれた。空中で身をよじり、直線状のその呪詛を回避。

　その隙に後ろへと飛びすさり、レグナスが逃とう走そうしようとする。

　逃がすわけないだろ──地に足のつかないまま手足の動きのみで姿勢制せい御ぎよ。ぴたりと聖剣の切っ先を向けた。魔力を瞬時に聖剣へ伝達。銀色の粒りゆう子しが俺の周囲に舞う。

「墜つい滅めつしろ」

　発射──下級攻撃魔法【バリスタ】。

　レグナスはそれを確認して、泡あわを食って飛びのいた。奴やつがいた地点を砲撃が抉えぐる。

「ほ……っ、本気で、木葉さんごと殺す気なんですかッ!?」

　続けざまに接近しようとした時──背後から悲鳴が飛んできた。エリーナだ。

「だ、だってもう終わったんじゃ、ないですか。誰かが死んだり、殺されたりするような、大きな戦いって……！」

　背中に必死に投げつけられる、涙なみだ交じりの声が、俺に懇こん願がんする。

「守りたいって！　誰にも死んでほしくないって！　あの時、授業中に！　雄介さんは言ってくれてたじゃないですかっ！　それなのにどうして……ッ！」

「俺だって、終わっていてほしかったよ」

　油断なくレグナスを見み据すえながら、俺は言葉を絞しぼり出した。

「……雄介、さん？」

「まだだ。まだなんだよエリーナ。こいつらを絶ぜつ滅めつさせるまで戦いは終わってない。終わってなんかない……！　こいつらが笑って人間を殺す光景をまだ夢に見る！　こいつらが誇ほこらしげに俺の友の首を掲かかげる光景がずっと瞼まぶたの裏に焼き付いてるッ！　そして、またお前らはノコノコ俺の前に現れやがった！　まだだ、まだ終わってないッ！」

　バキリと、頭の中で嫌いやな音がした。

　何か大切なものが砕けていくような、そんな音。

　──お前は何も守れない。

　ああ、そうかもな。そうなのかもな。

　迷いが晴れていく。いや光は見えない。視界がどんどん紅あかくなる。それでいい。

　そっちの方が、今まで通りで、楽だ。

『雄介君、違ちがう、違うでしょ、君のやりたいことは……！』

「ああそうだ、守りたい！　守りたかったよ！　俺だって！　この手で！」

　聖剣を振るった。斬ざん撃げきが飛ひ翔しようし、木葉が双剣で受け止め──吹き飛ばされた。ビルの壁へき面めんに叩きつけられ、彼女は苦く悶もんの声を上げる。

「けど──だけど、結局殺すしかないって……殺すことしかできないだなんて、そんなことは──もう分かりきってんだよッ!!」

　爆ばく発はつ的に加速した。聖剣の柄つかを両手で握る。刀身が白銀の光を放つ。

　かつての俺ならもっと速かった。

　木葉の命を見捨てて、さっさとレグナスごと殺してた。ちっぽけな犠ぎ牲せいなんて許容して、多くの人々のために剣を振るえた。

　こんなにも、俺は弱くなった。弱くなった？　分からない。

　だけど、もういい。仕方ないこと、どうしようもないことなんだから。

　これで殺せる。終わりにできる。

　だから──

　超ちようスピードで流れていく視界の中。

　木葉の顔が見えた。

　──それがお前の本性だ。

　地の底から響ひびくような声が聞こえた。希望と対を成す呪のろいの言葉。その声が聖剣を握る手に流れ込んでいく。ああそうだ、お前おれは、何も、守れな──




「勝手に諦あきらめてんじゃないですよ、こんの馬ば鹿か舌じたああああああああああ!!」




　それはまるで、業火に満ちた地じ獄ごくを切り裂く、閃せん光こうのような声だった。

「…………ッ!!」

　俺は──聖剣を地面に突つき立て、急ブレーキ。

　レグナスが訝いぶかしげに俺を見る。

　息が上がっていた。プレッシャーが、全身を押しつぶそうとしていたんだ。

　街を見渡した。初めて見た、人々の暮らし。俺が見る市街地は、廃はい墟きよと死体の山ばかりだった。けれどここは、生きている。

　木葉も、まだ、生きている。

　俺は今、ちっぽけなものを踏みつぶして、大きな何かを救うために、がむしゃらに戦っている。

「……違うよな」

　問いかけた。

　誰に？

　俺の中にいる誰か。

　いつも俺を見ている、俺の背を押してくれる、あの幼い少女に。

「…………違う、よなァ……ッ！」

　もう一度、問いかけた。

　答えはもう決まっている。

　どっかの馬鹿が遮さえぎっちまったせいで……もう、〈魔ま王おう〉の声は聞こえない。

　仕方ないこと？　どうしようもないこと？　ふざけんな。

　何を楽になろうとしてやがる。

　何を、弱い強いでまとめようとしてやがる。

　不可能を可能にしろ。それぐらいできねーなら──〈英雄〉なんて名乗れねえ。

「……力を貸してくれ」

　俺は真後ろに振り向いた。

　三人の顔を見た。

　歯を食いしばって、そして、喉のどから叫さけびを吐き出した。

「俺は相手を殺すこと以外の解決方法を、結局何も思いつかない……だから──力を貸してくれ！　教えてくれッ、あいつを、木葉を救う方法をッ!!」

　エリーナたちが驚きよう愕がくに目を見開いたのは、一いつ瞬しゆんだった。

　すぐさま、彼女らは力強くうなずく。

「雄介さん、相手を逃のがすことなく、とにかく時間を稼かせいでくださいっ！」

「それを見てわたくしたちで何とか考えます！」

「雄介、お願い……！」

　返事の声に迷いはない。

　視線を戻もどせば、レグナスが立ち上がり、侮ぶ蔑べつの笑みを浮うかべていた。

「貴様……選ばないつもりか？」

「いいや、今選んだ。選んじまったよ畜ちく生しよう……それが、もし本当にあるなら！　何かを犠牲にして勝利を摑つかみ取る以外の選せん択たくがあるなら！　それが一番いいに決まってるッ！」

　聖せい剣けんを構えた。

　殺すことなく時間稼ぎ。指揮官クラス相手では、一瞬の隙を見せたら俺がやられる。

　冷や汗あせが頰ほおを伝うのが分かった。

　それでも、彼女たちが諦めないでいてくれるのなら。

　俺もまだ、諦めたくはない。




　　　　◇




　素人目では、その剣戟の応おう酬しゆうは目で追うこともできなかった。

　一挙一動ごとに地面が爆はぜ、刀身の閃ひらめきが空間を断つ。火花すら置き去りにして両者は攻こう撃げきを読み合い、打ち落とす。刃やいばが激突する度、世界が軋んでいるような音が響いた。

　間に割って入れば一秒足らずで八つ裂ざきにされるであろう、超ちよう音おん速そくの攻こう防ぼう。

　目から血を噴ふき出すような形相で、エリーナ、キャストルテ、レンはそれを見ていた。

『思念体は通常、特定の魔ま法ほうによって……つまり魔力によって撃げき滅めつすることが可能よ。だから、魔力操作によってなんとかできる可能性はある』

　雄介が残したウィンドウから、マキナが三人に情報を提供する。

「でも、身体からだから引きはがすにはどうしたら……」

「あの儀ぎ式しき魔法、思念体を消しよう滅めつさせる魔法なんて撃うち込めば、間ま違ちがいなく木葉さんの身体も蒸発しますわ」

　キャストルテが親指の爪つめをかみながら告げる。だが諦めるわけにはいかない。

「……ッ、雄介、押されてる……？」

　戦場を見ていたレンが、愕がく然ぜんとした声を漏もらす。

　見れば──小さな血しぶきが舞まっていた。雄介の頰に浅い切り傷ができている。

「そら、どうする〈英えい雄ゆう〉……人間の身体ではジリ貧だぞ？」

「黙だまってもう少し付き合ってくれよ──なァッ！」

　雄介は相手から決して離はなれない。それは攻防のリセットができないということ。一度距きよ離りを置くべき場面でも逃にがすまいと迫せまるため、回かい避ひしきれない攻撃が生じる。

「ま、まずいですよっ！　早く何か考えないと……！」

「完全に身体を掌しよう握あくしていると仮定するなら、思念体は……おそらく、脳！　脳にいるはずですわ！」

「……脳に、魔力を流し込む、とか」

『そんなことをしたら頭部が内側から弾はじけ飛ぶわね……』

　マキナの指し摘てきに、一同唸うなる。

「ちょ、ちょっと安やす請うけ合いしちゃった気がしてきました……」

「お茶、お茶が欲しいですわ」

「よく考えたら泥どろ棒ぼう猫ねこの一いつ匹ぴきだし死んでもいいかも」

「うおおおおおおいお前ら自分の発言に責任とか持てねえのかよォッ!?」

　三人のぼやきを聞き落とさなかった雄介が、悲鳴を上げる。

「いやマジで早く頼たのむ！　なんかこいつどんどんキレが上がってんだけど──うわっ!?　あっぶねえ殺す気かよ！」

「殺すと言い出したのは貴様の方だが!?」

　逃げたいレグナスと逃がすわけにはいかない雄介。

　ある種の膠こう着ちやく状じよう態たいを目の当たりにして──レンが、小さく息を漏らした。首筋を電流が走ったような感覚。

「キレが……増してる……？」

　おそるおそるレンが口にしたのは、雄介の言葉のリフレイン。

　だがそれを聞いて──他の二人も目の色を変えた。




　　　　◇




「いい加減にしろ、しつこいッ！　貴様あれだろ、人間社会で問題になってるストーカーというやつだろうっ!?　女の敵は〈吹ふき飛べ〉ぇっ！」

「ストーカーならもう足りてるっつーの！」

　至近距離でレグナスが呪文スペルを発動させ、木葉の左目を起点として魔ま力りよく砲ほう撃げきが放たれる。聖剣で弾はじきながら、引きはがされないよう距離をキープする。

　身体の内側が軋きしむ音。思わず歯は嚙がみした。

　クソ、いつまでだ。いつまで耐たえればいい。

　強敵との戦いにおける絶対法則は、こちらが全力を出し切れるうちにカタをつけちまうことだ。でなけりゃ、体力勝負じゃ必ず負ける。そのセオリーを踏ふみにじるような戦法。長くは保もたない。

　戦いながら場を移し、だんだんと大通りから、別の大通りと交差する十字路に差し掛かかりつつある。

　さっきから避ひ難なん警報が鳴り響いているおかげで、子供一人いないが──開けた場所に行けば、それだけ逃とう走そうされる確率も上がる。

　汗がびっしりと身体中を濡ぬらしている。これだけ長時間、指揮官クラスと戦せん闘とうを継けい続ぞくするのはいつぶりだ。マジで〈魔王〉以来のはずだ、そりゃきつい。

「けどなァァァッ！」

　諦められるわけないだろ、諦めるわけないだろ！

「戻ってこい、木葉ァァァッ！」

　叫びと同時に〈テンペスタース〉を弾く。会心の一撃だった、右の剣が木葉の手から吹き飛ばされる。

　木葉の顔が驚愕に歪ゆがみ、一瞬、泣きそうな顔になった。

「何ッ……」

　その瞬しゆん間かんだった。

「雄介さああああああああああんッ!!」

　待ち望んだ、天からの声が──届いた。

　木葉が右手をかざす。飛んできた砲撃を聖剣で受け止める。

　火花を散らしながら、俺の身体が数メートル押し下げられた。靴くつ底ぞこが道路を削けずっている。

　その体勢のまま、振ふり向くことなく、耳を傾かたむけた。

　口火を切ったのはレンだった。

「よく聞いて雄介！　おそらく木葉の意識は完全には乗っ取られていない……！　凩こがらし流りゆうのキレが上がっている、つまり、あくまで段階的に身体を掌握しているという証しよう拠こ！」

　言われてみれば──木葉を完全に掌握したのなら、脳のデータから記き憶おくや剣の腕うでを再現できるはず。キレが増している、というのはおかしな話だ。他にも思い当たる節はある。様子がおかしかったのは知識や記憶が一部欠けつ如じよしていたからか。

　痛いところを突かれたのか、木葉が顔をしかめて矛ほこ先さきを三人に向けた。発射される砲撃を、聖剣から【バリスタ】を放って撃ち落とす。

　続きを引き取ったのはアンブローズ嬢じようだった。

「レンさんのおっしゃる通りですわ！　先ほどから木葉さんの身体は、痛みを感じた際に脊せき髄ずい反射の動きを見せています！　脊髄を持たない魔ま物ものはそのような逃とう避ひ反射を行いません！　もしも中ちゆう枢すう神経系を完かん璧ぺきに掌握しているのならば、脊髄から送られる信号を握にぎりつぶせるはずですわ！　それができないということは、まだ木葉さんは、抵てい抗こうしているということです……！」

　──ハッとさせられた。確かに木葉は痛みに顔をしかめ、腕を後ろに下げるような動きをしていた。

　続けて、エリーナが叫ぶ。

「それって要するに……思念体からの憑ひよう依いには、本人の人格なら抵抗できるってことなんですッ!!　だから──魔力を使って、木葉さんを叩き起こしてくださいッ！　身体の主導権を取り返すために！」

「喋しやべるなァァッ!!」

　木葉が──レグナスが、俺に向かって剣を突つき出した。

　瞳ひとみに彼女の顔が映る。こんなことしたくないと泣きそうな表情、のようにも見えた。

　ああ、そっか。

　それだけで良かったのか。

　切っ先が俺に迫る。俺はただそこに佇たたずんでいた。

　鋭するどく光る剣が突きこまれた。私服にかけていた防ぼう御ぎよ魔法を一瞬で破り、切っ先が俺の肉体をえぐり取り、貫通する。

　やっぱ、自分でかけたんじゃ、気休めにもならねーや。

『ゆッ──雄介君ッ!?』

　マキナが悲鳴を上げた。けれど三人は、唇くちびるを結んで、しかと俺を見ていた。

　俺を信じてくれていた。

　ならやってやるさ。

　レグナスの顔が勝利の確信に歪む──よりも速く、俺は聖剣を投げ捨てた。

　左手で自身を貫つらぬく剣の刀身を握った。刃をモロに握ったせいで、手からブシュッと血が噴き出た。

　そして右手で、剣の柄つかを握る、木葉の手を摑んだ。

「な……ッ!?」

　困こん惑わくする、忌いむべき宿敵。

　俺は奴やつに向けて笑いかけた。

「人間ナメんな」

　瞬間、体内を循じゆん環かんしていた魔力を、〈テンペスタース〉に流し込む。

　退魔騎装ナイトイレイザーの内部構造もプログラムもすべて知っている。特注型とはいえ基本構造は変わらない。

　故に、魔力を操作し、内部機能に潜もぐり込み、ハッキング。

　コンマ数秒で〈テンペスタース〉を俺の支配下に置いた。

「や、やめ────」

　もう遅おそい。双そう剣けんはまだ木葉とのリンクを維い持じしたまま、俺の支配下にある。

　だから。

「起きろッ、木葉あああああああああああああああああああ!!」

　退魔騎装ナイトイレイザーを介かいして、俺は彼女の精神へと直接吠ほえた。

　俺と彼女の間で、銀色の粒りゆう子しがパッと散る。

　あの日の誓ちかいを思い出した。ちっぽけなものを守りたい。

　ここで木葉を犠ぎ牲せいにしたら──俺は彼女に向ける顔がねェッ!!

　びくりと、木葉の肩かたが跳はねた。

　何か叫さけんでいるレグナスの姿が、半はん透とう明めいから一気に透すき通り──そして。

　木葉を起点として、膨ぼう大だいな雷らい撃げきがまき散らされた。

　無む秩ちつ序じよな破は壊かいが十字路を粉ふん砕さいする。道路がめくれ上がり、ビルの壁かべを穿うがつ。

　いや、俺やエリーナたちには、まったく当たる気配はない。

「きさ、ま──」

　声がとどろいた。

　ハッと振り向けば──俺と木葉から、十メートルは離れた地点。

　そこに、魔ま力りよくが結集し、レグナスの身体からだを形成していく。魔力で構成された仮の身体だ。

「──全部見えていた。全部聞いていた」

　声は調べのように美しかった。確かにそれは木葉の声だった。

　視線を、彼女に戻もどす。

「鍛たん錬れんばかりの毎日だった。着き飾かざる暇ひまもなく、雑誌を片手に、着飾った自分を想像するぐらいしかできなかった。その中で支えとなっていたのは、信念……雄介、私はかつて、君と同じ信念を抱いだいていた。けれど私は、世界に対してあまりにも無力で……ちっぽけなものこそ守るべきだと言い張った挙句、それに同意してくれた少年を死なせてしまった」

　うつむきがちに吐と露ろして、それから──木葉は決然と面おもてを上げた。

　彼女はしかと俺を見ていた。

　紅あかではない、優しくて、それでいて撃うち抜ぬかれるようなとび色の瞳。

「だが君が、それを証明しようとしてくれているのなら。今はそれが、すごく嬉うれしい」

　それから彼女は、キッと顔を横に向けた。視線の先には、忌むべき仇きゆう敵てき。

「だから──レグナス、この場で失しつ墜ついするべきは、貴様だッ!!」

「木葉……」

「雄介、ありがとう。私は、もう一度……信念をもって、戦える……ッ！」

「いや……その、剣、抜いてくれませんか……」

　言ってからやっと、木葉はその手に握る剣が俺を刺さし貫いているのを見た。

　こいつ、話しながら横見たりしてたから、普ふ通つうに俺の中をかき回してるんだけど。

「うわああああっ!?　す、すまない雄介ッ！」

　勢いよく〈テンペスタース〉が引き抜かれ、俺の腹部から血がびしゃりと落ちる。

　さすがにきつくて、その場に座り込んだ。一応自分で治ち癒ゆ魔法をかけておく。

「……なるほど。どうやら別の依より代を見つけなければならないようだ」

　無念そうにレグナスは言った。

「だが手負いの英えい雄ゆうと、未熟な学生……まずは掃そう除じの時間だな」

「やらせると思うか──それはそうと、だな」

　木葉が剣を片手に握り、指揮官レグナスと相対する。

　よせ、仮の身体とはいえ、奴に敵かなうはずもない──そう言おうとした瞬間、だった。

「ありがとう。おかげで、お前たち魔物がどう魔法を使っているのかが分かった。だから、いいものを見せてやろう」

　彼女が発したのは、場ば違ちがいな感謝の言葉だった。

　レグナスの顔に、疑念の色が走った。

「確かなんというのだったかな……そうだ、そう、お前たちの呪文スペル……」

　木葉は少しわざとらしく考え込み、それから不敵な笑みを浮うかべる。




「────〈私は天を駆かける〉」




　変化は劇的だった。

　彼女の背中から、光が散った。それは雷かみなりであり、光の奔ほん流りゆう。魔力を転てん換かんした雷撃がバチバチと音を立てながら広がり──それは一対の、巨きよ大だいな白い翼つばさをかたどった。

「な、あ……ッ!?」

「ずっと聞いていた、ずっと見ていた。そしてずっと感じていたよ。そうか、肉体の差異なんてレベルじゃない、生まれ持った感覚的な差異だ。これは言語化できないな。私のように、抵抗して意識を保ちながら直接感じなければ、理解できないだろう」

　驚きよう愕がくに凍こおるレグナス。俺も、呆ぼう然ぜんとしていた。

「往いくぞ──凩流剣けん術じゆつ壱いちノの太た刀ち」

　逆手に握った彼女の剣が、放電音と共に雷撃をまとう。

　翼がはためき、超ちよう加速。

「────『根ね絶だやし』ッ!!」

　弾はじき出されるように飛び込んだ。

　まばゆい雷を巻き付けた木葉の一いつ閃せんが、肩かた口ぐちから腰こしにかけて深々とレグナスを切り裂さく。

　血しぶきは上がらず、代わりに魔力がパッと散った。

「カ、ハっ」

「勝負あったな」

　残心を解いて、木葉が剣を振るって血を落とし、腰こし元もとに収める。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「受講料は、一閃で勘かん弁べんしてもらおう。何、釣つりはいらないさ……」

「……いや、めっちゃカッコつけてるとこ悪いんだけどさ、今お前が鮮あざやかに落とした剣の血、百パー俺だからな」

「う、うるさいな！」

　大おお股またでこちらにずんずん歩いてきて、木葉は俺に手をかざす。

「うーん……〈治れ〉！　……だめか。ええと、あっ、〈元に戻れ！〉……これもだめ。じゃあ〈いい感じにお願いします〉！」

「諦あきらめるな」

　どうやら呪文スペルを扱あつかいきれているわけではないらしい。

　エリーナたちも駆け寄ってきて、三人が俺に治癒魔法を付ふ与よしてくれた。

「……その翼、やっぱり触さわったらシビれる？」

「どうだろうな……」

　レンと木葉が真ま面じ目めな顔してアホな会話をしている。いい加減にしろよこいつら、こちとら超身体張ったんだが。

　呆あきれかえった、その時だった。

「──見事だ、咲ノ芽木葉」

　荘そう厳ごんな声が響ひびいた。

　木葉が瞬しゆん時じに臨戦態勢を取る。

　一度は崩くずれ落ちたレグナスが、傷を押さえて佇たたずみ、俺たちをにらみつけていた。

「だが……次はない。我らが王亡き今、私は次の依り代を見つけ蘇よみがえる」

　その瞳ひとみには業火のような炎ほのおが宿っていた。

　魔力を編み込んだ奴の身体が、だんだんと解ほどけていく。だがおそらく、核かくとなる思念体は無傷だ。

「私は戻って来るぞ。貴様たちを絶ぜつ滅めつさせるために、必ず蘇る」

　その言葉に──俺は笑った。今なら別の答えが返せると思った。

「そんな機会は、二度とねえよバーカ」

「……何だと？」

　無理やり身体に喝かつを入れ、両足で立ち上がった。支えようとしてくれる少女たちを手で制し、俺は近くに落ちている聖剣を拾い上げる。

　それから、神しん妙みような顔で俺を見守る少女たちに振ふり返る。

「なあ、勉強会の成果を確認したいんだけどさ」

「……え？」

　レンが無表情のまま困惑した。

「思念体を撃げき滅めつする、百人規模の部隊で発動できる特とく殊しゆな魔ま法ほう……何だっけ」

「超上級大規模儀ぎ式しき魔法【ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ】ですわ。そのぐらい勉強会の前から存じておりますわよ」

「ああ、そうだっけ。まあ、厳密にはそんな魔法存在しないんだわ」

　瞬時にそらんじたアンブローズ嬢じようが、口をあんぐりと開ける。

「どういう、こと、ですか」

「情報戦ってやつだよエリーナ。そう吹ふい聴ちようしとけば連中は百人以上いる戦場では警けい戒かいするし、逆に、本当は撃滅されうる戦場にノコノコ来てくれるからな」

　聖剣が蠢しゆん動どうする。刀身各部に設置された排はい出しゆつ孔こうから過か剰じよう魔力が放出され、白銀の粒子が結ばれ、ヴェールのように揺蕩たゆたう。

「思念体を撃滅する方法はいくつかある。けどまあ、稀き少しよう魔法と稀少魔法の組み合わせが大半で、やっぱ単独での撃滅は無理だ、不可能だ」

　魔力を循じゆん環かんさせる。聖剣の輝かがやきが増す。至極明めい瞭りような破は滅めつの光を目の当たりにして、レグナスが身を固まらせる。

「だけど──俺に〈英雄〉の資格があるなら。今、不可能を塗ぬり替かえてやる。守るべき人々こいつらがいる限り、俺は何度だって、新たに英えい雄ゆう譚たんを謳うたい上げるッ!!」

　俺の適性では中級魔法を撃つことすらできない。だから戦場を駆け抜ける中で、下級魔法を必死に改良し、組み合わせ、時にはプログラムを一から組みなおした。

　その過程で目を付けたのは、下級攻こう撃げき魔法【バリスタ】。魔力を圧縮し、収束させ、打ち出す。そのシンプルな工程は改良の余地を大いにはらんでいた。

　改良に改良を重ね、試行し続ける日々の中。

　──ある時、不意に何かの境界線が見えた。

「ま、待て、やめろ、よせ」

「おいレグナス……言ってたよな。英雄譚とは失墜するべきものだって。全然ちげーよ、解答を教えてやる」

　必死に命いのち乞ごいをする奴やつに向けて切っ先を突つき付ける。

「英雄譚ってのは、繰くり返されるおとぎ話フエアリーテイルだ。何度も語られ、語り継つがれ、人々の心の光になる。心の中に光がある限り、俺たちは──人類は、負けない」

　光が限界を超こえて輝く。

　繰り返し繰り返し収束させていた、臨界寸前の魔力が、その性質を変えた。単なる収束砲ほう撃げきから、より鋭するどく、より密度の高い攻撃へ。

　極限まで収束させた結果──魔力はその収束率が一定ラインを超えると、いかなるものも消しよう滅めつさせる強い分解性を持つことが分かった。それこそ、思念体さえも。

　唯ゆい一いつの例外は、俺が手に持つ聖せい剣けん〈アルカディウス〉。

　その超ちよう高こう収束率の魔力を、俺一人で制せい御ぎよできたことはない。

　だが。今。

　もう犠ぎ牲せいなんて認めない。視界に入る全部、何もかも、一切合切を俺は救ってみせる。

　だから──俺に応えろ、相棒アルカデイウスッ！

　下級の魔力量だというのに、エネルギーの波が荒あれ狂くるう。その手た綱づなを必死に取る。

　見える。もう見えている、境界線。あと一歩。ひどく遠い、あと一歩。意識が遠のく。まだだ。諦めてたまるか──

「────勝て、雄介ッ！」

　誰だれかの声が聞こえた。本当に叫さけばれたのか、それとも幻げん聴ちようか。

　でもそれは、俺の背を、いつも押してくれる声のような気がした。

　光が一気に、温かく俺を包んだ。

　たった今、境界線を──超えた。

　聖剣を構え直し、レグナスと視線を重ねる。

　奴の顔は、本物の死の恐きよう怖ふに歪ゆがんでいた。

　俺は聖剣を右手で保持し、左の人差し指と中指をピンと伸のばして、ズパッと挨あい拶さつした。何せ挨拶は超大事だ。

「長い間ありがとよ、じゃあなッ☆」
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　超上級大規模儀式魔法、改め俺固有の稀少魔法。

「──【ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ】ォオオオオオオッ!!」

　やっぱなげーわこれ。

　放たれた魔法は目を灼やくような輝きでレグナスに迫せまり、直ちよく撃げき。道路を円状に消滅させながら疾しつ走そう──俺の操作により真上へ直角に曲がり、そのまま雲を薙なぎ払はらう。それは天と地をつなぐ光の柱のようだった。

　そして、レグナスの思念体が、光の中で最期の叫びを残して消し飛ばされる。

「何な故ぜだ、何故────」

　それが奴の断だん末まつ魔まだった。魔法を撃うち終えた時、そこには何も残っていない。

　つーか何故って、んなこと決まってんだろ。




「これは英えい雄ゆう譚たんだ。だから──英雄おれが勝って終わりなんだよ」




　つぶやきは届かなかっただろうが、まあ、いい。

　聖剣を量子に還かえし体内に格納。

　それから空を見上げた。雲に遮さえぎられていた星空が、俺の【バリスタ】が通過した点から円形に広がり、ぽつんと浮うかぶ月が俺たちを照らした。

『……レグナスの、完全討とう伐ばつを確認……』

　マキナがそう言って、安あん堵どの息を漏もらす。

　背後で女子たちが抱だき合って、きゃーきゃー言っていた。きちんと木葉は翼つばさを霧む散さんさせている。

　それを見て──知らずのうちに、笑みがこぼれた。

「……ハハ」

　俺はあの日の彼女を救いたいと思っていた──いや、もっとわがままだ。

　あの日、俺が救えなかった彼女、彼女を救えなかった俺。

　あの光景を丸ごと救いたかったんだ。

　今、俺は、救えたんだ。

　四人で団子みたいになってる中で、木葉が俺を見た。

　不意に、記き憶おくがフラッシュバックする。

「…………ああ、そっか。あの子、だったのか」

『え？　ゆ、雄介君？』

　マキナが俺の独り言に、何故か目を見開いている。

「いや、俺、木葉と会ってたんだなって」

『え、噓うそ、なんで思い出しちゃったの!?』

　なんで思い出しちゃダメなんだよ。

　絶句するマキナから、少女たちに視線を向ける。

　息を吸った。

「帰るぞ、みんなで」

　その言葉を言うのに、俺はどれほど遠回りをしたんだろう。

　四人が嬉うれしそうに笑うのを見て、俺は学生寮りようの方向を向き──膝ひざからガクンと崩れ落ちた。

「あれ？」

　視線を下げた。俺の腹部から流れる血で、足元が血だまりになっている。

「ぎゃ……ぎゃああああああああああああっ!?」

　忘れてた！　俺木葉に刺さされてんじゃん！

　四人が悲鳴を上げてこちらに駆かけ寄り、必死に治ち癒ゆ魔ま法ほうをかける中……なんというか、俺もまだまだだな、と思った。








終章　未いまだ遠きラブコメディ









　都内某ぼう所しよ。

　そこは人間が入るには、あまりに大きな部屋だった。

　中心に据すえられた円えん卓たくがミニチュアに見えるほど床ゆかは広く、天てん井じようは高い。

　四方の壁かべには巨きよ大だいなタペストリーがかけられている。それを見ながら、日本国内閣総理大臣は──ホログラムの各国首脳たちから、大バッシングを受けていた。

『どうするんだ。よりにもよって桜おう束そく魔ま法ほう学がく園えんの敷しき地ち内に魔物が侵しん入にゆうしていたなど……とんでもないことだぞこれ！　いやまあ、合衆国市民の負傷者がいなかったのは不幸中の幸いなんだが』

　憤ふん懣まんやるかたないという様子のアメリカ大統領が、唾つばを飛ばして総理を責めた。

『結果として〈英雄〉が討ち果たしたからよしとなっているが、大規模儀式魔法によるカバーストーリーのため英国魔法師部隊を無意味に派は遣けんする羽目になった。当日に居合わせたことにするためフライト記録などをよりにもよって政府主導で改ざんするとは……恥はじだ。女王陛下にはとてもお聞かせできんぞ』

　イギリス首相も総理をねめつけている。多大な裏工作の疲ひ労ろうからか、目の下にはクマがにじんでいた。

『やはり腹切りか。それともいつも通りに遺い憾かんの意を表明して終わりか？　いや最も確実なのは……君の部下がジャパニーズケジメをつけることだろう』

　一方、中国国家主席は冷れい徹てつな表情を堅けん持じしている。

　槍やり玉だまに挙げられたのは──総理肝きもいりの人選であったはずの、咲さきノの芽め木この葉はの処しよ遇ぐうだ。

『そら、指を詰つめさせろ！』

「日本政府は反社会的集団ではありません」

　アメリカ大統領からの野次を受け流し、総理は涼すずしい顔で立ち上がる。

「この度たびは誠に申し訳ありませんでした」

　毅き然ぜんとした態度で謝罪をして、総理が深々と頭を下げる。予想外の真しん摯しな姿勢に、一同たじろいだ。

　はっきり言ってしまえば、この程度の問題ならばなあなあにしてしまえる。今後は再発防止のため努力しますなどと美び辞じ麗れい句くを並べ立てて煙けむに巻まく、それこそ日本の総理が今まで得意としてきた舌先三寸の絶技だ。今回もそうなるだろうと見込んだうえでの揶や揄ゆだったのだが──総理は粛しゆく々しゆくと言葉をつづけた。

「おっしゃる通り、咲ノ芽木葉は高位の魔物と接せつ触しよくしており……魔物が用いる呪文スペルの力を一部引き出すなど、今後の要観察が必要な存在となりました」

『う、うむ。ではどうするのかね』

　百ひやく戦せん錬れん磨まの智ち謀ぼうを持つ男たちですら、狙ねらいが読めない。イギリス首相がおそるおそる続きを促うながす。

　総理は頷うなずいて、それから少しだけ、口元を吊つり上げた。

「今後も要観察が必要ですので……そのため、最適なプロフェッショナルに、その観察を依い頼らいすることにいたしました」

　全員──流れ変わったなと震しん撼かんした。

「かの〈英雄〉、英えい赤せき雄ゆう介すけ。彼が咲ノ芽木葉の観察を担当いたします」

　数秒の沈ちん黙もく。

　会議室が爆ばく発はつした。全員椅い子すを蹴け飛とばして、それほどの罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立てた。

『お前お前お前ェェェ────ッ!!　何だそれ!?　得しかしてないじゃん！　アドバンテージ稼かせぐことしか頭にないじゃん！』

『さっきの謝罪は何だったんだ!?　日本人の誠意とやらはどこだ!?』

『何を笑っているのだオイコラ！　腹を切れェ！　打ち首獄ごく門もんだぞお前！』

　紛ふん糾きゆうする会議。総理は立ったまま、不敵な笑みを浮かべる。

「……もうだいぶ前ですが、私も言わねばならないことを、言っておりませんでしたね」

『……何？』

　その切り返しは、瞬しゆん時じに場の空気を掌しよう握あくするだけの圧を伴ともなっていた。

　総理は青筋を浮かべている各国首脳を見み渡わたし、ゆっくりと、唇くちびるを開く。

「もしも、もしも英雄と恋こい仲なかになるような女子生徒がいるのなら──断じて、あなたたちのところの生徒ではありません」

　指さされた三人が表情を凍こおらせる。愉ゆ快かいこの上ないと、総理は笑みを深めた。

　それから前のめりになって、指を一本立てる。

「いいでしょうか。男をオトすために必要なのは……すなわち想おもいの強さです」

『──ッ！』

「私がたまたま目をかけている女子生徒がいますが、彼女は心の底から、彼を想っています。その感情が、一連の事件を通じてさらに深まり……そしてまた、彼自身との関係性にも変化を及およぼしました」

『きさ、ま……ッ!?』

　三人の狼ろう狽ばいをよそに、内閣総理大臣は両眼を蛇へびのようにギラつかせた。

「そんな彼女と英赤雄介君が、これからも青春を過ごすならば！　二人は熱い恋に落ちてしまうかもしれませんねェ！　クハハハハハッ！」

　それは宣戦布告にも近しいものだった。

　口を開き、何か言い返そうとしながらも言葉が見つからない各国首脳を嘲あざ笑わらい、総理は通信を打ち切る。

　それから椅子に腰こしかけて、目をつむった。

　思い返すは、護衛命令を下した時の彼女の表情。何千年も恋こい焦こがれていたような、その運命の相手と再会できることを聞かされたような、女神すら嫉しつ妬とする乙女おとめの恋する表情。

　あれなら心配はいらないだろう。心に従って行動するだけでいい。

　総理は目を開き、胸ポケットから一つのロケットペンダントを取り出す。

　そこには、黒くろ髪かみの幼い少女が、満面の笑みで家族と共に写っていた。

「想いのままに行きなさい──木葉」




　　　　◇




『というわけで、その……木葉ちゃんの、観察を、よろしくお願いするわ……』

「完ッッ全にハニートラップじゃねえかああああああああああああああッッ!!」

　突とつ発ぱつ的市街地戦せん闘とうの翌日。

　朝イチで電話をかけてきたマキナの言葉に、俺は自室の天井を仰あおいで絶ぜつ叫きようした。

『そりゃそうなるよねー……ホントあの人何考えてるんだか……』

　マキナも思うところがあるのか、憂ゆう鬱うつそうな表情だ。

「大体よぉ。俺は心の底から理解し合えるような相手を探してるワケ。一番ハニトラっぽいやつと仲良くなるために学校来てるわけじゃねえんだよ。真反対じゃん。木葉と仲良くしてる暇ひまあったら運命の相手探すよ」

『……………………………………そうね』

　マキナは何故か顔中に脂あぶら汗あせを浮うかべながら、引きつった笑みで頷いた。

『じゃ、じゃあ、今日の夜に、そっちに行って様子の確認とかするから、またね』

「…………おう」

　通信が切れて、俺は肩かたを落としながら、鞄かばん片手に部屋を出た。

　既すでに腹部の傷はふさがった。そもそもあの程度の傷なら、戦闘続行は可能だ。

　それにしても、なんてことだ。何が英えい雄ゆう譚たんってのは繰くり返されるおとぎ話フエアリーテイルだ（キリッ）だよふざけんな！　俺の覚かく悟ごとか返せよ！

　一人でとぼとぼと校舎を歩いていると、やたら生徒が話しかけてくる。おはよう聞いたよ！　また指揮官倒たおしたんだってね！　みたいな感じ。そういや一人で校舎を歩くのは新しん鮮せんだな。群がってくる生徒らと握あく手しゆしたりサインしたりしながら、一年Ａ組に着く。

「おざーっす」

　挨あい拶さつしながら教室に入った。挨拶は大事だ。

　クラスメイトらはいくつかのグループに分かれて談笑していたが、俺を見るや否やズダダダッとすごい勢いで駆かけ寄よってくる。

「おっはよ英赤君！　昨日はすごかったね！」

「さっすがだね！」

「レグナスとくんずほぐれつしたの!?　どっちがどっち!?　ねえ教えて!!」

　キャイキャイと騒さわがれるも、悪い気はしない。いや～と頭をかく。

　悪い気はしない、が、距きよ離りが近い！　完全にハニトラじゃねえか！　誰だれかしれっと胸を押しつけてるだろやめろ！　離はなれろ！

「いやー、もてはやされて楽しそうですねー、雄介さんー」

　胸を押しつけてきてるの、エリーナだった。

　彼女はいたずらっぽい笑顔で、そのまま俺に耳打ちする。

　なんか嫌いやな予感がした。

「いえ、雄介さん改め……ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモさん」

　ああああああああああああああああああ!!

　超ちようニヤニヤしてるエリーナの言葉に、俺はその場に崩くずれ落ちた。

　長い上に真顔で聞いてられない。噓うそだろ、俺の必殺技、イタすぎ……？

「こいつらがいる限り、俺は何度だって、新たに英雄譚を謳うたい上げるッ……ねえねえ『こいつら』って、どういうルビ振ふりだったんですかー？」

「守るべき……人々、です……」

「かっくぃーっ！　『守るべき人々』って書いて『こいつら』って読むんですね～！　さすが雄介さん！　そりゃおとぎ話フエアリーテイルを繰り返しますよね～！」

　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!

　死ね！　死ねテンション上がりすぎて変なこと言いまくってた俺！　やっぱあの時、完全にレグナスに吞のまれてたよな！　許せねえよレグナス！

「おはようございます、ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモさん」

「おはよう、ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ」

　アンブローズ嬢じようとレンまで乗っかってきやがった。

　お前ら、こんな公開リンチをして楽しいか？

　羞しゆう恥ちから床ゆかにごろごろと転がっていると、背中が何かとぶつかった。

　動きを止めて見上げると、俺を呆あきれた様子で見下ろしているクラスメイトがいた。

　俺の幼おさな馴な染じみ──咲ノ芽木葉だ。

「制服が汚よごれるぞ、まったく何をしているのだ」

「豊ほう穣じよう祈き願がんの踊おどり」

「本当に何をしているのだ……」

　ささっと服の汚れを払はらって立ち上がる。

「雄介、おはよう」

「……おはよ」

　それから意識を切り替かえた。頭を、教室の床と平行になるまで下げた。

「すまなかった。俺は昨日……お前を犠ぎ牲せいにしようとしていた」

　改めて、謝る。ジャケットを切り刻み、聖せい剣けんを突つき付け、俺は咲ノ芽木葉の生命を吹ふき消そうとしていた。それは覆くつがえしようのない、純然たる事実だ。

「いや、いいさ。これからは……保護してくれるんだろう？」

　保護。物は言いようだな。

　俺は顔を上げた。

「だから気にするな……ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ」

　見ると、俺の幼馴染は、めっちゃニヤニヤしてた。

　味方のいない教室で俺は過去の俺を呪のろい、唇をかんだ。

　すっげー死にたい。







　放課後の、兵科学生寮りよう食堂。

　そこは一年Ａ組クラスメイトらの手によって、お祭まつり騒ぎとなっていた。

　貸し切りの食堂には料理がずらっと並び、好き勝手に皿に取って自席で食べるシステムになっている。

　クラスメイトらだけではない。クルーニー先生や、マキナもいた。保護者枠わくということで緊きん急きゆう参戦したらしい。

　俺は『本日の主役』とかいうふざけたたすきを肩にかけられ、憮ぶ然ぜんとして座っていた。

　主役という割には普ふ通つうにテーブルに座らされた。玉座とかないの？

「雄介、楽しんでる？」

　俺が暇を持もて余あましていると、レンがとことことやって来た。

「ま、ぼちぼちな」

「そう。ところで──この日のために作ってきた」

　彼女が差し出したのは──見るからに実用性を突き詰つめた兵ひよう糧ろう丸がんだった。食堂の皿に、山のように積まれている。

「祝いの席で兵糧丸を渡わたすことある？」

　思わず困こん惑わくの声が漏もれた。絶対変な薬が仕込んであるぞこれ。

　だが、衆目の前で祝いの品を捨てるわけにもいかない。

「じゃ、いただきます」

「……！」

　一つ手に取って、躊ちゆう躇ちよせず飲み下し、平然とふるまう。レンが驚きよう愕がくしたように言葉を失った。なんてことはない。兵糧丸を魔ま力りよくでコーティングした。後で吐はき出せばいい。

　圧勝してしまった負けが知りたい、と余よ裕ゆうこいていたが。

「仕方ない……！」

　レンが俺の目の前で、同じものを食べた！

　頰ほおを赤くして、もじもじしながら、彼女は俺を見る。色っぽい。ごくりとつばを飲んだ。ていうか自じ爆ばく特とつ攻こうと大して変わらねーぞそれ！　バンザイアタックかよ!?

「おっと失礼いたしますわ」

　俺に向かって一歩踏ふみ込んだ瞬しゆん間かん、レンが真横へ吹き飛ばされた。

　登場したのは──なぜか特注型退魔騎装ナイトイレイザー〈モルス〉を携たずさえた、アンブローズ嬢だ。

　え、何？　なんで大おお鎌がま持ってんの？

「この度たびはお祝いに、かくし芸をお見せいたしますわ」

「……は？」

　そう言ってアンブローズ嬢が〈モルス〉を起動させる。刃やいばが円状に展開され、傘かさとなった。

　彼女は何も載のっていない食堂の白い皿を片手に、傘をくるくると回し始める。

　──これは、まさか……ッ!?

「ほっ！」

　アンブローズ嬢が皿を縦に投げ、傘状の刃で受け止めた！

　滑かつ車しやが回るようにして、皿が回転する刃の上をころころ転がり続ける。

「すっ、すっげぇ……！」

　昨日見た大道芸人の再現だ。たった一日でモノにするとは……！

　魅み入いっている俺を見て、アンブローズ嬢がふふんと笑う。

　だがその瞬間、その小さな身体からだを押しのけるようにして、エリーナが俺の眼前に現れた。

「うわちょっとエリーナさん!?　あっ、あっあっバランスが……なんてことを！」

　皿の疾しつ走そうを維い持じするため、アンブローズ嬢が慌あわてて〈モルス〉の回転スピードを上げる。どうやらその場から動けないらしく、歯ぎしりしながらエリーナを見ていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……食事中に隣となりに座り、ふとももを指でなぞるだけ……精密採点ロボに満点オーバーを乱発させた私には容た易やすいことです……！」

　何やら自分に喝かつを入れながら、エリーナが俺の隣に座った。

「……どうもこんにちは雄介さんー！　あ、これ美味おいしそうですね！　いただきます！」

　席に座り、テーブルを見て、エリーナは初手でレンの兵糧丸をひょいっと食べた。

　えええええええそうなるのかよ！

「……あるぇー？」

　瞬しゆん時じに頰を紅潮させ、エリーナが俺にしなだれかかってきた。上気した顔色に、思わず喉のどが鳴る。

「なんかー、これー、身体がすごく……んっ、熱く……」

「お、おい、エリーナ……!?」

　深紅の髪かみから流れてくるいい香かおりが、俺の鼻び孔こうをくすぐる。感じる柔やわらかさに身体が固まり、どっと汗あせが噴ふき出た。

　カチンコチンである。身体の一部もカチンコチンだ。

　身動きが取れず、絶体絶命の窮きゆう地ち。

「おい……そこは今日の主役席だぞ」

　引っ付いてくるエリーナが引きはがされた。もう一人の主役である木葉だ。さっきまで食堂の隅すみでマキナと話し込んでいたが、用事は済んだらしい。

「今日の主役は私たちだ。君は違ちがうだろ」

「ぶみゃー」

　謎なぞの鳴き声を上げるエリーナは、食堂の床にびたんと倒れこんだ。

「ほら、雄介」

　見れば木葉は、制服の上にエプロンを着ている。咲ノ芽シェフだ。

　彼女が持ってきたのは……サバの味み噌そ煮にだった。

「おお、これだよ、これこれ！」

「雄介君、祝いの席でサバ味噌って……」

　木葉と一いつ緒しよにやって来たマキナが、サバ味噌を食べる俺を見て嘆たん息そくする。なんだよ、好きなものが好きで何が悪いんだ。

「ていうか、もしかして……これ、お前が？」

　問うと、いそいそとエプロンを脱ぬいでいた木葉は、少し頰を赤くして頷うなずいた。

「う、うむ。君の好みかは分からないが……」

「超ちよう美味うまいぜこれ。ありがとな」

　礼を言えば、よかった、と木葉が安あん堵どの息を漏らす。

　彼女も同様に、トレーに置かれたサバ味噌を口に運んでいた。俺たち二人の対面に座ったマキナが、身体の調子や聖剣の調子を尋たずねてくる。全部英えい雄ゆうって感じ、と答えると、真ま面じ目めに答えなさいと𠮟しかられた。

「君のログが多くの人のためになるのよ？　特に、この学園の生徒のためにね」

「はいはい。桜おう束そく──『桜のように花開く次世代の才能を束ねる』学園だからな、そりゃ分かってるよ」

　俺とマキナの言い合いを聞いて、木葉は、すごく微び妙みような表情になった。

「なあ、雄介」

「おん？」

「学園の名前の由来だが、君の聞いたそれは俗ぞく説せつだ」

「えっそうなの」

　結構いい感じの由来だと思ってたんですけど。

「じゃあ本当は何なんだ？」

「…………『えいせき』を一つずつ下にずらして、『おうそく』だ。漢字は当て字だぞ」

「名付け親ゴツドフアーザー俺だったのかよッ!?」

　衝しよう撃げきの真実が明かされた。木葉の言いにくそうな顔も納得がいく。

　てか、まず俺に許可取れや！

　知らないうちに思わぬ責任を負わされていて、げんなりしてしまう。

「……いやまあ、いいや。それで木葉、ちょっと思ったんだけどさ」

　意識を切り替えて、横に座る少女を見た。

　ん？　と黒くろ髪かみを揺ゆらして、彼女は俺を間近で見る。

「──お前、俺と会ったこと、大分前にもあるんだろ？」

　瞬間、テーブルの空気が凍こおった。なんだ？　と見ればマキナが顔面蒼そう白はくでこちらを凝ぎよう視ししている。

「雄介、それはどういう……」

「今まで黙だまってたのは、まあいろいろあるからだろうし、分かってる」

　木葉が少し、姿勢を正す。視界の隅で、マキナが十字を切っている。

「だから──」

　マキナは両手を組んで天を仰あおいでいた。

　俺は一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくを挟はさんだ。

「──だから、名前、教えてくれよ。約束通りにさ」

　木葉が目を見開いた。

　思い出す。業火に焼かれる街の中で助けた少女。

　あの時の約束。だからきっと木葉は、この学園で初めて出会った時、やっと名乗れただなんて言ってたんだ。

「……うむ。うむ！　いいぞ、いいとも、雄介……！」

　俺たちは互たがいの瞳ひとみに互いを映しこんで、照れくさくて少し笑った。

「あの時は命を救ってくれて、ありがとう、〈英雄〉。そして、また助けてくれて、ありがとう、雄介。私は……私は、咲ノ芽木葉という者だ」

「ああ。どういたしまして……俺は英赤雄介。これからよろしくな、木葉」

　今度こそ。

　今度こそ俺は、軍服を着たあの少女と、再会した。

　一秒後。

「セェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエフッ!!」

　突とつ如じよ、椅い子すを蹴けり飛ばしてマキナが絶ぜつ叫きようした！

　食堂中が一いつ瞬しゆんこちらを見て、ざわめく。マキナは固く握にぎった拳こぶしを突つき上げ、何か、とてつもない困難に打ち勝った直後のように、涙なみだすら浮うかべていた。

　突とつ然ぜんの奇き行こうに俺たちが口をぱくぱくとさせる中、彼女はゆっくりと腕うでを下ろし、それから満面の笑みで俺と木葉を見た。

「うんうん、そうねそうねっ。きっとその子たちも成長したら二人みたいになってたわ、本当にっ！　だからこそ、その遺志を継ついで二人は頑がん張ばってねっ！　今はもういないその子たちの望みを次代に継いであげてねっ!!」

　早口でまくし立てて、それからマキナはスキップをしながら、料理を取りに行った。

　何だったんだ？

「……うむ、ともかく、マキナさんの言う通りだ。きっと彼も、そしてその少女も、私たちを今まさに、見てくれているだろう」

　木葉が感かん慨がい深くつぶやく。

「だから雄介、これからも……君の隣で、戦っていいだろうか」

「……ッ」

[image: ]

　頰を朱しゆに染めた彼女の言葉は──レグナスに言われた時よりもずっと嬉うれしかった。

　恋こい人びとになろうなんてちゃちな言葉より、ずっとずっと嬉しかった。

「あったりまえだろっ！　俺はそういう、相棒みたいな関係性を望んでたんだ！」

「…………まあ、そういう意味ではないんだが、なぁ」

　何事かつぶやいて、木葉がどっと疲つかれた表情になる。

　それから彼女はヤケクソのようにサバ味噌をかっ込み始めた。

　あれ？　なんか機き嫌げん損ねたっぽい？

　思ってたより芳かんばしくない反応に眉まゆをひそめていると、不意に人ひと影かげが群がってきた。

「自分は何度でも蘇よみがえる」

「やっとお皿を無事回収できましたわ！　割ってしまったらどうしようかと……！」

「ゆーすけさーん、やっぱり時代はぁ、敬語系女子ですよぉー」

　ハニトラズ──レンは薬が抜ぬけて、アンブローズ嬢じようも傘かさ芸げいから復帰し、エリーナは……こいつはだめだな。

「おっと自分の席に泥どろ棒ぼう猫ねこが座って、ふてぶてしくも食事している。魚屋から盗ぬすんできたの？　早く通報しなきゃ」

「おどきなさい！　むしろ雄介さんがわたくしの椅子になりなさい！　淑しゆく女じよの椅子になるのは一流の紳しん士しのたしなみでしてよ！」

「聞いてますかぁー!?　敬語系女子とー、添そい遂とげるのはー、トレンドですよぉー!?」

　あろうことか、エリーナたちは一いつ斉せいに、俺の隣の席から木葉を引きずりおろそうとした。椅子を揺らし、肩かたを摑つかみ引っ張っている。

　抵てい抗こうする木葉──だが連中、勢いあまって俺まで引きずりおろそうとしてきやがる。いや待ておかしいだろ！　俺が主役なのは揺るがない事実だろ!?

　五人で騒さわいでいるうちに、視線が集まっているのが分かった。

　クラスメイトらが、そして先生、マキナまで苦笑している。

　なんとなく、これは、見慣れた光景となりつつあるんだろう。

　顔を合わせ、絆きずなをはぐくみ──そして、日々は続く。

　俺自身もまた、その時間を心地よく感じている。ハニートラップだとしても、この時間そのものに価値はあると思ってしまう自分がいる。

　やれやれだぜ。

「だからぁー、敬語がトレンドなんですー！　うむとか言っちゃう系女子はどいてくださいー！」

「わたくしの椅子になるという栄えい誉よを何な故ぜ拒こばみますの!?　今ならギャグボールもついてくるといいますのに！」

「雄介は犬派。犬のように献けん身しん的な自分こそふさわしい。雄介、ブラッシングを所望する」

　三人が声高に自分の優位性を主張している。やれやれとか言ってる場合じゃなかった。

　ていうか、うるせえし揺らしてくるし、全然食事ができねえ。

　不意に──木葉が箸はしをテーブルに置いた。

　見れば、彼女のとび色の瞳には、地じ獄ごくの炎ほのおのような熱がこもっていた。

　あ、これ、キレてるわ。

　勢いよく立ち上がり、反動でエリーナたちが弾はじかれる。

　それから木葉は食堂を見み渡わたし──片手を胸に当てて瞳を閉じた。

　？

「────〈私は天を駆かける〉ゥゥッ!!」

　!?

　こいつ、呪文スペル使いやがった！

　雷らい撃げきが木葉の背中から放出され、バチバチという音と共に、一対の白い翼つばさを編み込む。

「雄介はなぁぁぁ……！」

　怒いかりを吐はき出すかのような声色。

　それから木葉は、啞あ然ぜんとする俺たちの前で、自分の背中に生えている翼をビシィと指さした。

「雄介はなぁ、真っ白な翼が背中に生えてる子が好みなんだ！　これ、明らかに私のことだろう!?」

　………………は？

　何のことだ、と問う前に、入学初日の記き憶おくがフラッシュバックする。

　教室に入って、レンも現れて、五人で集まっていた時。

　レンが、俺に問うた、その日、都合三度目の質問。

『ところで雄介、其方そちらにとって好ましいパートナーの条件があれば教えてほしい』

　あの時。

　俺は、何と言った？

『そうだなー、白い翼が生えてる人かなー』

　絶句──しか、できねえ。

　自分が面白いぐらい狼ろう狽ばいしているのが分かった。

　いやそんな発言拾わなくていいからァ！　だめだ、誰だれかのせいにしようとしても、自分の顔しか思い浮かばねえ……！

　ていうかわざわざそれに乗っかるって必死すぎるだろ！　絶対ハニトラじゃねえかッ！

　木葉の宣言に、三人の表情が、だんだんと色めき立つ。対たい抗こう心しんが瞳に燃えている。

　エリーナが左ひだり隣どなりに回ってきて、裾すそをつまんだ。

「雄介さんは素直に支えてくれるような……いざという時に決断を後押ししてくれるような子が好きなんですよね～？」

　アンブローズ嬢が真正面で優ゆう雅がに髪かみをかき上げる。

「いえいえ、わたくしの美び貌ぼうに勝る者など存在しません。わたくしからの寵ちよう愛あいを受けることそれ自体が誇ほこりと知りなさい！」

　レンが背後から腕を回し、首を抱だく。

「大だい丈じよう夫ぶ、誰が相手でも、結末は既すでに決まっている。運命は自分たちの味方だから」

　木葉がエリーナと反対側の腕を抱いた。

「見ろ！　翼だぞ！　いや本当に翼だなこれ……とにかく、翼が生えたんだぞ！」

　張り合い方が一人だけ明らかにおかしいだろ。さすがに不自然すぎる。咲ノ芽木葉、お前絶対ハニトラだろ!?

　クラスメイトらが遠巻きにひそひそ話している。

　四人はギラついた眼光を向けてくる。

　なんだこのモテモテハーレムキングみたいな構図は!?　こんな胃が痛いモテモテがあってたまるか！

　畜ちく生しよう、どこだ、どこで間ま違ちがえたんだ。

　おかしい。一週間で彼女十人ぐらい作るって、マキナに宣言したのに。

　おかしい。一週間で爆ばく弾だん四個抱かかえるハメになっている。

　おかしい、おかしい！

　運命の相手、全然いねえ！

　俺は頰ほおをひきつらせ、全身に脂あぶら汗あせを浮かべながら、天を仰いだ。

　食堂の天てん井じようだった。星も月も見えやしねえ。

「も──」

　も？　と四人が異口同音に返してきた。

「もうどうにでもしてくれええええええええええええええええええええッッ!!」

　哀あわれ極まりない慟どう哭こくは、兵科校舎敷しき地ちを揺ゆらすほどに響ひびいた。




　　　　◇




　そこは光の差さない、暗い場所だった。

　目を凝こらせば暗くら闇やみの中、椅子に座る一つの人影が、かろうじて見えるだろう。

　静せい寂じやく──否。かすかに、何かがこすれる音だけが、荘そう厳ごんな奏かなでのように響いていた。

　音の出どころは人影が手にする一冊の書物だった。分厚く、年季が入った本だった。

　今どき珍めずらしい紙の本。それをめくりながら、人影は嘆たん息そくする。

「──もっと」

　声色には一切の感情がこもっていない。

　慈じ愛あいも、献身も、そこにはない。

「────もっとよ、〈英えい雄ゆう〉」

　本にはびっしりと文字が書き込まれていた。それはどういう理り屈くつか、うねり、うごめき、一刻ごとに呼吸をしていた。

「君には、もっと、もっともっと強くなってもらわなきゃいけないわ。『厄やく災さい』は、そう遠くない……」

　冷れい徹てつな声。その場を前線指揮所に変へん貌ぼうさせてしまいそうな鋭えい利りな声。

「青春を謳おう歌かしなさい。顔を合わせ、絆をはぐくみ、そして──それこそが、君をさらに強くする……！」

　人影は書物をパタンと閉じた。

　その乾かわいた音を聞いたのは、本の持ち主──マキナ・アーデンクルス自身以外には、いなかった。








あとがき









　初めまして、夏目坂一家です。なつめざかひとかと読みます。

　このたびは本作をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　第31回ファンタジア大賞にて金賞をいただきまして、今回本を出させていただきました。ありがたい限りです。

　本作は「ハーレムラブコメ書きてえ！」という純じゆん粋すいな欲望に基もとづいて書いております。可愛かわいくて髪かみの毛けがカラフルな女の子が躍やく動どうするお話ですね。できればヒロインと決けつ闘とうとかしたかったんですけどページ数の都合でやめました。

　その他にも多々ある試行錯さく誤ごの中で、ハーレムだけど全然誰だれともくっつかないという状じよう況きようをどうしたもんかと頭を抱かかえた結果、ヒロインがハニートラップになりました。

　嫌きらわれようとする主人公と、それが空回って好感度だけ加算されていくヒロインたち。

　ざっくり言うと両者のどちらが勝つのかというバトル的ラブコメですね。

　あと近未来なのでＳＦ要素を足したり。

　敵方の設定にファンタジーを入れたり。

　そこでＳＦ対ファンタジーの対たい称しよう性を意識してみたり。

　ていうか根本的にバトル展開を詰つめ込んだり。

　気づいたらめちゃくちゃ要素てんこ盛りになっていました。

　皆みなさん、読み終わってどの要素が印象強かったですかね……

　僕はやっぱり、おじさんたちの暗あん躍やくパート！




　あと、新人賞を狙ねらっていて参考に買ってみました、みたいな方がいらっしゃったら、参考にしないでください。いやいるのかそんな人？

　えっとまあ、受賞時のものに手を加えておりまして、それ絶対応おう募ぼ原げん稿こうでやっちゃいけねえだろみたいなことしてるので、参考にはしないでください。絶対後こう悔かいすると思います。いや参考用に買うような人いる？

　他の改かい稿こう箇か所しよといえば、ヒロインが二人増えました。今までダブルヒロインばっか書いてたのでかなり手探りですが、みんな可愛く書けてるでしょうか？

　ていうか追加枠わくがブタ量産幼女に八はつ極きよく拳けんストーカーって何なんでしょうね。

　どっから来たの君たち。

　キワモノ枠追加というかヒロイン全員キワモノみたいになっておりますが、読んだ人の心に残るようなキャラになっていたらいいなあと思います。




　こうして世に出ましたが、本作は多くの方々のご協力あって完成しています。

　その方々に謝しや辞じを。

　まるで芽の出る気配のない僕の小説を読んで、感想をくれていた友人たち。感謝しています。なんと中学からの友人にもまだ読ませている謎なぞのロングラン。本当にありがとう。

　今回拙せつ作さくを選出してくださったファンタジア大賞の審しん査さ員いんの先生方、運営に携たずさわった編集部の方々、本当にありがとうございます。なんとか評価に見合った面白さを創り出していきたいと思います。

　のりパチ様。作品の雰ふん囲い気きに合った、えっちで甘やかしてくれそうでこっちから飛び込んでいきたくなる女の子のイラスト……！　ありがとうございます！　制服のデザインとか何食べて暮らしてたらこんなの思いつくんですか？

　担当様。おかげさまで見み違ちがえるように面白くなりました。自作の改稿を協力して行うって初めてだったからドキドキしてたんですけど、めっちゃ楽しいですね。本当にありがとうございました。実を言うとロシアンくノ一はまだ諦あきらめていません。ニンニン！

　最後に、この本を手にとってくださった読者の皆みな様さま。本当にありがとうございます。またお目にかかれる機会があれば、その時もよろしくお願いします。




　ちょっとだけ付け加え。

　皆さんにとって〈英えい雄ゆう〉ってどんなイメージですか？

　正直に言うと、僕にとってのイメージは主人公・英えい赤せき雄ゆう介すけとは全然別物です。

　本作は、彼が〈英雄〉らしくあるための努力を描えがく、あるいは、一体全体〈英雄〉とはなんぞや？　みたいなことも問う、そういう一面もあります。

　最終的に彼がどんな答えを出すのか僕も全然分かっていません。ただ見守るだけです。

　読者の皆さんにも、彼を見守っていただけたらと思います。




　改めて、このたびは本当にありがとうございました！
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